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　プロローグ　失恋カラオケ







　五月上旬のゴールデンウィーク。

　深夜のカラオケボックスで、結婚相談所の仲人なこうど──白はく城じよう縁えん太た郎ろうは、忍び寄ってくる眠気と戦いながら手拍子を打っていた。

　結婚相談所とは、結婚したいと思って婚活をしている人を支援する場所で、縁太郎はプロの仲人として、会員の婚活を応援している。

　今日、こうしてカラオケボックスにいるのも婚活支援の一環であり、同じ部屋にいる四人の女性は、縁太郎の事務所──白城結婚相談所の会員たちだった。

「わたくしの気持ちは～、恋の荒波にのまれて～」

　マイクを持っている会員は、早さ乙おと女めカレン。
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　金髪碧へき眼がんのスレンダー体型で、まるで海外モデルのようなルックスでありながら、和の心を重んじる演歌を熱唱している。

　薄暗い部屋に流れているのは演歌だが、ただの演歌ではなくて──。

　強烈な、失恋ソング。

　想い人にフラれた女性が、岬から身を投げるかどうかを迷っているという……よくよく聞けばかなり物騒な歌詞なのだけど、それを彼女は見事に歌い上げている。

　元々歌が上手いというのもあるが、彼女の心情が歌の歌詞と噛み合っているからだろうと、縁太郎は思う。

　それというのも、数時間前──。

　カレンが突然、縁太郎の家に押しかけてきて、こう言ったのだ。

『縁太郎。カラオケに行きますわよ！』

　彼女は失恋をすると、徹夜で演歌を歌って、その悔しさを発散する癖がある。

　詳しい事情が気になるが、まずはカレンを励ましたい。

　そう思った縁太郎は、その場に居合わせた会員──牡ぼ丹たん・まひる・結ゆ衣いに声をかけ、カラオケボックスにやって来たのだった。

「カレン嬢、お見事です！　わたし、何だか泣けてきました！」

　歌が終わると同時に、ソファーに座っていたツインテールの女性──葉は桜ざくら牡丹が立ち上がる。大きな目に感動の涙を浮かべ、パチパチと手を叩いてスタンディングオベーション。

　牡丹はとてもスタイルが良くて〝セクシーな女性〟といった感じであるのだが、その行動や顔立ちはどこか子供っぽい。真横に切り揃えられている前髪の下にあるのは、十代後半に見えてしまう童顔であるし、喋しやべるたびに落ち着きなく体を動かしているので、その動きに合わせてツインテールが左右に揺れている。

　それを見てると何だか眠くなってきて、縁えん太た郎ろうはあくびをしてしまう。

　時計を見れば、午前三時を過ぎていた。

　──こんな時間なのに、どうして牡ぼ丹たんはあんなに元気なんだろう？

　そう思ってぼんやり見ていると、その視線に気付いた牡丹が「どうかしましたか？」と問いかけてきた。

「深夜なのに元気だなって、思って」

　眠そうな口調で言うと、牡丹は得意げに豊満な胸を張り、

「わたし、夜型なんですよ。漫画家は夜行性が多いんです」

　そして〝にひっ〟と、悪いた戯ずらをたくらむ子供のように微笑んで、

「あと、夜のほうが、えっちな気分になりますからね！　筆が進むってもんですよ！」

　無駄にさわやかな笑みを向けられて、縁太郎は反応に困る。

〝エロ漫画家〟の牡丹が、エロに奔放な発言をするのはいつものことで、縁太郎が気まずげに苦笑するのも、お馴染みのリアクションだった。

「貴女あなたのその下品な発言。どうにかなりませんこと？　羞しゆう恥ち心しんというものを持ってもらいたいですわ」

　歌い終えたカレンが呆れるように言って、マイクをテーブルの上に置く。

「カレン嬢！　エロにも下品なものと上品なものがあるんです。そしてわたしは、上品なほうに属しています。下品なエロではないんです。何度言ったら、分かってもらえるんですか！」

　ツインテールを振り乱して反論する牡ぼ丹たん。

「何度言われても分かりませんわ。だいたい、上品なエロってなんですの？　エロというものがそもそも下品なのですから、言葉が矛盾してますわ」

　滑らかに言葉を紡いだカレンが、テーブルの上に置いてあるグラスを手に取った。

　それはオレンジ色のカクテルで、彼女は相当酔っているようだ。

「だからぁ、何度も言ってるじゃないですか！　えっちなことをしているのだけど、汚けがらわしい印象がない。それが上品なエロというものです。参考資料として渡したエロ漫画、ちゃんと読んでくれたんですか？」

　不満げに言い返す牡丹の頬ほおもまた赤い。

　彼女も同じペースで酒を飲んでいる。

「そ、そんなもの、読むわけがありませんでしょう！　っていうか、迷惑だからやめていただきたいですわ。人のバッグに、こっそりと破は廉れん恥ちな書物を忍ばせるのは！」

「だってカレン嬢、受け取ってくれないじゃないですか！　上品なエロと下品なエロの違いを分かってもらおうと、それぞれの代表作を渡しても──『こんな汚らわしい有害図書は、貴族であるわたくしの高潔なる魂が受け付けませんわ』とか言って！」

「本当のことだから仕方がありませんでしょう！　わたくしは早さ乙おと女めの令嬢として、高貴なる魂を持っておりますの。破廉恥な書物など目にしたら、純潔なる魂が汚されてしまいますわ」

　カレンはその昔、上流階級のお嬢様だった。

　しかし家が没落してしまい、今では庶民の世界で貧乏暮らしをしている。

「そんなふうに言われたら、アレですね……。綺き麗れいなものを汚したいという、劣情が込み上げてきてしまいます！　みだらな気持ちが、胸いっぱいに広がって──」

　カレンを見つめる牡丹の視線に、不穏な熱意がほとばしる。

「責任をとってください、カレン嬢……。エロ漫画的な意味で！」

「こ、こっちにこないでくださいまし！」

　酔った牡丹が、カレンに襲いかかろうとする。

　さすがにとめようとする縁えん太た郎ろうだが、それよりも早く──。

「ダメよ、牡丹ちゃん。こう見えてカレンちゃんは落ち込んでるんだから、優しくしてあげないと」

　仲裁に入ってくれたのは、圧倒的な母性を持っている女性──小こ日向ひなたまひる。

　身長が高く、牡丹に負けないぐらい胸回りもふくよかで、しかも職業が保育園の先生。

　母性の強さに関しては他の追随を許さないまひるに手を引かれ、欲望に支配されていた牡丹の顔から邪気が消えていく。

「わ、わたし、そんなつもりはなかったんです。ただ、カレン嬢が、わからず屋だったから……」

　牡ぼ丹たんはソファーに寝転がり、まひるに膝枕をされる。

　カレンは「べ、別に、落ち込んでませんわ」と呟つぶやいてカクテルを飲んだ。

　不機嫌そうな顔をしているが、辛そうな感じではないと思う。

　多少は気持ちが上向きになったんだろうと判断し、縁えん太た郎ろうは仲人なこうどの仕事を始めることにする。

　ローテーブルを挟んで向かいのソファーに座っている、カレンのことを見つめて、




「──カレン。どうして伊い集じゆう院いんさんとは、上手くいかなかったんだ？」




　早さ乙おと女めカレンは、お金持ちをターゲットにした婚活をしている。

　四月に合コンで伊集院という羽振りの良い男性と知り合って、結婚を前提とした交際を始めたのだが……。

「実は、カレ──。お金の使い方が、あまり良くないんですの」

　カレンは物憂げなため息をつき、伏せた視線をオレンジ色のカクテルへと向けた。

「つまり、金遣いが荒いってことか？　でも、金持ちだったら、多少はそうなるんじゃないか？」

　縁太郎の指摘にカレンは「そういうことじゃありませんの」と言い置いて、

「羽振りがいいことに関して、文句はありませんわ。欲しいと思った時計を買って、南の島でクルージングを楽しんで。それは優雅で素敵なお金の使い方だと思いますもの」

「じゃあ、何が気に入らないんだ？」

　カレンはグラスに残っているカシス・オレンジを飲み干して、はぁ……と嘆息をついた。

「伊集院さんの友人が、お金を貸して欲しいと言ってきましたの。不ふ慮りよの事故にあってしまって、急にお金が必要になってしまったようで……。その方とカレは、学生時代からの付き合いで、親友のような間柄だと聞かされておりました。それならばと二つ返事でお金を出して差し上げるのかと思いきや──伊集院さんは、お金を貸そうとしませんの！」

　ぎゅっとグラスを握ったカレンが、首を左右に振って金色の髪を揺らした。

「オレは自分のためにしか金を使わない。それがオレのポリシーだからと──そんなことを口にして、その方を見捨てようとしましたの。飯ぐらいならおごってやるけど、オレが楽しめないことに金を使うつもりはないと。さすがに見過ごすことができなくて、少しぐらい工く面めんしてさしあげてもいいんじゃないかと、口を挟みましたわ。そしたら、オレがオレの金をどう使おうが、オレの勝手だ──と主張なさって、口論になってしまって……」

　それは、縁太郎の予想していた結末とは違っていた。

　てっきり、カレンが何かを失敗し、それが原因で〝フラれて〟しまったんだろうと思っていたのだが。

「喧けん嘩か別れって、感じなのか？　カレンとしても、伊集院さんとはこれ以上交際できないっていう」

　カレンは不機嫌に眉をひそめて、「いくらお金持ちでも、許せないことがありますわ」と呟つぶやいた。

　その様子に縁えん太た郎ろうは、眠気を忘れてしまうほどに強い違和感を覚える。

　──本当にカレンは、金持ちと結婚したいのか？

　縁太郎はプロの仲人なこうどとして、多くの婚活女子を見てきた。

　その経験から言わせてもらうと、玉たまの輿こしを掴つかんで金持ちになりたいと思っている女性は、もっとお金持ちの男性に対する執着が強い。一度交際を始めたが最後、すっぽんのように食らいついて離れない。

　それが玉の輿を狙う女性の印象だ。

　お金の使い方で口論になって、それが原因で別れてしまうとは……。

「うーん」

　縁太郎があごをさわって唸っていると、まひるに膝枕をされている牡ぼ丹たんが、

「カレン嬢って、ブルジョア層と相性よくないんですよね。もっと庶民的な人のほうが、上手くいくんじゃないですか？」

　するとカレンは、訝いぶかしげなジト目を牡丹へと向けて、

「お金持ちの殿方以外で、わたくしに相応ふさわしい相手なんて、考えられませんわ。そんな相手がいるなら、言ってみてくださいまし」

「んー、そうですねぇ……。たとえば──」

　おもむろに体を起こした牡丹が、ぼんやりとした眼差しを縁太郎へと向ける。

　そして彼女は、探し物を発見した時のように目を見開いて、




「縁太郎さんとか、いいんじゃないですか？」




「な、何言ってんだよ、牡丹！」

　話の矛先を妙な方向へ向けられて、縁太郎は焦った声を出してしまう。

　そこに追い打ちをかけるように、視界の端でまひるが〝ぱむっ〟と手を合わせ、

「それ、いいかもね。縁太郎くんなら、きっとカレンちゃんを幸せにしてくれるよ」

　するとカレンは酔った目付きで、ジロッと縁太郎を見る。どんな反応をするのか様子をうかがっているようだ。

　──まいったな……。

　縁太郎は仲人という仕事柄、他人の色恋に口を挟むことが多い。しかし自分の恋バナをするのはあまり得意じゃない。

「……俺は仲人だから、世話をしてる会員を、そういう目で見ることはできねえって」

　何度も口にしている決まり文句でお茶を濁そうと思った。

　しかし牡ぼ丹たんは目付きを緩ゆるめずに、

「それ、縁えん太た郎ろうさんが勝手にそう言ってるだけで、そういうルールがあるわけじゃないんですよね？」

「それは、まぁ……」

　会員と仲人なこうどの交際を禁止している規則はどこにもない。

　縁太郎は気まずげに口ごもり、ポリポリと後頭部を掻かいた。

　すると牡丹はハッとして、驚愕の真相に辿り着いた探偵みたいに目を細める。




「もしかして縁太郎さん。男の人が、好きなんじゃ……？」




「どうしてそうなるっ！」

　最悪の迷推理に、縁太郎はたまらず声を張り上げる。

　それを聞いた牡丹は残念そうな顔になり、「需要、ありそうなんですけどね」と呟つぶやいた。

　──一体、何の需要だよ……。

　心の中でツッコミを入れて、げんなりしていると、

「──じゃあ、縁太郎」

　じっとこちらを見ていたカレンが口を開いた。

「ちゃんと女性が好きなら、この中から選んでみてくださいまし。誰が一番、タイプなのか」

「な、なんだそりゃ。いきなりそんなこと、言われても……」

　酔った婚活女子の〝オモチャ〟にされるのは嫌だった。

　しかしカラオケボックス内の〝空気〟が、そういう方向に流れ始めてしまって──。

　カレンは〝わたくしを選びなさい〟といわんばかりのツンとした仕草で髪をかきあげ、縁太郎に流し目を送り、パチッとウインクをしてくる。

　まひるもノリノリで、縁太郎が視線を向けると〝こっちにおいで〟という感じに両手を広げてニッコリ笑う。

「縁太郎さん。ほらっ」

　牡丹は背中を反らせて右手を頭の後ろにやるという〝グラビアアイドルっぽいポーズ〟で胸を強調。縁太郎を悩殺しようとしてくる。

　そしてこの部屋には、もう一人。

　眠れる婚活女子がいる。

「結ゆ衣いにゃん！　寝てる場合じゃないですよ！　結衣にゃんも縁太郎さんにアピールしないと、不戦敗になっちゃいます！」

　牡丹の声に、結衣が「ううーん……」と眠そうな声を出す。

　彼女はずっと、縁えん太た郎ろうの隣で寝息を立てていた。

　シンプルながら高級感のある洋服に身を包み、その顔立ちも端正で品がある。手入れの行き届いた黒髪と、透き通るような白い肌。その組み合わせがまさに〝深窓の令嬢〟という言葉を髣ほう髴ふつとさせる。

　そして実際に彼女は〝水み無な月づき財ざい閥ばつ〟という超が付くお金持ちのご令嬢なのだけど……。

「んー……。朝ぁ？」

　寝ぼけたことを言いながら、眠そうな目をこする結ゆ衣い。

　そのいかにも寝起きという顔を目にして、縁太郎はあの日のことを思い出す。

　それは、四月に合コンをやった時のこと。

　酔い潰れた結衣が心配だったので、家まで付き添うことにした。玄関で別れるつもりでいたのだが、なりゆきで部屋に入って、制服ファッションショーに付き合わされてしまって……。気が付いた時には結衣のベッドで、隣には──。

「……なるほど、結衣にゃんですか。身分違いの恋ってやつですね！」

　牡ぼ丹たんの声に、ハッとする。

「いいカップルになれると思うよ、縁太郎くんと結衣ちゃん」

　まひるまでそんなことを口にして、にっこり微笑みかけてくる。

　しかしカレンは不満げに、

「縁太郎が玉たまの輿こしに乗ってどうするんですの。わたくしを乗せてくださいまし！」

　と口にして、腕を組んでそっぽを向いてしまう。

「……え、なぁに？　どういうこと？」

　まだまぶたの重そうな結衣から、問いかけるような眼差しを向けられた。

　しかし縁太郎は、どう答えていいのか分からない。

「えっと……」

　言葉に迷って視線を泳がせていると、カレンが不満げに腕を組んだまま、

「この四人の中で、結婚するなら誰がいいのか。縁太郎に聞いてみたんですの」

「それで、結衣にゃんが選ばれたんですよ」と牡丹。

「おめでとう、結衣ちゃん」

　まひるからパチパチと拍手をされて、結衣は眠気が吹き飛んだかのように両目を見開いた。

　かすかに頬ほおを赤らめながら、縁太郎のことを見て──。

　縁太郎も結衣の様子をうかがっていたので、視線が交差してしまい。

「…………」

「…………」

　見つめ合う二人の頬が赤くなる。

　その分かりやすい反応に、牡丹とまひるが色めき立って、

「わたしは応援しますよ！　縁えん太た郎ろうさんと結ゆ衣いにゃんの未来を！」

「二人ともお似合いよ」

　しかし失恋したばかりで心が荒れているカレンは、口を尖とがらせる。

「玉たまの輿こしを逃したわたくしに対する〝当て付け〟のように思えますわね……。腹が立ちますわ！」

「そ、そんなわけねえだろ」

　縁太郎は小さく両手を挙げてカレンを宥なだめつつ、今の彼女にピッタリな話題を口にする。

「そうだ、カレン。実は今、神田祭を舞台にした婚活イベントを企画してるんだ。伊い集じゆう院いんさんとの交際がダメになっちまったんなら──カレンも参加してみないか？」

　それを聞いたカレンは、「お祭りは好きですけれど……」と呟つぶやいて、

「そのイベント、お金持ちの殿方は参加されますの？」

　疑うようなジト目を向けられて、縁太郎はバツが悪そうに苦笑する。

「どんな人が参加してくれるか、まだ分からねえんだ。これから仲人なこうど連中に話を通とおして、参加者を集めようと思ってるところでさ」

「まだ準備段階、ということですのね」

　思案げに眉まゆ根ねを寄せたカレンが、少しだけ考えて、

「お金持ちの殿方が参加する可能性があるなら、参加させていただきますが……」

「そうだな。そういう人が来る可能性はあると思う」

　縁太郎はそう言って、他の三人もイベントに誘う。

「お祭りで婚活……。それは、興味深いわね。私も、やってみたい」

　結衣はそう言って、さっそく神田祭についてスマホで調べ始める。

「……わたし、今交際してますけど、そういうイベントに出てもいいんですか？」

　今は誰とも交際していない結衣とカレンに配慮したのか、小さな声で聞いてくる牡ぼ丹たん。

「婚活イベントってだけじゃなくて、普通に遊びのイベントとして参加してもらえれば、こっちとしても嬉うれしい。いや実は、神み輿こしの担ぎ手が足りなくて、困っててさ」

　縁太郎は赤裸々に裏事情を話して、気まずさを誤ご魔ま化かすために苦笑する。

「そういうことなら、ちょっと駿する河が野のさんと相談してみますね。まひるママは……」

　勢いで水を向けてすぐ、牡丹はその発言を後悔するかのように口ごもる。

「わたしも、カレに相談してみるね」

　まひる本人は嬉しそうに惚のろ気けた笑みを見せるのだが──縁太郎他三名は、ぎこちなく笑って顔を見合わせる。彼女の交際相手について、あまり良い印象を持っていないのだ。

「そ、それではわたくし、景気付けに歌わせていただきますわ！」

　気まずくなってしまった空気を追い払おうと、カレンがマイクを手に取って、慣れた手付きでリモコンを操作。

　部屋が薄暗くなり、演歌のイントロが流れる。

　それはまたしても失恋ソングで、カレンは切なさを込めた眼差しをモニターへ向けて、泣きそうな顔で情感たっぷりに歌い出す。

　その歌声には、恋に破れて悔しい気持ちが込められている。

　けれど、果たしてそこに〝玉たまの輿こしを逃した悔しさ〟が含まれているのかどうか？

　縁えん太た郎ろうは彼女の仲人なこうどとして、探る必要があると考えていた。




　カレンは本当に、心の底から──お金持ちと結婚したいと思っているのだろうか？







　第１話　勉強会







　カレンの気持ちを探るのであれば、まずは伊い集じゆう院いんとの交際について、正確に把握したほうがいい。

　そう思った縁太郎は、伊集院を担当している仲人から話を聞いてみようと思った。

　伊集院も結婚相談所に所属してるので、彼を担当しているプロの仲人がいるのだ。幸いなことにその仲人は、縁太郎の友人であり、顔を合わせる予定があった。




　ゴールデンウィークが終わって、週明けの月曜日。

　縁太郎は結婚相談所・連合会が主催している勉強会に参加するために、都内のビルへ向かっていた。

　結婚相談所・連合会とは、全国の結婚相談所を束ねている組織で、定期的に勉強会を行っている。

　最近の婚活事情に関する情報を交換したり、仲人同士で親睦を深めたり。

　結婚相談所の仕事をする上で有益なことが多いので、縁太郎は積極的に参加するようにしていた。

　会場となるのは、ビルの中にある会議室で、学校の教室ほどの広さがあった。

　一定の間隔を空けて長机が設置されていて、スーツ姿の仲人なこうどたちが集まっている。

　席についた縁えん太た郎ろうの隣には、友人にして同業者──花はな之の木き誠まことが座っていて、軽く笑って手を上げる。彼こそが伊い集じゆう院いんを担当しているプロの仲人だった。

　二十代半ばにしてはだいぶ童顔で、女性から〝可愛い〟と言われてしまうこともある。

　しかし仲人としての力量は確かなもので、縁太郎は彼のことを頼もしい同業者として一いち目もく置いている。

「なあ、誠。カレンと伊集院さんのことだけど」

　縁太郎がおもむろに話を切り出すと、誠は残念そうに肩をすくめて、

「ダメになっちゃったねぇ。カレンちゃんのリクエスト通り〝お金持ち〟だったんだけどね、伊集院さん」

「その伊集院さんなんだけど──カレンとの交際について、何て言ってた？　カレンはフラれたのか？　それとも、フッたのか？」

　カラオケの時にカレンは〝喧けん嘩か別れ〟だと言っていた。

　しかしそれはあくまでもカレンの意見で、本当のところは一方的にフラれたのかもしれない。

　カレンはプライドが高いので、〝フラれた〟と口にしたくなかった可能性もある。

「喧嘩したって、言ってたよ。お金の使い方に口を出されて、そこから口論になったって」

　誠はそこで、問題児について語る教師のような顔になり、

「伊集院さん、結構ワガママな人なんだ……。自分のやることに文句をつけられると、機嫌が悪くなっちゃって。だから、おだてて持ち上げてくれるような相手じゃないと、上手くいかないんだよね」

　それがどういう女性であるか。

　縁太郎は相づちを打つ代わりに、こう指摘する。

「なりふり構わず玉たまの輿こしを狙ってる会員、とか？」

　すると誠はびしっと縁太郎へ指を向け、

「そう！　だから最初にカレンちゃんの話を聞いた時、ピンときたんだよ。玉の輿狙いを堂々と宣言するような人なら、伊集院さんのワガママな部分を許してくれるかもって。……でも、結局、喧嘩しちゃったみたいだけど」

「まぁ、そうだよな。本気で玉の輿を狙ってるなら、ちょっとやそっとのことでは喧嘩しないよなぁ……」

　誠の感想と自分のそれが一致して、縁太郎の中でまた疑念が強くなる。

「カレンのやつ、本当に金持ちと結婚したいのかな？」

「本人がそう言ってるなら、そうなんじゃない？」

　誠はきょとんとしているが、縁太郎はハッキリと首を横に振り、

「俺は、そうじゃねえと思うんだ。アイツはきっと、別の気持ちを持っていて、それを隠してるんじゃないかって。本当はもっと、違う婚活をしたいんじゃねえかって」

　縁えん太た郎ろうは、カレンの玉たまの輿こし狙いに賛成することができない。

　何かのボタンが掛け違っている。そんな気がして仕方がない。

　明確な根拠がないから、言葉に力を持たせることはできないが……。

　それでもこの違和感を、無視してはいけないと思うのだ。

「えー、お待たせしました。それではこれより、勉強会を始めさせていただきます」

　縁太郎が考え込んでいると、進行役の男性が前に出て、仲人なこうどたちが居住まいをただした。

　最初に会長からの挨あい拶さつがあって、最近の婚活業界についての話。それに続いて、今日の目玉として告知されていた〝最新のＤＮＡ婚活〟についての講義が始まった。ゲストとして呼ばれた講師が、マイクを持って熱弁を振るい、仲人たちが真剣な表情で話に聞き入っている。

「──というわけで、ＤＮＡ婚活についての話は以上になります。これからはこういう科学的なアプローチの婚活も、ありかもしれません」

　講義が終わって、会議室の空気が弛し緩かんした。

　じっと話を聞いていた仲人たちが、立ち上がって伸びをしたり、知り合い同士で談笑したり。

「ちょっと面白そうだね。ＤＮＡ婚活」

　隣に座っている誠まことは熱心にメモをとっていたのだが、縁太郎は気だるげに頬ほお杖をついて、

「でも、高すぎないか？　最初に十万かかるとか」

　ＤＮＡ婚活とは、ＤＮＡ情報を照らし合わせて、相性の良い相手を探す──というもので、最初にＤＮＡ鑑定をする必要がある。その費用が、ちょっと高い。

　そもそも縁太郎は科学にあまり詳しくない。と言うよりも、いまいち信用していない。

　ＤＮＡ的に相性が良かったとしても、それで結婚相手まで決めてしまうのは……。

「──それでは続いて、先月の優秀結婚相談所の発表をさせていただきます」

　進行役の男性の言葉に、縁太郎は気まずげに口を引き結ぶ。

　この恒例行事はあまり好きじゃない。

「先月の成婚件数ナンバー一は──黒くろ峰みねマリッジプランナー」

　声に応えて、一人の男が立ち上がる。

　黒峰優ゆう輝き。

　メガネをかけて、仕立ての良さそうなスーツを着て。称しよう賛さんされて当然であるといわんばかりの笑みを口元にたたえて、ゆっくりと会議室の前方へと向かう。

　彼は婚活業界において最大手の大企業──黒峰マリッジプランナーの社長の息子で、今でこそ仲人をしているが、社長の椅子が約束されていると噂されている。

「温かい拍手をいただき、ありがとうございます。このような結果を出すことができたのも、ひとえに皆様の──」

　慣れた調子で挨あい拶さつをする黒くろ峰みねを見据えて、縁えん太た郎ろうは腹の底に不快な熱を感じる。

　──よくもコイツは、いけしゃあしゃあと。俺の事務所を潰そうとしやがったくせに。

　縁太郎はごく最近、結ゆ衣いの婚活をめぐり黒峰とぶつかった。

　いつまでも根に持つつもりはないのだが、言いがかりをつけてきたことに対して、詫わびの一つも入れるのが筋であると思う。何事もなかったかのように振る舞われると、腹が立つ。

「縁太郎」

　隣の席に座っている誠まことに声をかけられて、縁太郎は「分かってる」と口にした。

　黒峰の件に関して、向こうが何もしてこない限りは何もしないと、そう決めた。

　折り合いのつかない相手なんていくらでもいる。いちいち喧けん嘩かをしていてはキリがない。もう大人なんだから、大人の対応をするべきだ。

「──ところで、私から一つ。苦言を申し入れたいことがありまして」

　挨拶を終えた黒峰が表情をあらためる。

　彼は誰かを探しているかのように視線を動かして、その矛先を縁太郎へと向けた。

「皆様は問題ないかと思いますが、仲人なこうどの中には素そ行こうの悪い者がいるようです。他所よその結婚相談所の仲人に突っかかったり、会員を横から奪い取ろうとしたり。今一度、仲人の〝風紀〟について、考える必要があるかと思います」

　縁太郎は思わず黒峰のことを睨にらみ付けていた。

　──いったいどの口が〝風紀〟を語りやがる。

　下世話な週刊誌さながらの写真を撮って、〝仲人と会員が関係を持っている〟と騒ぎ立て、事務所を潰そうとしてきたのはどこの誰なのか……！

　さすがに我慢ならなくて、

「俺に文句があるなら、そう言えばいいだろ。回りくどい言い方しねえでよ」

　縁太郎は立ち上がり、眉間に力を込めながら言った。

「ちょ、ちょっと、縁太郎」

　誠がぎょっとした顔になって袖を引っぱってくるが、気持ちが収まらない。

　黒峰はそれを予想していたのか、縁太郎から目を離さずに、フンと小馬鹿にするような鼻息をついた。

「何だ？　何かあったのか？」

「あれは、白はく城じようさんとこの……」

「黒峰マリッジプランナーの次期社長相手に、マジか」

　周りに座る仲人たちが、縁太郎と黒峰を交互に見ながらあれこれ口にして、進行役の男性が何か言おうとする。

　しかし彼が制止するよりも早く、「それなら、直接言ってやろう」と黒峰が言い放ち、会議室に充満していたざわめきが一瞬で消えた。

「白はく城じよう縁えん太た郎ろう。お前は仲人なこうどとして許されないことをした。うちの会員の交際を妨害して、横から引き抜いた。結果的に、会員を結婚から遠ざけている」

　その告発に、再びざわめきが起こる。

「交際を妨害？」

「会員を引き抜きって、そりゃまずいだろ」

「本当だったら、問題ですね……」

　こま切れに聞こえてくる非難の声に、縁太郎は強く拳こぶしを握りしめ、

「それは、お前のやり方が間違っていたからだ。結ゆ衣いの気持ちを無視して、仲人のお前が結婚相手を選ぶとか。そんな婚活はおかしいだろ？」

「それぞれの会員にふさわしい相手を紹介し、結婚へ導くのが仲人の仕事だ。お前が余計な口を挟まなければ、水み無な月づき結衣は結婚できていた」

「結婚させればいいってもんでもねえだろう。どういうつもりで結衣にあの男を紹介したんだよ。あの男と結婚して、それで結衣は──幸せになれていたのかよ？」

「はっ。何を言い出すかと思えば」

　黒くろ峰みねは失笑し、呆れたように肩をすくめる。

「幸せになれるとかなれないとか、数字にできない判断基準を持ち出されてもな……。それなら聞くが──貴様はそういう結婚を提供できているのか？　そもそも、成婚させられているのか？　先月は何組結婚させられた？」

「う……。それは……」

　縁太郎は口ごもる。

　先月成婚させられた人数は二人。それは結婚相談所・連合会に所属している結婚相談所の中でも、最下位に近い成績だ。

「納得できる〝数字〟がなければ、その主張に説得力はない。今の貴様は、遠吠えをしている負け犬にすぎない」

「ぐっ……」

　黒峰のことを強く睨にらむ縁太郎。

　その反応を楽しむかのように笑う黒峰に、さらなる怒りを覚えるが──震える息を吐き出して気持ちを抑え込む。

　刹那的な感情に流されて声を荒げてしまったが、これ以上、口論を続けるのはまずい。

　この会議室にぎっちりと押し込められているのは、現役の仲人だ。

　酒を飲み交わすほどに親しい相手もいれば、顔見知り程度の人もいる。初めて目にする顔もある。

　その全員が、固かた唾ずをのんで舌ぜつ戦せんの行方を見守っている。

　この状況で、これ以上やりあってしまうと──。

　自分と黒くろ峰みね。それぞれの仕事のやり方について、仲人なこうどたちから賛否が出るだろう。縁えん太た郎ろうの考え方に反対する仲人だっているはずだ。

　あまり仲人の中に〝敵〟は作らないほうがいい。もしかするとその仲人の受け持っている会員こそ、自分の会員の運命の相手かもしれないのだ。

　仲人同士の対立が原因でお見合いが組めなくなってしまうなんて、そんな事態は絶対に避けなければならない。

「どうした？　ぐうの音も出ないか？」

「くっ……！」

　それでも、勝ち誇ったように笑う黒峰を前に尻尾を巻くとか、それは仲人うんぬん以前に、男として我慢ならないものが……！

「俺は──」

「優ゆう輝きさまぁ。そろそろ時間、ヤバいですよぉ」

　間延びした女性の声が、縁太郎の言葉を遮った。

　見ると、さっきまで黒峰が座っていた席の隣に、茶髪の女性の姿があって、これ見よがしに自分の腕時計へ指を向けている。

　それを目にした黒峰は眉をひそめていたが、女性からウインクの合図をされるとハッとして、にこやかな表情を取り戻す。

「言葉が乱れてしまい、申し訳ありません。つまり私が言いたいのは──会員の結婚を妨げるような真似は慎んでほしいと。それだけのことであります」

　黒峰は周囲の仲人たちへ視線を巡らせて、最後に縁太郎へ当てつけのような一いち瞥べつを投げた。

　反射的に何か言いたくなる縁太郎だが──。

　これ以上、ことを荒立てるのは得策じゃない。

　そう考えて、黒峰のほうは見ないようにしながら、席に座ったのだった。




　＊　＊　＊




　勉強会をしている会議室を抜け出した黒峰は、茶髪の女性を従えてビルの外へ出る。

　当たり前のように黒塗りの高級車が待機していて、黒峰に気付いた運転手が後部座席のドアに手を伸ばす。

　最初に黒峰が乗り込んで、茶髪の女性があとに続く。

「優輝さまぁ、ダメですよぉ？　あんなに大勢の前で感情的になっちゃ。次期社長という自分の立場を、ちゃんとわきまえてくださいね？」

　その女性は逢あい川かわ藍あい子こという名前で、黒峰の秘書だった。

　ショートカットの茶髪で、二十代後半とは思えないほどの童顔。おねだりをするかのような上目遣いはホステスという前職の名残で、言葉尻を甘ったるく響かせるのも、その時のクセであった。
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「優ゆう輝きさまぁ。ちゃんとわたしの話、きーてますかぁ？」

「……あぁ、聞いている」

　黒くろ峰みねはこの秘書のことが好きじゃない。

　次期社長である自分に対して、この態度。本来ならば『お前はクビだ、二度と会社に来なくていい』と、言ってやりたいところだが……。

「さっきのだってぇ、わたしがとめなきゃ、大変だったんですからねぇ？　黒峰マリッジプランナーの次期社長が、感情をむき出しにして大喧げん嘩か。そんなことしたら、同業者からの評判が下がっちゃいますよぉ？」

　縁えん太た郎ろうとの口論を『時間がない』と理由をつけてやめさせたのは、逢あい川かわの機転だった。

　本当は時間なんていくらでもある。

　口を挟んできた彼女の表情から〝それは社長候補としてＮＧ〟という意図を汲み取り、冷静さを取り戻すことができたのだ。

　自分に対する態度こそ気に入らないが、それでも逢川が〝有能〟であるということについては、黒峰も渋々ながら認めている。

　そして、なにより厄介なことは──

「あんまりおイタがすぎると、お父さまに言いつけちゃいますよぉ？　……なーんて」

「…………」

　にっこり笑って〝たゆん〟と胸を揺らす逢あい川かわへ、黒くろ峰みねは苛立たしげな眼差しを向ける。

　つまるところ、この逢川藍あい子こという女は、黒峰の父親──すなわち黒峰マリッジプランナーの社長のお気に入りなのだ。

　銀座の高級クラブで出会って、意気投合。そろそろ水商売から足を洗いたいと言っていた彼女のために、秘書の椅子を用意したらしい。

　二人がどこまでの関係なのかは不明だが、逢川はただの従順な秘書ではなくて、〝お目付け役〟のような振る舞いをみせることがある。

　もしかすると、父親から指示を受けているのかもしれない。

　自分が次期社長として相応ふさわしいのかどうか、目を光らせておくようにと。

「ところで、優ゆう輝きさまぁ」

「……なんだ」

　逢川の甘ったるい問いかけに、黒峰は突き放すような冷たい言葉を返す。

「あの白はく城じよう縁えん太た郎ろうって仲人なこうど。ちょっと調べてみたんですけどぉ……案外優秀な仲人かもしれませんよぉ」

「ろくに成婚させることもできない仲人のどこが優秀なんだ？　あいつは声が大きいだけの野良犬だ」

「確かに結婚させてきた人数は少ないんですけどぉ、成婚率が──八十パーセントを越えてるんですよぉ」

「なに……？」

　成婚率とは、受け入れた会員と結婚できた会員の比率で、二十パーセントもあれば優秀な結婚相談所であると言われている。

　それが白城結婚相談所は──八十パーセント。

　さすがの黒峰も、しばし唖あ然ぜんとしてしまう。

「……どうせ、成婚させやすい会員を選えり好みしているんだろ」

「それがですねぇ、他で結婚できなかった会員を成婚させているみたいで、結婚できない人を結婚させてしまう仲人──なんて呼ばれているとか」

「それなら、他の結婚相談所がよほど無能なんだろう。それと比べれば、白城縁太郎の事務所がマシなぐらいに」

「うーん……。それ、言っちゃまずいやつですよぉ。だって──」

　黒峰のことを見つめて、困り眉になる逢川。

　彼女は少しでも言葉を和らげようとするかのように微笑んで、




「白はく城じよう結婚相談所は、黒くろ峰みねマリッジプランナーで結婚できなかった会員を、結婚させているんですからぁ」




　黒峰はギロリと逢あい川かわのことを睨にらんで、奥歯を噛み締める。

　──どうしてこんなに、縁えん太た郎ろうのことが気に食わないのか。

　込み上げる感情の中に答えがあった。

「ッ……たまたま、そういう結果になっているだけだ。アイツの事務所が、黒峰マリッジプランナーよりも優秀というわけではない」

「そりゃまぁ、売上は天と地ですからねぇ。企業としては、こっちのほうが遥かに優秀です」

　長い八重歯を光らせて笑う逢川は、自分の気持ちを見抜いているのかもしれない。

　だから〝企業としては優秀〟なんて、勘に触る言葉を……。

「企業としても、仲人なこうどとしても、黒峰マリッジプランナーのほうが優秀だ！」

　頷うなずくことを強要するかのように目付きを尖とがらせて。

　しかし逢川は、曖あい昧まいな笑みを浮かべてショートカットの毛先をまるで動かさない。

　──これこそが、白城縁太郎に対する苛立ちの正体だ。

　あいつはさも自分のほうが優秀な仲人であるかのような態度を見せて、その見当違いな思い上がりに同調している仲人や会員が存在している。

「……白城結婚相談所の会員について、調査しろ」

「ほえ？　どうしてですか？」

「詮せん索さくは不要だ。とにかく、洗いざらい調べろ」

　黒峰は逢川から視線を外して、車窓へ目をやった。

　胸の奥に巣食っている苛立ちを解消するには、証明しなくてはならない。




　──縁太郎よりも自分のほうが、優秀な仲人であるのだと。
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　結婚相談所・連合会の本部が入っているビルの一階に、昔ながらの喫茶店がある。

　柔らかいカーペットが敷き詰められていて、随分と年季の入った椅子の背もたれが横並びになっている。それはカウンター席で、その周囲にはテーブル席もある。いい感じにへたっているソファーが向かい合わせになっていて、そのうちの一つ、窓際のテーブル席が縁太郎のお気に入りだった。

　勉強会後、縁太郎は誠まこととその店に入って、荒っぽい歩調で窓際のテーブル席へと向かった。

「ったく、黒峰の野郎……」

　ゆったりとした革張りのソファーに尻を落として、店内に充満しているコーヒーの香りを楽しんで──。

　それでも縁えん太た郎ろうは、ささくれだった気持ちを鎮めることができない。板張りの床をつま先で叩き、手書きのメニューへ鋭い視線を向けていた。

「縁太郎も厄介な相手と揉もめちゃったよね」

　テーブルを挟んで向かいに座った誠まことが苦笑する。

　彼は、縁太郎と黒くろ峰みねの対立について知っていた。

　結ゆ衣いの件を解決するため、事務所を畳む覚悟を決めた時。

　縁太郎は会員を誠の結婚相談所に任せようと考えていた。その時に一通りの事情を説明してある。

「──だいたい、何で俺が悪者みたいになってんだ。妙な言いがかりをつけてきたのは、あっちだろうが。俺と結衣が関係を持ったとか……根も葉もないことを言ってきやがって」

　憤慨する縁太郎だが、注文を取りに来た馴染みのマスターに「今日は荒れてますね」と笑われてしまって、恥ずかしくなる。

　いつものようにお茶と団子を注文し、気まずげに店内へ視線を巡らせた。

　客の数はそれほど多くなく、男性も女性もスーツを着ている人が多い。平日の昼間なので社会人ばかりが目に付くが、夕方になると女子高生たちが押し寄せてくるらしい。ここのホットケーキが〝映ばえる〟と評判なんだとか。

「結衣ちゃんとは、ほんとに何にもないの？」

　ふいに誠が、妙なことを言い出した。

　縁太郎は向かいのソファーに座る友人へ、不機嫌なしかめっ面を向け、

「まさか、お前も疑ってんのか？　俺が仲人なこうどの立場を使って、結衣に手を出したって」

「いや、そういうんじゃなくて──もっと純粋に、恋愛の話」

　そんなことを言って見つめてくる誠の瞳が、キラキラしている。

「相変わらず、そういう話が好きだな……」

　縁太郎は呆れ顔でため息をついた。

「まあね。恋バナが好きすぎて仲人になったぐらいだし」

　照れくさそうにはにかんだ誠が、テーブルに身を乗り出して、

「──で、どうなの？　結衣ちゃんとは何にもないの？」

　ひとたび恋愛関係を疑い始めた誠は、実にしつこい。仲人よりも芸能リポーターのほうが向いているんじゃないかと思う。

「何もねえよ。仲人と会員の間に何かあったらまずいだろ」

「別に、まずくはないでしょ？　教師と未成年の生徒ってわけじゃないんだから」

「そりゃ、そうだけど……。まあ、そういうの抜きに考えても、結衣と俺はそういう感じじゃねえって」

「そうなの？　結ゆ衣いちゃんと縁えん太た郎ろう。お似合いだと思うんだけどなぁ……」

　不満げに口を尖とがらせた誠まことが、探るような上目遣いで、

「ちなみに縁太郎はさ。結婚、したいんだよね？」

「そりゃもちろん、したいけど……」

「けど？」

「まだ、早いかなって」

　肩をすくめて苦笑する縁太郎。

　しかし誠は、もどかしそうに眉をハの字に曲げて、

「別に、早くはないと思うよ。だって縁太郎、僕と同い年でしょ？　二十五歳で結婚とか、丁度いいタイミングじゃない。本気で結婚したいなら、そろそろ動き始めないと」

　仲人なこうどをやるぐらいだから、誠も〝お節介体質〟だ。

　それに恋バナ好きという気質もあるものだから、

「相手がいないなら、僕が面倒みようか？」

　と、自分の顔を指さしながら笑いかけてくる。

　半分冗談で、半分本気。

　そんな気持ちを感じ取り、縁太郎はあえてきっぱりと首を振る。

「いや、相手がどうとか言う前に、そもそも俺は──結婚する準備ができてないんだよ」

「……どういうこと？」

「仕事をさ、もう少し軌道に乗せてから結婚したいんだ」

　縁太郎は自分の仕事に誇りを持っている。

　どこに出しても恥ずかしくない仕事ができていると思う。

　しかしその一方で、業績がイマイチであることも自覚していた。

　もっと仲人として稼げるようにならないと、結婚して家族の大黒柱になるなんて……。

「自分の中で、計画はあるんだよ。ある程度貯金ができたら、あの家をリフォームして、もっと人を呼べる事務所に改築する。ウチって正直……古臭くて入りづらいだろ？　そのせいで新規の会員を逃のがしてるような気がするんだよ」

　思し案あんげな視線を送って同意を求める縁太郎。

　誠は気を遣っているのか、躊躇ためらいがちに苦笑して、

「確かにそれは、あるかもね。売れてるところは綺き麗れいなオフィス、持ってるもんね」

「だろ？　だからまずは、今の事務所をどうにかしなきゃダメなんだ。いくら都内の一等地でも、昭和の家じゃ、ちょっとな……」

「でも、縁太郎──」

　そこで誠は疑うような顔になり、

「お金、貯まりそうなの？」

「うっ…………」

　縁えん太た郎ろうはギクっとする。

　先月の成婚件数は二件。結婚が決まった時にもらえる成功報酬──成婚料の収入で黒字になったが、貯金ができたといえるほどの額じゃない。

「他に結婚できそうな会員さん、いる？」

「……高たか木ぎさん、ぐらいかな」

「高木さんって……あの、玲れい奈なちゃんと交際してる？」

「あぁ。相手が相手だけに最初は苦戦してたけど、今は交際が順調で、そろそろプロポーズできそうって言ってた」

「それは良かったね！　……他には？」

「うーん……」

　白はく城じよう結婚相談所は、結婚できない人を結婚させてしまう、と評価されている。先代の仲人なこうどである母親が築き上げてくれた評判によって、新規会員を獲得できている。

　しかし同時に、そのせいで経営に苦戦しているとも言えた。

　縁太郎の結婚相談所は、結婚が決まった時にもらえる成功報酬──成婚料で稼ぐタイプの事務所なので、収入を増やすためには、多くの会員を結婚させなくてはならないのだが。

　評判を聞き付けてやってくるのは、婚活に苦戦している人ばかり。

　結婚までそれなりに時間がかかってしまうので、成婚料で利益を出すのが難しい。

「最近、銀行の営業さんにも相談してみてさ」

「銀行って……融資を受けるの？」

「それもアリかなって」

　銀行の融資を受けて、稼げる事務所に建て直す。

　それが一番効率的なやり方だとは思うのだが、融資とはつまり借金のことで、返済できなかった時のことを考えると二の足を踏んでしまう。

　事務所を改築したところで、絶対に新規会員が増えるとは限らないわけだし……。

「そういう状態だから、今は結婚よりも仕事って感じなんだよ」

　縁太郎は苦笑しながら結婚に関する話を締めくくり、仕事の話に切り替えるために真面目な顔になる。

「それでちょっと、誠まことに聞いてもらいたい話があるんだ。実は今、神田祭を舞台にした婚活イベントを企画してて」

「神田祭って、あの、お神み輿こしがたくさん出るやつ？」

　首を傾かしげる誠に、縁太郎は力強く頷うなずいた。

「そう。その神田祭だ。みんなで一緒に神輿を担いで、仲良くなってもらおうっていう企画なんだけど──」

　それは、町内会の集会に参加していた時に思い付いたイベント。

　お神み輿こしの担ぎ手が足りないと嘆く町内会長から『何か、対策はないか？』と聞かれて、それなら結婚したい男女を集めて、婚活をしてもらうのはどうだろうと提案を入れてみた。

　同じ神輿を担いだという連帯感が、男女の距離を縮めてくれる。町会としても担ぎ手不足を解消できて、お互いに得のあるイベントになるはずだ。

「お神輿を担いで婚活、か……。それはちょっと、面白そうかも！」

　誠まことは乗り気で、テンション高めに笑ってくれる。

「じゃあ、会員さんに声をかけてみてもらえるか？　今は交際してない人で、お祭りに興味がある人。うちからはカレンと結ゆ衣いが参加するから、美人が来るぞって誘い文句でさ」

「それなら男の会員さん、張り切って参加してくれると思う。あの二人、可愛いからね」

　良い感じのリアクションをもらえて、縁えん太た郎ろうは心の中でガッツポーズを取っていた。

　この手の企画は、いつも上手くいくわけじゃない。

　せっかく企画を立てたのに、まるで盛り上がらないこともある。そういう時は、仲人なこうどに話をした時点での反応が悪い。

「まずは顔合わせの飲み会をやろうと思ってるんだ。そこで──」

　その時、スマホの着信音がした。

「ちょっと、悪い」

　縁太郎は誠に断りを入れてから、スマホを取り出して画面を見る。

　融資を相談している銀行からだった。

「はい、もしもし」

『お世話になっております。電話口にいらっしゃいますのは、白はく城じよう縁太郎さまでよろしいでしょうか？』

「あ、そうです。融資の件、ですか？」

『いえ、今回は別のお話でして』

「……？」

『実は、あのあと調べましたところ、当行に白城結婚相談所さまの法人口座がございまして。ご存じでしょうか？』

「法人、口座……」

　縁太郎はスマホを耳にあてたまま、目を閉じて記憶を掘り起こす。

　そんなものがあるなんて聞いたことがない。先代の仲人である母親が作っていたのだろうか？

『定期預金も組まれているのですが、しばらくお取引がない様子でして……。もしかすると失念されているのかと』

「て、定期預金!?　それは……いくらあるんですか？」

『はい。現在の残高は──』







　第２話　おねだりＪＫ







　勉強会を終えた縁えん太た郎ろうが、神田の下町にある自宅に帰り着いた時には、日が暮れていた。

　見慣れた古い一軒家の屋根瓦が、夕日に赤く染まっている。

　──この事務所を、改築するなら……。

　縁太郎は玄関に続く門の前で立ちどまり、頭の中で思い描く。

　まずはこの古臭い門を取り換えよう。鉄格子の門とブロック塀──という組み合わせがよろしくない。どう見ても普通の民家で入りずらい。もっと結婚相談所っぽい感じにするべきだ。たとえば、結婚式場みたいに、白の漆喰壁に緑のアーチをかけるとか……。

「何やってるの、お兄ちゃん？」

「いや、百万円の使い道を」

「百万円!?　なにそれっ」

　甲高い声にハッとして振り返ると、制服を着た女子高生──蒼あお梨りが目を丸くしていた。

　体つきは小柄で、髪型はショートカット。縁太郎のことを〝お兄ちゃん〟と呼んでくるけど、妹というわけじゃない。兄の娘──つまり姪めいであり、都内の高校に通うために下宿をしている。

　──まずい奴に、まずいことを言っちまった。

　縁えん太た郎ろうは一年以上、蒼あお梨りと一緒に暮らしている。彼女の性格をよく知っている。

　だからこそ失言を後悔して、口元を引きつらせていた。

「ねぇ！　百万円って何？　宝くじでも当たったの？」

「あ、蒼梨には、関係ねえから」

　素っ気ない口調で誤ご魔ま化かそうとする縁太郎。

　しかし蒼梨は、不満げに口を尖とがらせて、

「関係なくない！　宝くじなら、お兄ちゃんが独り占めとかズルイもん！　あたしにだって、一割ぐらいもらう権利があるよ！」

「いや、ねえだろ！　どういう理屈だよ」

「ねえ、どういうことなの？　何で百万円も、もらえるの！」

「そ、それは……」

　青い瞳をらんらんと輝かせる蒼梨に、腕をぐいぐい引かれて。

　縁太郎は観念して、事情を話すことにした。

「お袋が白はく城じよう結婚相談所の名義で口座を作ってたんだ。本人もその存在を忘れてたんだが、そこに百万眠ってた」

　正直なところ、縁太郎はガッカリしていた。

　てっきり、もっとすごい額かと思って、期待してしまったのだ。

　それこそ一千万ぐらいあり、そのお金で事務所をリフォームできるとか。

　そんな期待を抱いだいてしまっただけに、百万と聞いた時には肩透かしをくらったような気分に陥ってしまった。

　しかし、それでも──。

　百万円が大金であることに変わりはない。

　慌てて母親に電話したところ、『そーいや、そんなのやってたねえ』とカラカラ笑って、気前よく『縁太郎の好きにしな』と言って、遠慮の言葉を口にしようと思った時には電話が切れていた。我が母親ながら豪気すぎると思うが──ありがたく白城結婚相談所のために使わせてもらおうと考えている。

「ふーん……。おばあちゃんの百万円、か……」

　縁太郎の腕から手を放した蒼梨が、神妙な顔で呟つぶやいた。

「あんまり言いふらしたりすんなよ？　こういうことは、黙っといたほうがいいんだから」

　念を押すようにジロっとした視線を向ける縁太郎だが、蒼梨は「はーい、はいはい」と雑な返事を口にして、制服のポケットからスマホを取り出していた。




　＊　＊　＊




　翌日。

　縁えん太た郎ろうは会員のお見合いに立ち会って、夕方に帰宅したのだが──。

　自宅の様子に違和感を覚える。

　──台所から、煙？

　カレンやまひるが晩御飯を作ってくれる時には、予あらかじめ連絡がある。しかし今日は、そういう連絡を受けていない。一体誰が台所を使っているんだろうと思って、ドアを開けると、

「おかえり、お兄ちゃん」

　台所から顔を出した蒼あお梨りが、廊下を歩いてこちらへやって来る。どうやら料理をしていたらしく、制服の上にエプロンを付けている。

「今日もお仕事お疲れさま。すぐにご飯できるからね」

　蒼梨は愛想よく笑い、パタパタとスリッパの音を鳴らして台所へ戻る。

　いつもなら居間に寝転がって『ねー、ご飯まだー？』とか言ってくるのに……。

　──蒼梨が、蒼梨じゃねえみたいだ。

　縁太郎は怪け訝げんな顔になりながらネクタイを緩ゆるめ、居間に繋つながるふすまへ手を伸ばす。

「あら、縁太郎。おかえりなさいまし」

「縁太郎。おかえり」

　そこにはカレンと結ゆ衣いがいて、すでに食卓についていた。二人は割と頻繁に食卓に顔を出しているので、縁太郎は驚かない。

　それよりも刮かつ目もくすべきは、足の短いテーブルの上に並んでいる夕飯だ。

　ご飯と味噌汁と卵焼き。蒼梨が台所から焼き上がったばかりの鮭を持ってくることにより、夕食の準備が整った。

　この美味しそうな夕食を作ったのは、恐らく──。

「今日のご飯は、全部蒼梨が用意したんですのよ」

　ジャージ姿のカレンが言って、蒼梨は照れくさそうにショートカットの毛先をいじる。

「縁太郎は幸せ者ね。制服エプロンの女子高生に、ご飯を作ってもらえるなんて……！」

　女子高生のことを愛好している結衣からそんなことを言われたが、女子高生に対する思い入れの薄い縁太郎は、その気持ちに共感を覚えることができない。

　──それに結衣だって、これから一緒に〝女子高生の作ってくれたご飯〟を食べるわけだから、俺だけが特別なわけじゃない。

　そんなことを思って結衣のことを見ていると、

「ほら、そんなとこに立ってないで。冷めないうちに食べちゃってよ」

　蒼梨が座布団まで用意してくれた。

　縁太郎は促されるままに腰をおろして、

「じ、じゃあ、いただきます」

「はい。めしあがれ」

　やりきった──といわんばかりに額の汗をぬぐう蒼あお梨りに、縁えん太た郎ろうはどのタイミングでツッコミを入れようかと迷う。

　──とりあえず、せっかく作ってくれたんだから、冷めないうちに食べるとしよう。

　縁太郎はそう思って、箸はしを手に取った。

　蒼梨が一人で作った……とカレンが口にしていたが、実際にはカレンの指導があったんだろうなと思う。味噌汁の味付けがカレンのそれだった。

　貧乏生活をしているカレンは、節約のために自炊をしていて、料理が上手い。ここの台所でもよく料理をしてくれて、縁太郎はその味を覚えてしまっている。

「ごちそうさま。美う味まかった！」

　残さず食べた縁太郎が箸を置く。

　蒼梨は「う、うん……」と言って、そわそわし始めた。

　その様子に縁太郎は苦笑して、助け船を出すことにする。




「で、何が欲しいんだ？」




　蒼梨はおねだりをする時だけ〝いい子〟な一面を見せる。

　本人としてはさりげなく好感度を上げて要求を通してしまうデキる女──のつもりらしいが、何かしてほしいことがあるのがバレバレすぎて微笑ましい。

「あのね……。スマホの機種を、新しいのに変えたくて」

　蒼梨は居間の隅に置いてあるスクールバッグへ手を伸ばし、その中からスマホのパンフレットを取り出した。それをテーブルの上に置き、付箋を付けてあるページを開いて、これがいいと指をさす。

　もちろん、例の百万をアテにしてのことだろう。事務所のために使うつもりだったが……。

　──まあ、スマホの機種変ぐらいならいいか。

　そう思った縁太郎だが、値段を見るなりぎょっとして、

「おいこれ、十万って……。いくらなんでも高すぎだろ。何でこんなに高いんだ」

　するとその声に交渉決裂の気配を感じ取ったのか、蒼梨が焦った顔になり、

「カメラが高性能だから、それでも安いぐらいなの！　ほらこれ、レンズが三つも付いてて、遠くのものでも近くのものでも、綺き麗れいな写真が撮れるって！」

「写真ならデジカメで撮ればいいだろ。こんな、十万も出して、デジカメみたいなスマホを買わなくてもさ……。そもそも、こんな高いもんは兄貴に頼めって」

「お父さんはもうオジさんだからダメなの。まだ壊こわれてないならそれを使えって、全然話が通じないんだから」

　怒った顔で頬ほおを膨ふくらませる蒼あお梨り。

　しかしすぐに、おねだりの上目遣いになって、

「でも、お兄ちゃんなら、分かるでしょ？　古い機種じゃダメだって」

「……いや、俺も壊こわれてないならそれでいいと思うけど」

　縁えん太た郎ろうは兄より若いが、女子高生の感覚は分からない。

「百万円もらったんだから、いーでしょ？　ねーっ。お願いっ！」

　必死に畳みかけてくる蒼梨。
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　縁太郎は渋い表情で腕を組み、目を閉じながら考える。

　確かにこの百万円は臨時収入のあぶく銭であり、その中からいくらかを蒼梨のために使ってもいいとは思う。

　しかしその使い方が問題だ。

　スマホの機種変に、大金を払う価値があるのかどうか……。

「あのな、蒼梨──」

「縁太郎」

　ずっと静観していた結ゆ衣いが口を開ひらいた。

　見ると、怒っているかのような険しい目付きになっている。

「あなたは女子高生のことが、分かってないようね」

　立ち上がった結衣が縁太郎の隣にやってきた。

　その右手にはスマホがあって、その画面を縁太郎に見せてくる。

「蒼梨のスマホじゃ、映ばえる写真が撮れないのよ。ほら、これを見て」

　それは、インスタと呼ばれる写真投稿をメインとしたＳＮＳだ。

「これが、蒼梨のアカウント」

　最初に見せられたのは、〝青りんご〟というアカウントの写真。

　カフェで撮られたものらしく、蒼梨と友達がロールケーキを囲んで笑顔になっている。

「これが、蒼梨の友達のアカウント」

　続いて提示されたのは、同じタイミングで撮影されたと思われるカフェの写真だが──。

「どう？　画質が違うでしょ？」

　交互に写真を表示されると、確かに画質に差があった。

　友達の写真に対して、蒼梨の写真は色が薄くて、ぼやけているような……。

「ちょっと待って、結衣ちゃん」

　蒼梨が口を挟んできた。

「何であたしのアカウント、知ってるの？　教えてないよね？」

　その訝いぶかしげな言葉に、結衣はギクっとする。

　蒼梨の疑うようなジト目に、だらだらと冷や汗をかきながら、

「……あ、蒼あお梨り。今は縁えん太た郎ろうを説得することに集中するべきよ。物事の優先順位を見失ってはいけないわ」

「えっ、うん……。まあ、そうだけど……」

　しかし蒼梨は、結ゆ衣いのスマホの画面を見つめて、目を凝らし、

「でもほら、なほやちー子のアカウントもフォローしてるし。どうやって」

「蒼梨！　今はスマホの機種変が最優先。そんな些細なことを気にしている場合じゃない！」

　結衣は勇ましく言い放ち、さっとスマホを引っ込めた。

「う、うん……。そうだね！」

　結衣の勢いに押されて、蒼梨の意識がおねだりに集中し、

「お兄ちゃん、そういうことなの。このスマホじゃいい写真が撮れないの！」

「縁太郎。蒼梨が可愛そうよ。一人だけインスタに上げる写真の画質が悪いなんて！」

　両サイドから〝圧〟をかけられて、縁太郎はうるさそうに眉をひそめる。

「じゃあ、デジカメで撮ればいいだろ。親父のデジタル一眼レフがあるから」

　どんなに高性能なスマホであっても、デジタル一眼レフには敵わないはずだ。

　誰よりも綺き麗れいな写真が撮れて、蒼梨も満足するだろう。

　そう思う縁太郎だが──。

「そういうことじゃないんだよ、お兄ちゃん」と首を振る蒼梨。

　それに続いて結ゆ衣いが、学会で異議を唱える学者のような厳しい顔で、

「縁えん太た郎ろう。これはファッションのようなものなのよ。スマホで写真を撮って、それをインスタにあげる。その一連の行動すべてに意味がある。洗練された女子高生の美学が存在しているの。縁太郎は女子高生と同居してるのに、どうしてそれが分からないの？」

「……そんなこと言われても」

　──むしろ結衣はどうしてそこまで、女子高生の気持ちを理解してるんだ？

　疑問に思う縁太郎だが、結衣の演説に背中を押された蒼あお梨りが腕を引いてきて、

「もー、いい加減みとめてよぉ、お兄ちゃん！」

「そうよ、縁太郎。文句を言っているのはあなただけなのよ」

　二対一で闘うのは分が悪い。

　縁太郎は黙々とご飯を食べているカレンへ、すがるような眼差しを向けて、

「カレンは、どう思う？」

　縁太郎に続いて、結衣と蒼梨の視線もカレンへ向けられる。

　カレンは行儀正しい仕草で箸はしを置き、ジャージの上着の内ポケットへ手を入れて──




「電話なんて、通話とメールができればそれで充分ですわ」




　彼女が取り出したのは、二つ折りのガラケー。

　そもそもスマホですらない。

　本当に電話とメールしかできそうにない代物を見せつけられて、結衣と蒼梨が押し黙る。

「……でも、その新しいスマホを買えば、蒼梨を喜ばせることができる。それもまた明確な事実なのでして」

　青い瞳を縁太郎へ向けたカレンが、視線を誘導するかのように食卓へ目を向けた。

　縁太郎が使っていた皿に、鮭の皮がある。焼きすぎて黒くなっている。

　まともに料理をするのは久しぶりだったんだろうなと思う。蒼梨は普段、全然料理をしないから。

　そんな蒼梨が、制服の上にエプロンをして、たどたどしい手つきで台所に立った。カレンから料理を教わって、結衣から励まされながら。

　──やれやれ。

「……そんなに、そのスマホが欲しいのか？」

　我ながら甘いなと思いつつ、縁太郎は蒼梨に目を向ける。

　すると蒼梨はハッとして、ずいっと前のめりになって、

「欲しい！　絶対欲しい！　お父さんは買ってくれなくて、あとはもうお兄ちゃんだけが頼りなの！　ねー、お願い！　料金だって、月々の通話料に上乗せされるって感じで、実質ゼロ円って感じだし！　ねー、いいでしょ？　百万円もらったんだし、ねーっ！」

　ゆさゆさと肩を揺すられて、縁えん太た郎ろうは小さく両手を挙げてみせる。

　それはつまり、降参のジェスチャー。

「分かったよ。そんなに言うなら、買ってやるから」

「ほんと!?　ほんとにほんと？　やった！　お兄ちゃん大好きっ！」

　さっきまで泣きそうな顔でしょげていた蒼あお梨りが、急に満面の笑みになって抱き付いてきた。

　──まったく、現金な奴だな。

　縁太郎は呆れて苦笑してしまうが、ここまで喜んでくれるなら、十万円の価値があるのかもしれない。そんなふうに考えていた。

　しかし、その一方で、

「……ねえ、私は？」

　結ゆ衣いが物欲しそうな顔をしている。

　──まさか、こいつも俺におねだりをする気じゃ……？　日本屈指の金持ちなのに!?

　戦慄する縁太郎だが、結衣の目は蒼梨に向いていた。

「蒼梨を応援した私のことも、蒼梨は大好きになるんじゃないかしら」

　すると蒼梨は、にっこり振り返って、

「結衣ちゃん。何であたしのアカウント知ってたの？」

「…………」

　結衣はさっと目を逸そらし、自分のスマホをバッグの中に隠した。

　──本当に、何で知ってたんだ？　俺も知らなかったのに。

　気まずげにそっぽを向いている結衣の後頭部を見ていると、ぐいっと蒼梨が腕を引いてきた。

「ねー、お兄ちゃん。さっそく明日、買いに行こ？　学校終わってから、夕方に」

「明日はちょっと予定があるから、明後日にしてもらってもいいか？」

「うーん……分かった。それでいいよっ」

　ご機嫌に声を弾ませた蒼梨が、縁太郎の腕から手を離す。

　ふんふんと鼻歌を歌いながら立ち上がり、「お皿、かたしちゃうね」と言って食器を手に取った。

「わたくしも手伝いますわ」

　立ち上がろうとするカレンを、縁太郎は手仕草で引き留める。

「カレン、ちょっと聞いてもらいたい話があるんだ。結衣も」

　きょとんとする二人に、縁太郎は「婚活の話だ」と言い置いて、

「前に話した、神田祭のイベント婚活なんだけど。その顔合わせの飲み会を、明日の夜にやる予定なんだ。二人も参加してみないか？」

　結衣とカレンを順に見つめる縁太郎。

「もちろん。願ったり叶ったりですわ」

　カレンは迷わず、頷うなずいた。

　結ゆ衣いは躊躇ためらっているかのように不安げな顔をしていたが、「わ、私も……参加してみる」と口にしてくれた。

　それはきっと、勇ましく先陣を切ったカレンに続いてのことで──。

　カレンの〝婚活に積極的な姿勢〟は、他の会員にもいい影響を与えてくれる。

　縁えん太た郎ろうはそう思い、自然とカレンに微笑みかけていた。

　すると。

「……どうかしましたの、縁太郎？　わたくしの顔を見て、ニヤニヤと」

「あっ、いや、何でもない」

　慌てて誤ご魔ま化かす縁太郎だが、カレンはテーブルに頬ほお杖をついて、ニンマリと笑う。

「わたくしに惚れても無駄ですわよ。縁太郎が億万長者にでもなれば、話は別ですが」

「そ、そんなわけないだろ。会員をそんな目では見ねえって」

「ふふっ、分かっておりますわ。ちょっとからかっただけでして」

「勘弁してくれよ……」

　一年以上の付き合いがあるからこその、気安いやり取り。

　笑い合う縁太郎とカレンの横で、蚊か帳やの外に置かれた結衣が、どこか羨ましそうな顔をしていた。

　縁太郎はそれに全く気が付かないが──。

　カレンは一瞬だけ結衣へ目をやって、「……へぇ」と小声で呟つぶやいていたのだった。







　第３話　パリピ坊主







　神田祭とは、五月の中旬に行われる祭りで、伝統行事としての色合いが強い。

　神田神社に神み輿こしを担いで宮みや入いりしたり、秋葉原の中央通りをパレードしたり。そんな様子が有名であるが、それは神田祭のほんの一幕に過ぎない。

　このお祭りは、もっと前から始まっている。

　開催期間は、約一週間。神輿に神様の魂を宿す〝神輿みこし遷せん座ざ祭さい〟という行事に始まり、それぞれの町会の神輿に御ご神しん霊れいを入れる〝氏子うじこ町ちよう会かい神み輿こし御み霊たま入れ〟、神輿で街を練り歩く〝神しん幸こう祭さい〟と続いて、最後に〝例大祭れいたいさい〟が行われる。

　その行程全てを神田祭と言うのだが、一般的には休日を使って開催される〝神幸祭〟こそが神田祭とされ、その日が一番盛り上がる。

「──とまあ、こんな感じで、夏祭りとかとは毛色が違うんだ」

　蒼あお梨りのスマホ騒動があった翌日。

　縁えん太た郎ろうは白はく城じよう結婚相談所の居間で、神田祭について説明をしていた。

　聞いているのは、結ゆ衣いとカレン。

　それに加えて、牡ぼ丹たんと駿する河が野のの姿があった。

　駿河野は以前、縁太郎が企画した合コンにやって来た青年で、オタク趣味を持っている。牡丹の漫画のファンであり、漫画の話で意気投合し、牡丹に交際を申し込んだのだ。

「牡丹には前に話したが──二人も神田祭に参加してみないか？　婚活じゃなく、遊びのイベントってことで」

　牡丹は最初、駿河野との交際を迷っていたが──縁太郎の助言を受けて、交際を決意。

　二人は今、結婚を前提として付き合っている。

「自分は構いませんけど、牡丹さんは……」

　人の良さそうな笑みを浮かべた駿河野が、言葉尻を濁らせた。

　その視線の先で牡丹は、ぶつぶつと独り言を呟つぶやいている。

「お祭り、ですか……。浴衣ってのは正式には下に何もつけないのが作法なんです。だから自然と野外プレイに持ち込むことができますが、ありきたりすぎてイマイチですね……」

　いつものように露ろ出しゆつが多めの服装で、座布団の上に足を崩して座って、ツインテールの先端を畳につけている。その眼差しはどこか虚ろで、一心不乱に何かを考えている。

「牡丹さん。漫画のアイディアが出なくて、悩んでるんです」

　駿河野の言葉には気遣うような響きがあって、ちょっとよくない傾向だなと縁太郎は思う。

　いくら牡丹の漫画のファンでも、交際を始めたばかりでいきなり自分のことをほったらかしにされてしまったら、面白く思わないはずだ。駿河野は牡丹のそういう部分に寛かん容ようではありそうだけど、牡ぼ丹たんはその限度を越えてしまいそうで怖い。

「牡丹。前に話した神田祭、駿する河が野のさんと一緒に参加してみないか？　きっと楽しいぞ。滅めつ多たにできない体験だし」

　縁えん太た郎ろうが牡丹の肩を軽く叩くと、彼女は夢から覚めたかのようにハッとして、

「た、対面、座位？」

「違う。滅多にできない〝たいけんだし〟って言ったんだ。強引な聞き間違いすぎるだろ……」

　思わずジト目になってしまう縁太郎。

　すると牡丹はへへっと、疲れた笑い方をして、

「すいません。今はもう、頭の中がえっちな漫画のことで一杯なんですよ。前々からネタ探しには苦戦していたんですが、今回は完全にネタ切れです。何か良いネタを考えないと……立たち華ばなさんが妊娠しちゃいます」

　彼女は今〝妊活ガール、立華さん〟というエロ漫画を描いている。

　それは妊活に励む新妻ヒロインの話で、彼女が妊娠するということはつまり──漫画の最終回を意味している。

「縁太郎さん。何かネタになりそうなこと、ありませんか？　衝撃を受けたオカズの話とか、斬新なプレイとか」

「うーん。そう言われても……」

　縁太郎は眉間に力を込めて考えてみるが、牡丹が目を丸くするような猥わい談だんに心当たりはない。

　問いかけるような視線をカレンへ向けると、「こっちに話を振らないでくださいまし！」と赤い顔で怒られた。結ゆ衣いは「タイメンザイってなに？」と口にして、不思議そうな顔をしている。

「その様子だと、今回の祭りは見送ったほうが良さそうだな」

　今の牡丹は、祭りどころではなさそうだ。

　そう思う縁太郎だが、

「いえ……。大丈夫です」

　牡丹は首を左右に振って、決意を固めるかのように、

「お祭りまでには、最高にえっちで、誰も見たことがないようなプレイを思い付いてやりますから！」

「そ、そうか……」

　口調こそ格好良いのだが、それはつまり〝エロいことを考え続ける〟という宣言であって、称しよう賛さんしづらい……。

　カレンも「お仕事に熱心なのは、感心しますが……」という呟つぶやきを漏らして、呆れ顔になっている。結衣はスマホで何かを調べて、赤くなっていた。〝対面座位〟を検索してしまったのかもしれない。

「そういうわけで、縁えん太た郎ろうさん。今日の飲み会は欠席でお願いします。わたしはここで、えっちなことを考えておりますので！」

「それはまあ、いいんだが……」

　縁太郎は気まずげに呟つぶやいて、駿する河が野ののことを見る。

　彼は気にしてなさそうに微笑んで「自分も、牡ぼ丹たんさんと一緒にいます」と口にした。

「じゃあ、そろそろ蒼あお梨りが帰ってくるから、そしたら三人で店てん屋やものでもとってくれ」

　縁太郎は牡丹にお金を預けて、結ゆ衣いとカレンの二人と一緒に家を出る。

　牡丹と駿河野。

　人柄の相性は良さそうだが、牡丹の仕事が交際のハードルになってしまうかもしれない。漫画がきっかけで仲良くなれたのに、そのせいで交際が失敗してしまう──なんて皮肉な展開もあり得る。

　仲人なこうどとして、目を光らせておく必要がありそうだ。




　＊　＊　＊




　縁太郎が結衣とカレンを連れて向かったのは、近所の居酒屋。

　その玄関には〝やきとり〟と書かれた赤提灯と信しが楽らき焼やきのタヌキがあって、立て付けの悪い引き戸を開けると、白い煙とやかましい声が同時に襲いかかってきた。

「よぉ、縁太郎、いらっしゃい！　今日はほら、貸し切りだからよ！」

　カウンターの向こうで焼き鳥を焼いている中年の親父が豪快に笑う。

　彼はこの店の主人で、町内会の会長だ。

「みんな！　綺き麗れいどころが来たぞ！」

　店主が大きな声を出し、そう広くない店内で酒を飲み交わしていた男女がこちらへ目を向けた。今日は婚活イベントに参加してくれる人のために、店をまるごと提供してもらっている。なので、ここにいるのは全員──婚活をしている男女だ。

　そんな人たちが、一斉に視線を向けてくる。

　それなりに〝圧〟を感じてしまうシチュエーションであるが、カレンは怯ひるまない。勝ち気な笑みをつくって腰に手を当てた。

　しかし結衣は対照的に、怯えているかのように縮こまってしまって、縁太郎の後ろに隠れようとする。

「いやー、これはべっぴんさんだ！」

「こっちの座敷へどうぞ！　是非ともこちらへ！」

「モデルみたいな人だな……。外人さん？　ハローっ！」

　酔ってテンションが上がっている男性たちが二人を手招いた。ところどころにいる女性たちは、強力なライバルの登場に警戒心を強めているかのように目付きを尖とがらせる。

「白はく城じよう結婚相談所の所属で、早さ乙おと女めカレンと、水み無な月づき結ゆ衣いです。仲良くしてやってください」

　縁えん太た郎ろうが二人を紹介し、男性たちが歓迎の拍手とばかりに手を叩く。

　口々に「カレンちゃん」「結衣ちゃん」と馴れ馴れしく呼びかけて、自分の近くに二人を座らせようとする。

　その声に結衣は萎い縮しゆくしてしまうが、カレンはふふんと鼻を鳴らして前に出た。

「わたくしは、早乙女カレン。こう見えて高貴なる一族の末まつ裔えいなんですの。そんなわたくしにふさわしいお金持ちの殿方を探しておりますわ。我こそはと思う方は名乗り出てくださいまし！」

　威勢良く言ったカレンが、颯さつ爽そうと店の奥へ向かって歩き出す。婚活用の勝負服を身につけて歩く姿は、ランウェイを進むモデルさながらで、見つめる男性たちが「おぉ～！」と歓声を上げた。

　最初に玉たまの輿こし狙いであることを宣言するのは、カレンの定番スタイルで、縁太郎としては見慣れた光景なのだけど……。

　──やっぱりちょっと、雰囲気が違うんだよなぁ。

　縁太郎は今、彼女の〝金持ちを狙う気持ち〟に疑問を持っている。

　その影響かもしれないが、彼女の笑顔に違和感を抱いだいてしまうのだ。

　それは〝普段の彼女〟を知っているからこその気付きであって、この場で初めてカレンと会った人たちは、楽しそうに笑っていると思うだろう。

　──何かちょっと、演技っぽいっていうか、本音じゃないっていうか。

　今に限らず、カレンが玉の輿云々の話をする時は、どこかに嘘っぽさがある。

　そんな気がして仕方がない。

　しかしそれは縁太郎の感覚的なものであり、明確な根拠があっての意見じゃない。

　だからそれだけで、カレンの気持ちを決めつけることはできないが……。

　──っていうか、結衣は？

　カレンに続いて自己紹介をする流れかと思いきや、結衣の声は聞こえない。

　後ろを向くと、不安げな顔をしている結衣と目が合った。

「結衣。自己紹介」

　縁太郎が小声で促し、結衣はおずおずと頷うなずいて、少しだけ前に出て、

「わ、私は、水無月、ゆぃ……」

　それはとても小さな声で、誰の耳にも届かない。

　どうやら彼女は、雰囲気に圧倒されてしまっているようだ。

　壇上に立たされてクラスメイトに挨あい拶さつをする転校生さながらに、置き所の分からない視線をさ迷わせながら、体の前で組んだ指を揉もむように動かしている。

　きっと、店内に充満しているやかましい声のせいだと縁えん太た郎ろうは思う。

　こう言っては失礼かもしれないが、この居酒屋はあまりにも庶民的であり、〝令嬢〟である結ゆ衣いには馴染みが薄くて、二の足を踏んでしまう場所であるのかもしれない。

　──ちょっと、面倒見たほうが良さそうだな。

　仲人なこうどである自分が出しゃばるのはあまり良くないが、今の結衣は、一人で婚活をできる状態になさそうだ。

　縁太郎は結衣と一緒に、どこかのテーブルにつこうと思っていたのだが──。

「結衣！　そんなところで何をしておりますの？　早くこっちにいらっしゃいな。もしかして貴女あなた、焼き鳥の煙アレルギーなのでして？」

「ち、違うっ」

　早々と座敷に馴染んでいるカレンの言葉に、周りの男性たちが好意的な笑い声を上げる。

　踏み込みやすくなった空気に導かれ、結衣が縁太郎のそばから離れて歩き出す。

　──さすが、カレン。

　縁太郎は密かに感心してしまう。

　カレンは白はく城じよう結婚相談所に入会して一年になるベテランだ。婚活に慣れている。一見、気位が高そうだが、こういう場所にもすんなりと馴染むことができるし、他の会員を気遣う余裕を持っている。

「縁太郎も飲みな。焼き鳥も」

「悪いね、おやっさん」

　店主から焼き鳥が盛られた皿とビールを受け取って、縁太郎はカウンター席に座った。

「あの金髪のねーちゃん。美人だし、性格も粋いきだねぇ。ありゃあモテそうだ」

　カウンターに肘をついた店主の親父が、眩しそうな眼差しをカレンへ向けている。

「そう思うだろ？　でも本人が、普通の男じゃダメだって聞かねえんだよ」

「金持ちが良いって、言ってたな」

「そうなんだよ。でもさぁ」

　その時、入口の引き戸が勢いよく開あいた。

「いらっしゃ──」

　反射的に声を上げようとする主人。

　しかし彼は、入って来た人物を見るなり硬直してしまう。

　店内で騒いでいる連中も入口のほうへ目を向けて──。

　その男を見るなり唖あ然ぜんとしてしまう。

　そこにいたのは、坊主頭の男で、住職が葬式で着るような黒の法衣を身にまとい、手首には数じゆ珠ずをつけている。

　しかしその目元にはレイバンのサングラスがあって、そのいかにも遊んでいそうなチャラい感じが、厳粛な坊主の正装と喧けん嘩かをしている。

「えっとー、神田祭の婚活って、ここで合ってる系？　あー、大丈夫。怪しい者じゃない」

「……あぁ。そうだが」

　ポカンとした表情になっている店主が、戸惑いの言葉を口にする。

　すると男はニカっと笑って、サングラスを取った。中々にハンサムな顔が現れて、女性会員の口から「おぉー」という黄色い歓声が上がる。

「急に代役頼まれて、急いで成仏させてきた。時間がないから、仲間に送ってもらったよ」

　彼はそう言って、立てた親指を玄関の向こう側へと向ける。

　つられて外を見てみれば、霊柩車がアイドリングをしていて、ぎょっとする。

「……あんたもしかして、誠まことの事務所の？」

　縁えん太た郎ろうが探るような口調で訊ねると、その男は嬉うれしそうに微笑んで、

「誠って──花はな之の木きさんのこと？　そうだけど、どっかで会ったっけ？　オレ、男の顔はすぐに忘れちゃうんだよね」

「えっと、前に合コンを企画して──」

「あーっ！　分かった。白はく城じよう結婚相談所の人でしょ？　まじ、すいません！　あん時も急に葬式やってくれって、無茶振りされて行けなくなっちゃって」

　縁太郎は四月に、誠の事務所の会員との合コンを企画した。

　自分の内面を見てくれる人──という結ゆ衣いのオファーを聞いた誠が、用意したのがお坊さん。

　今日はその人が参加すると聞いていたのだが、まさか葬式装束で来るとは……。

「オレの名前は、玉たま置き瞬しゆん介すけ。こんな格好してるけど、婚活中の独身なんで、よろしくぅーっ！」

　厳粛な坊主の正装を身に付けていながら、どこまでも軽いパリピのノリで、店内の女の子たちへ両手を振ってアピールする玉置。

「変わった坊さんだな……」

「外見と中身のギャップありすぎぃ！」

「煩ぼん悩のう捨ててなさそー」

　すっかり酒に酔っている男女が面白がって野次をとばして、玉置はその反応を楽しんでいるかのようにニカっと笑って歯を見せる。

　軽快な足取りで店の奥へと向かって歩いて、女性を見るたびに「イエーイ」とか「フゥー」とか口にして、友好的な気持ちを全身でアピール。しかし玉置はとまらずに、誰かを探しているかのように視線を巡らせて。

　そしてピタっと、立ち止まる。

　彼が探していたのは──。

「きみ。結衣チャン、だよね？」

　まさか声をかけられるとは思っていなかったのか、お座敷でハイボールを飲んでいた結ゆ衣いが、そのままの姿勢で固まった。

「ほらオレ、この前の合コンに参加する予定だった」

「お坊……さん？」

「そう。どこからどう見てもお坊さんだぜ、フゥーっ！」

　テンションに身を任せてＤＪみたいなポーズを決めてみせる玉たま置き。

　そんな彼を見つめる結衣は、疑いの眼差しになって、

「でも、そういう人に見えないわ。……仮装してるだけみたい」

　その言葉に周りの連中がどっと笑う。

「偽にせ坊主」とか「生なま臭ぐさ坊主」とか、散々な言葉が飛んでくるけど玉置は気にしない。陽気な笑顔で野次に手を振り、真正面から結衣を見る。

「結衣チャンはどう見ても美人だね。オレ、美人が好きなんだ……。もしよかったら、付き合わない？」

「……へ？」

　その突然の申し出に、結衣は軽く微笑んだ表情のままで硬直してしまう。

　遠巻きに様子を見ていた縁えん太た郎ろうも、驚きのあまり耳を疑う顔になる。

　──チャラそうな男だとは思ったが、いきなり交際を迫るとは……。

　本気なのか冗談なのかは不明だが、とりあえずフォローするべきだ。結衣が助けを求めるような顔でこちらを見ているし。

　椅子から立ち上がって座敷へ向かおうとする縁太郎だが、結衣を救出しようと考えていた男性は、彼以外にもいた。それも、かなりたくさん。

「いきなり何言ってんだお前！　結衣さんは、俺が声をかけようと思ってたんだよ！」

「そうだそうだ！　順番を守ってもらおうか！」

「坊主のくせに節操がないとか、こんな奴はダメですよ、水み無な月づきさん！」

　酔っぱらった婚活男子たちが玉置に〝待った〟をかけた。

　すると玉置は面白がっているかのように「ははっ」と笑い、

「いいじゃんいいじゃん。美人をかけて闘うとか、燃える展開じゃん」

　そう言って、テーブルの上に放置されていたジョッキに手を伸ばす。

　そして一気に、すっかり泡の消えてしまったビールを飲み干して──。

　名乗りを上げた男たちへ挑戦的な眼差しを向けた。

「実はオレ、結構いける口なんだ。結衣チャンを賭けて飲み比べ勝負──とかどうよ？」

　玉置からジョッキを突きつけられる婚活男子たち。

　互いに視線を交わして、頷うなずき合う。

「上等だ。受けて立つ！」

「後悔してもしらねーぞ。坊さん」

「見ててくださいね、水み無な月づきさん！」

　玉たま置きと三人の男たちが飲み比べを始めて、他の連中が「いけ」「そこだ」「負けるな」と無責任な野次を飛ばして盛り上がる。

　玉置は破は天てん荒こうな男であったが、いつの間にか彼を中心に場が回っている。それをみんな受け入れて、楽しそうに騒いでる。

　──天性のパーティーピープルってところか。

　遠目に見ている縁えん太た郎ろうもつられて笑ってしまうほど、楽しそうにしている玉置は不思議な魅力を持っていた。

　そしてふと、結ゆ衣いのほうを見ると──成り行きで騒動の中心に置かれてしまったことに戸惑っているのか、おろおろしながらこちらを見てくる。縁太郎は〝せっかくだから楽しんでおけ〟という気持ちを込めて、サムズアップするのだが。

　それを見た結衣は不満げに頬ほおを膨ふくらませ、〝もう縁太郎には頼らない〟といわんばかりにそっぽを向いて、飲み比べ勝負をしている男たちのほうへ視線を固定した。

　──あいつ、ちょっと酔ってるな。

　結衣は酒が回ると、無邪気で子供っぽい一面をみせるようになる。飲み過ぎないように見守っておかないと……。

「くそっ、もう、らめだぁ！」

　そうこうしている間に飲み比べの勝負は進み、最後の一人が悔しそうな声をあげて座敷に転がった。

　ふたを開けてみれば、玉置の圧勝。

　自分から飲み比べを提案しただけあって、彼はまさに酒豪だった。どれだけ飲んでも顔色がまるで変わらない。

「ってことで、オレの勝ちーっ！　きみに勝利を捧げるぜ、結衣チャン！」

「えっと、おめで……とう？」

　外見に変化はないものの、ちゃんとアルコールは回っているようで、玉置はさっきよりもさらにテンションが高い。馴れ馴れしく結衣の隣に腰かけて、至近距離から流し目を送る。

「さぁ、結衣チャン。オレたちの未来について語ろうぜ」

「き、急にそんなこと、言われても……」

「──お待ちくださいまし」

　玉置と結衣の間にカレンが割り込んだ。

「あまりウチの会員を困らせないでいただきたいですわ。結衣はまだ婚活の初心者なのでして」

「へぇー、そうなんだ。じゃー、オレが手取り足取り──」

　へらっと笑っていい加減なことを言おうとしていた玉置だが、カレンのことを見るなり顔つきを変えて、

「っていうか、きみも美人じゃん！　良かったらオレと、付き合わない？」

「……貴方あなた、結ゆ衣いを口説いてる最中に、わたくしを口説こうとするなんて──節操がないにもほどがありますわ！　そもそもわたくし、お金持ちの殿方にしか興味がありませんのよ。貴方はわたくしを魅了するだけの財力を持っておりますの？」

　呆れた気持ちをジト目に込めるカレンだが、玉たま置きは得意げな笑みを浮かべて、腕を突き出した。

「こう見えてオレ、デカい寺の長男だぜ？　それなりにお金、あるかもよ」
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　数じゆ珠ずの向こうにあるのは上質な金の腕時計。それを目にしたカレンはハッとして、

「あら、ヴァシュロン・コンスタンタン……。な、中々、見どころがありますわね。いいですわ。そういうことでしたら、お話に付き合ってあげても、よろしくて」

　ころっと表情を変えたカレンが、玉置の隣に腰をおろして、素早くサラダを取り分ける。

「ちょっと待って。さっきまでの話はなんだったの？　私と付き合ってほしいとか、未来について語るとか！」

　カレンの登場によって放置されていた結衣が、むっとした顔で抗議の言葉を口にする。

「じゃあ、三人で話そうぜ。オレたちの未来について」

「それは、どうかと思いますわ……」

「日本は一夫多妻じゃないんだけど」

　カレンと結ゆ衣いから非難されても、玉たま置きは楽しそうな笑顔のままで、軽快なトークをやめようとしない。

　何だかんだで打ち解けたようで、三人は楽しそうに会話を弾ませている。

　しかし。

　──これは、厄介なことになっちまうかもしれねえな……。

　入口近くのカウンター席からその様子を眺めていた縁えん太た郎ろうは、嫌な予感を覚えつつ、ぐっとジョッキのビールをあおるのだった。
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　飲み会が終わって、そのまま現地で解散をして。

　家に帰ってきた縁太郎は、冷凍庫から抹茶味のアイスを取り出して、それを居間のテーブルに置いた。冷凍庫から出してすぐは固すぎるので、少し溶かしてから食べる。その間に一仕事終わらせる。

　縁太郎はスマホを手に取り、結衣とカレンに個別のラインメッセージを送る。




縁太郎：今日の飲み会、どうだった？　誰か気になる相手がいたら教えてほしい。




　最初に返事がきたのは、結衣だった。

　彼女は女子高生のようにラインの返信が早い。




結衣：好きってわけじゃないんだけど、あのお坊さん、ちょっと気になったかも。変な人だけど、悪い人ではないと思う。




　予想通りの反応だ。

　最初こそ戸惑っていたが、カレンと三人で話し始めてからは楽しそうだった。今日の飲み会で誰かを選べと言われたら、彼を選択するだろう。

　続いて、カレンからの返信。




カレン：あの玉置さんという方、悪くありませんわね。上流階級の方かどうかは分かりませんが、お金持ちではありそうですし、人柄も良さそうですわ。




「うーん……」

　悪い予感が当たってしまって、縁えん太た郎ろうは唸り声を出す。

「ねえ、お兄ちゃん。明日のことだけど」

　ふすまが開ひらいて、蒼あお梨りがやって来た。

　パジャマ姿で、風呂あがりなのか首にタオルをかけている。それを手に取って、髪をふきながら近付いて来て、縁太郎の隣に座ってアイスへ手を伸ばす。

「夕方に携帯ショップで待ち合わせにしようよ。あたし、学校から直接行くから」

　蒼梨はまるで、それが自分のために用意されているのだと信じて疑わないような手付きで、アイスのふたを開けようとする。

「そりゃあ構わないけど、学校終わる時間っていつだ？　あと、俺のアイスを食おうとするな」

　縁太郎が蒼梨の手からアイスを奪い返すと、彼女は「あっ」と声を漏らして、不満げに口を尖とがらせた。

「……お兄ちゃんって、ケチだよね。百万円もらったんだから、アイスぐらい、いーじゃん。学校は四時に終わるから、携帯ショップに四時半とかでいいんじゃない」

「じゃー、それで」

　縁太郎がスマホから目を離さずにそっけなく言うと、その様子が気になったのか、蒼梨がスマホをのぞき込んでくる。

「なになに？　もしかして、カノジョ？」

「いや、結ゆ衣いとカレンなんだけど」

「どっちをカノジョにするかって？」

「そんなわけないだろ……。いや、ある意味ではそうか」

「え？　どういうこと？」

　不思議そうな顔で小首を傾かしげた蒼梨が、濡れた髪の先端からポタッと滴を落とした。

　縁太郎は渋い表情で、ため息まじりにこう告げる。




「ダブルブッキング、しちまった……」







　第４話　結衣ＶＳカレン







　翌日。

　縁えん太た郎ろうは約束通り携帯ショップで蒼あお梨りに新型のスマホを買い与え、いつもより俄然ハイテンションかつ口数の多い蒼梨と一緒に帰宅した。

「おかえりなさい。縁太郎くん、蒼梨ちゃん」

　留守を任せていたまひるが、エプロン姿で二人を出迎えてくれる。今日は保育園が創業記念日で休みとのことで、事務所に遊びに来ていた。

「たっだいま！」

　携帯ショップの袋を持って、嬉うれしそうに声を弾ませた蒼梨に、まひるは優しく微笑んで、

「蒼梨ちゃん。スマホ、買ってもらえたの？」

「えへへ……。うん！」

「ふふ。良かったね」

　まひるの表情から声色から何から何まで、圧倒的な母性に満ちあふれている。

　縁太郎は思わずほっこりしてしまい、無意識のうちに穏やかな表情になっていた。

「ご飯。もう用意できてるよ」

「まひるさん。いつもすいません」

　まひるの〝嫁力〟の高さを実感しながら廊下を歩いて、居間に繋つながるふすまを開けて──。

　飛び込んできた光景に、縁太郎はぎょっとしてしまう。

「結ゆ衣いにゃん、嫌がらないでください。これは〝実験〟なんですから！」

「そんな実験に付き合いたくないわ！　そういうのは、一人でやって……！」

　料理が並んでいるテーブルの脇で、牡ぼ丹たんが結衣を押し倒して、覆い被さっている。
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「何やってんだ、牡丹」

　縁太郎がジト目で声をかけると、彼女は「はぁはぁ」と興奮に息を弾ませて、

「今、新しい体位を思い付いたんです。忘れないうちに結衣にゃんで実験しようと思ったのですが、予想外の抵抗にあってしまって」

「今すぐ結衣を解放しろ！」

　縁太郎は結衣から牡丹を引きはがし、どうしてこんな凶行におよんだのか事情を聴取する。

「……まだ、漫画のアイディアが出ないんですよ。シチュエーションが駄目なら体位でもって、オリジナルのヤツを考えてみたんですけど──果たしてそれが実現可能な体位かどうか、分からなくて……」

　牡丹はしゅんと肩をすぼませながらうつむいて、チラっと縁太郎へ期待の眼差しを向けてくる。

「もしよければ、縁えん太た郎ろうさんが相手になってくれませんか？　〝あばれ龍〟っていう体位なんですけど」

「そういうのは駿する河が野のさんとやってくれ……。っていうか結ゆ衣い、大丈夫か？」

　縁太郎が声をかけると、結衣は「べ、別に平気」と口にして、乱れてしまったブラウスの襟を直し始める。ちょっと怯えた顔になっているようにも見える。変なトラウマになっていなければいいが。

「──こんばんは。来ましたわ」

　玄関のほうから声がして、ジャージ姿のカレンがやって来た。

　居間を見渡せば、お馴染みのメンバーが集まっている。

　こうして全員集合するのは、カレンが失恋した時のカラオケ以来だ。

「それじゃ、いただきます」

　縁太郎が声をかけ、それに続いて異口同音に「いただきます」の声がして、賑やかな夕食が始まった。

「今日は、やけに豪華ですのね！」

　嬉うれしそうに言ったカレンが見つめているのは、色鮮やかな手巻き寿司。

　その具材はイクラやサーモンやマグロといった海鮮で、すし桶に盛られた酢飯のそばに陣取っているまひるが海苔で巻いている。

「実家からたくさん送ってもらったから、お裾分け」

　まひるは北海道出身なので、たまに新鮮な魚介類を持ってきてくれる。

「まひるママ、ご機嫌ですね。何か良いこと、あったんですか？」

　さっそく手巻き寿司にかぶりついた牡ぼ丹たんが、頬ほっぺたにご飯粒を付けながら聞いた。

「えへへ。ちょっと、ね……」

　まひるは照れくさそうに自分の頬を触って言葉をはぐらかす。

「えー、何ですか？　新しい体位でも思い付いたんですか？」

「そんなわけありませんでしょう」カレンが呆れ顔で口を挟む。「まったく貴女あなたは、何でもかんでも破は廉れん恥ちな行為に繋つなげようとして……。もっと品のある発言をしていただきたいものですわ」

「カレン嬢！　今のは品のあるエロトークでしたよ。そんな顔をされるのは心外です。やはり一度、上品なエロと下品なエロの違いを徹底的に──」

「ちょっと、二人とも」

　咎とがめるような言葉が差し込まれて、カレンと牡丹がそちらを見る。

　声の主は結ゆ衣いだった。

　彼女は手巻き寿司を教きよう鞭べんのように振るって、ご飯の合間からにょろんとはみ出たサーモンを蒼あお梨りへと向ける。

「ここには女子高生がいるのよ。破廉恥な議論は他よ所そでやって頂戴」

　すると牡丹は、「そうやってエロを悪者扱いするのは感心できません。むしろ正しい知識を大人が教えるべきなんです！」と、己の性教育論を口にする。カレンは「わたくしが積極的に品のない会話をしているみたいに言わないでくださいまし。わたくしは巻き込まれただけですわ！」と、身の潔白を主張した。

　そんな大人たちのやり取りなんてどこ吹く風で、蒼梨はハムスターのように頬を膨ふくらませて手巻き寿司を堪たん能のうしながら新しいスマホをためつすがめつしている。話が切れてしまったまひるは、特に気にしたふうもなく、お母さんのようにニコニコしながら手巻き寿司を巻いている。

　ほんとうに、騒がしい食卓だった。

　その光景に、縁えん太た郎ろうは子供の頃の食事風景を思い出してしまう。この場所で、同じテーブルを使って、両親と兄と、姉のような会員──たま子でご飯を食べていた。

　ふと、この居間にいる全員が〝家族〟であるかのような錯覚を覚えてしまい──内心で首を振る。

　蒼梨は別として、他のみんなはそれぞれ〝自分の家族〟を持ってもらうためにここにいる。

　一日でも早く良い相手と巡り合い、結婚して出て行ってもらわなければならない。

　胸によぎった一いち抹まつの寂しさを誤ご魔ま化かすように、縁太郎はあえて仕事のことを口にする。

「そうそう。結衣とカレンの婚活の話なんだけど、ちょっとまずいことになっちまってて……」

　縁えん太た郎ろうが声をかけると、わいのわいのと議論を続けていた結ゆ衣いとカレンと牡ぼ丹たんがこちらを振り向いた。

「実は二人の〝気になる男性〟が、被ってるんだ」

　婚活をしていると、こういうことがたまにある。女性の目を引く男性に、人気が集中してしまう。

「二人には自由にアピールしてもらって、あとは玉たま置きさん次第ってことにしたい。どっちが選ばれても恨みっこなしってことで」

　縁太郎はあくまでも中立の立場をとろうと考えていた。どちらかに肩入れするのはフェアじゃない。

　しかし──。

「それは公平じゃありませんわ」

　カレンが首を横に振る。

「結衣は結婚相談所に所属して間もない新人。わたくしは不本意ながら、一年以上婚活をしているベテラン。結衣は縁太郎のサポートをうけて、それでようやく対等の立場であると思いますの」

「そんな遠慮はいらないわ、カレン」

　ピンと背筋を伸ばして抗議の視線を向ける結衣。

　しかしカレンは〝分かってない〟といわんばかりに、ジャージの肩をすくめてみせる。

「むしろここで遠慮するのは、わたくしに対する侮ぶ辱じよくになりますのよ、結衣。貴女あなたはわたくしと同等の〝婚活力〟を持っていると思っておりますの？」

「婚活、力……？」

　結衣は首を傾かしげていた。

　それは縁太郎にとっても聞き慣れない単語で、すぐにはピンとこなかったが──そのニュアンスはなんとなく分かる。

　婚活にも慣れやノウハウといったものがある。

　たとえば昨日の飲み会がそうだ。

　結衣はどうやって輪に入っていいか分からず、おろおろしていた。カレンはすんなりと宴会の参加者たちと打ち解けていた。

　彼女は元から他人とのコミュニケーションを苦にしないタイプではあるが、すぐに〝玉たまの輿こし狙いの婚活女子〟というキャラクターを確立できたわけじゃない。今のような婚活をできるようになったのは、これまで積み上げてきた経験によるところが大きい。

「そういうことですから、わたくしはわたくしのやり方で、玉置さんにアピールをさせていただきますわ。結衣は縁太郎の助けを借りてアピールしなさいな。まぁ──」

　カレンが手首をひるがえし、それを口もとに添えた。

「それでも彼を振り向かせることができるのは、このわたくしでしょうけど！」

　貴族っぽい高笑いが居間にこだまして、結ゆ衣いがむっとした顔になる。

「そこまで言うなら、縁えん太た郎ろうに味方してもらうわ。後で後悔しても、知らないんだから」

「ふふん。そうこなくては面白くありませんわね」

　結衣とカレンが好戦的な視線を交わし、そんな二人を見守るまひるが「女同士の熱い闘いね……」と鼻息を荒くする。彼女は世間の主婦たちのように、昼ドラが大好物なのだ。

「友達と男をめぐって修しゆ羅ら場ば……。うーん、使い古されたパターンすぎて、新鮮味がないですねぇ……」

　牡ぼ丹たんは両目を閉じてそんなことを口にしている。今は目に映るもの全てがエロ漫画のアイディアに結びついてしまうようだ。

　その横では蒼あお梨りが畳に寝っ転がって、新しいスマホを嬉々とした顔でいじくっている。

「それではわたくし、今日のところは失礼させていただきますわ。結衣は初心者らしく、縁太郎と〝作戦会議〟をしなさいな。ベテランのわたくしには必要ありませんけど」

　再び貴族の高笑いを響かせたカレンが、居間から出ていった。

　そのあからさますぎる挑発に、縁太郎は確信を抱いだく。

　──カレンのやつ、結衣が遠慮せずに婚活をできるように……。

　そうは思うが、だとすると引っかかることがある。

　仮に、心から玉たまの輿こしを狙っている婚活女子がいるとして、彼女はライバルに情けをかけるような真似をするだろうか？　ただでさえ金持ちの婚活男子は競争率が高いというのに。

　伊い集じゆう院いんとの交際が喧けん嘩か別れに終わって以来……いや。実のところもっと前から、胸の奥でくすぶっている疑念がさらに強くなる。

　──本当は、金持ちと結婚したい気持ちがそれほど強くない、とか？

　けれど、それは根拠に乏しい仮説で、カレンの本当の気持ちを知るには、もっと踏み込んだ話をしなくてはならない。

　──神田祭の婚活イベントのどこかで、上手くきっかけを作って、カレンの気持ちを聞き出すか……。

　縁太郎は密かに決意を固めつつ、カレンが玄関のドアを開閉させる音を聞いていた。
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　カレンがいなくなった居間で、夕食の後片付けをして。

　まひるが剥むいてくれたリンゴの載った大皿を囲み、玉たま置きを〝落とす〟ための会議が始まった。

　しかし開始してすぐ、思わぬ障害に行く手を阻まれてしまう。




「……実は私、誰かとちゃんと付き合ったことがないの」




　結ゆ衣いはそう口にして、気恥ずかしげにうつむいた。

「いやでも、結衣、交際してただろ？　黒くろ峰みねマリッジプランナーで、金持ちの男と」

　縁えん太た郎ろうは疑問に思って、問いかける。

　確か、伊い坂さかという名前の男だ。結衣ではなくて〝水み無な月づきの家〟という肩書きに惚れ込んでいた。

「あの人は黒峰が連れてきたってだけで、私のほうから何かをしたわけじゃない。何回かデートをしたけど、あの人が考えたデートに付き合っただけで、私は何もしてないし」

　つまり完全な〝受け身〟だったと、そういうことらしい。

「ちょっと待ってください、結衣にゃん」牡ぼ丹たんが険しい表情で、

「じゃあ、あれですか。えっちだけじゃなく、キスとかハグとか、そういうこともしたことがないんですか？」

　すると結衣は、か細い声で、

「……手を繋つないだことも、ないけど」

　それを聞いた牡丹は「なん、だってぇ……」と大おお袈げ裟さに目を見開いて、土下座でもするかのように畳に手をついた。

「わ、わたしは、罰当たりなことをしてしまいました……。男の人と手を繋いだこともない、〝処女オブ処女〟の二つ名を持つ結衣にゃんに、オリジナル体位──あばれ龍を試そうとするなんて！」

　猛烈に反省しているようだが、そのベクトルが少しおかしい。処女だろうが痴女だろうが、オリジナル体位を強引に実践するのはダメだろう。

　思わず牡丹へ非難のジト目を向けてしまう縁太郎だが、その隣では結衣もまた、不機嫌そうな目付きで牡丹のことを見ていた。わずかに頬ほおが赤いところを見ると、処女どうこうと言われるのは恥ずかしいのかもしれない。

「じゃあ結衣ちゃんは、全部が〝初めて〟になるんだね」

　まひるが穏やかなテンポの口調で、

「男の人を好きになるのも、好きな人とお付き合いをするのも──」

「えっちをするのも！」

　牡丹が元気に言い放ち、結衣の顔がさらに赤くなる。

「縁太郎さん、これは大変なことですよ……。カレシをつくったことのない結衣にゃんが、結婚相手を探すのは──男性のことを何も知らない箱入り娘が、セクシー女優を目指そうとするようなものじゃないですか！」

「……たとえが悪いが、まぁ、そうかもな」

　牡ぼ丹たんは大事件を報道するキャスターみたいな口調で興奮しているが、縁えん太た郎ろうはそこまで驚いてもいなければ、深刻に考えてもいない。

「あのな、結ゆ衣い。別にそれほど珍しくもないからな。結婚相談所で婚活するまで、恋愛経験がないっての」

　縁太郎は結衣に向かって語りかけていたのだが、「え、そうなんですか？」と反応したのは牡丹だった。

　結衣は拗すねたようにうつむいて、横目でチラチラと縁太郎のことを見ている。

「大人になるまで異性と交際する機会がなかった──って人は、結構いるんだよ。例えば、男子校とか、女子校とか。そういうところへ進学した人なんかは、共学の学校へ行った人に比べて〝出会い〟の機会が少ないだろ？」

「まあ、そうですね」

　頷うなずいてツインテールを揺らした牡丹に、縁太郎はさらに続ける。

「そういう人が、出会いのないままに学校を卒業して、就職したとする。たまたま職場に運命の相手がいればいいけど、そうでなければ、自分で行動を起こさない限り恋人ができない」

「今はネットが充実してますから、マッチングアプリとかで」

「恋愛したことない人が、マッチングアプリで結婚相手を探せるか？　無理とは言わんが、難しいと思うぞ。そもそも本気で結婚しようと考えてない連中も多いからな、ああいう場所は」

「まあ、確かに……ヤるのが目的の人も多いですからね。あの界隈は」

　牡丹の意見はさすがに極端であると思うが、〝結婚に繋つながる出会い〟が少ないんじゃないかと、縁太郎は考える。〝愛人を作りたくて登録している既婚者〟がいる──という噂を耳にしたこともあるし……。

「その点、結婚相談所は本気で結婚したい独身の人をちゃんと選より分けてるから、安心して婚活ができる。俺も仲人なこうどとして交際をサポートできるし、恋愛経験なんてなくても問題ない」

　結衣のことを力づけようと思って笑みを向ける縁太郎だが、当の本人はどこか不機嫌そうな横顔を見せている。

「良かったね、結衣ちゃん。ちゃんと結婚できるって」

　まひるに微笑みかけられて、結衣はようやく控えめに頷く。

　彼女はプライドが高いので、初心者扱いされるのが面白くないのかもしれない。

「それじゃ、結衣。さっそく玉たま置きさんと交際するための作戦を考えるわけだが」

　縁太郎が話を切り出すと、結衣は小さく手を挙げて、「その前に、ちょっと」と口にした。

「実は私、玉置さんのこと、気になってはいるんだけど──そこまで好きってわけじゃないの。さっきはカレンがあんな態度をとるから、こっちもむきになっちゃったけど……争って奪いたいってほどじゃないっていうか」

「でも、気になってはいるんだろ？」

「まあ、昨日の居酒屋にいた人たちの中では」

「じゃあ、それで充分だ。きっとカレンも、玉たま置きさんのことが〝好き〟ってわけじゃないだろうし」

「……そうなの？　その、なんていうか……婚活って、そんなに軽い気持ちなの？」

　結ゆ衣いは納得いってなさそうな顔で、問いかけるような眼差しを向けてくる。

　そんな彼女の肩を牡ぼ丹たんがぽんぽんと馴れ馴れしく叩いて「そんなものですよ、結衣にゃん」と口にする。まひるも「いきなり〝好き〟にはなれないかな」と言って優しく微笑んだ。

「これは、普通の恋愛と結婚相談所でやる婚活の違いなんだけど──普通の恋愛って、お互いに好意を持ってから、告白して交際するだろ？」

　縁えん太た郎ろうの説明に、結衣は「ま、まあ、そうね」と呟つぶやいた。

「でも、結婚相談所の婚活は、交際してから、好きになる。もしくは、相手のことを好きになれるかどうかを確かめるために、交際をする。〝好き〟と〝交際〟の順序が、恋愛と逆なんだ」

「じゃあ、好きでもないのに告白して付き合って、上手くいかなかったら『やっぱり好きになれませんでした』って別れ話をするの？　それってなんか、普通の恋愛よりも大変な気がするんだけど……。だって、しょっちゅう告白したり、別れ話を切り出したりするんでしょ？」

　面倒くさそうな顔をしている結衣に、縁太郎は苦笑しながら業界の事情を口にする。

「それは、大丈夫。告白と別れ話は、俺たち仲人なこうどが代わりにやるから」

「……どういうこと？」

「たとえば結衣が、玉置さんとデートをしてみて、フィーリングが良かった。結婚を前提に付き合いたい。──そう思ったら、俺に言ってくれ。俺が玉置さんの仲人に交際希望の打診を入れて、玉置さんの気持ちを確認してもらう。向こうにもその気があれば交際スタートになって、断られたら〝ご縁がありませんでした〟ってことになる。交際を始めて、やっぱり合わないから別れたいって時も、俺に言ってくれればいい。俺が相手の仲人へ連絡を入れて、交際を終わらせてもらう」

「じゃあ、私が今、玉置さんに交際を申し込むこともできるの？」

　半信半疑な口調で聞いてきた結衣に、縁太郎は肩をすくめて、

「結衣がそうしたいなら、そうすることもできる。ただ、上手くいくかどうか曖あい昧まいな状態で交際を申し込むのは、あまりオススメできないな。一度交際を打診して断られた相手には、基本的には二度と交際を申し込めない。向こうが心変わりして、やっぱり交際の申し出を受けたいって言ってくる場合は別だけど──一度お断りされた相手とは、それっきりだと思ったほうがいい。だから、確実にＯＫがもらえるだろうと確信を持てるようになってから、交際希望の打診をしたい」

「……なるほど」

　真面目な顔で考え始めた結衣に、縁太郎もまた真剣な眼差しを向ける。

「──というわけで、確実に交際をスタートさせるための作戦を考えよう。今回はカレンっていうライバルもいるから油断できないぞ。あいつは婚活のベテランだ。俺が知ってることは、全部身に付けていると思って間違いない」

「そう、なのね……」

「とはいえ、結ゆ衣いには俺がついてるからな。カレンには悪いが、全力で結衣をサポートさせてもらう」

「……縁えん太た郎ろう」

　結衣からじっと見つめられ、縁太郎はドキッとしてしまう。

　慌てて結衣から目をそらし、仲人なこうどと会員という立場を強く意識する。

　すっと深呼吸をして、気持ちを切り替え……口を開く。

「まず初めに、目標を決めよう」

「……目標？」

　オウム返しに呟つぶやいた結衣に、縁太郎はあらかじめ考えていた婚活プランを伝える。

「今回の婚活のクライマックス──週末の神田祭で、玉たま置きさんをデートに誘う。これが結衣の目標だ」

「玉置さんを、デートに……」

「実際にデートができたら、その時のフィーリング次第で、交際を希望するかどうかを決める。恐らくカレンも、神田祭で玉置さんとの距離を詰めて、デートの約束を取り付けてくると思う。交際前であれば、同時に複数の相手とデートをしても問題ないからな。もし、カレンも玉置さんとの交際を希望していたら、二人同時に交際希望の打診を入れて、どちらと交際するかどうかは玉置さんに決めてもらう」

「いきなり三角関係とか、難易度が高いですね！」

　牡ぼ丹たんが楽しそうにはしゃぎ始めて、まひるは「結衣ちゃんとカレンちゃんが恋の泥沼にはまっちゃったら、どうしよう……」とか言いながら、何かを期待するかのように瞳を輝かせている。昼ドラみたいな展開を妄想しているのかもしれない。

「……でも、私。デートとか上手くできるかな……。いつも人任せだったし」

　不安げにうつむいてしまう結衣。

　すると蒼あお梨りが、畳の上に寝そべったまま、体をひねって結衣にスマホを見せてくる。

「ＳＮＳだよ、結衣ちゃん。その人のインスタとかフェイスブックを調べて、趣味とか知っておけばいいんだよ」

　すると結衣は、しょげていた顔から一転──急に元気を取り戻し、

「蒼梨が言うならそれが正解ね。女子高生の言葉はまさに、世界の真理そのものだから！」

「え、うん……」

　急に語気を強められて蒼梨は引いてしまう。

　逃げるようにそそくさと寝返りをうって、結ゆ衣いに背中を向けてスマホをいじり始める。

「世界の真理かどうかはアレだが……ＳＮＳであらかじめ話題になりそうな趣味とか特技を知っておくのはいいかもな。多分カレンも、そのぐらいはやってると思うし。スマホは無いけど、家にパソコンがあるはずだから」

　縁えん太た郎ろうがそう言うと、結衣はさっそく自分のスマホを手に取って、

「分かったわ、ＳＮＳね。そのスジに詳しい友達がいるから特定してもらうわ」

「お、おう。……特定？」

　──っていうか、そのスジに詳しい友達ってなんだ？　もしかして、蒼あお梨りのアカウントを特定したのも……。

「じゃあ、わたしからもアドバイスを」

　にっこり笑ったまひるが、うんちくを語る先生のようにピンと指を立てながら、

「男の子って大人であっても、子供になりたい気持ちを持っているんだよ。だから、甘えさせてあげると喜んでくれるの。頭を撫なでて、いい子いい子ってしてあげたり、膝枕を──」

「ちょっと待ってください！　異義があります！」

　牡ぼ丹たんがびしっと手を挙げて、まひるの言葉を遮った。

「それはまひるママの固有スキルです。全ての女性がそれを使えるわけではありません。しかしわたしは、全ての女性が使えるスキルを知っています。それは──」

「というわけで結衣。まずはＳＮＳをチェックして、共通の話題を──」

「ちょっと！　縁太郎さん！」

　熱弁を振るおうとしていたのに妨害されて、憤慨した牡丹が畳をばんばんと叩いた。

「わたしにもアドバイスをさせてくださいよ！　結婚相談所の先輩として、結衣にゃんに教えてあげたいことがあるんです」

「……どうせ、エロいことなんだろ？」

　縁太郎が疑り深いジト目を向けると、牡丹は拗すねたように口を尖とがらせて、

「そ、そうですけど……大事なことじゃないですか！　エロを軽んじる者は、エロに泣いちゃうんですからね！」

「そんな格言、聞いたことねえけど……」

　思わずげんなりしてしまう縁太郎だが、牡丹は今日一番の真剣な顔で、結衣の両肩に手を置いて、

「いいですか、結衣にゃん。ヤレそうでヤレないガールを目指すんです。尻軽になってはいけません。しかし、鋼鉄の処女になってもダメなんです。キツすぎず、緩ゆるすぎず。男性を魅了するのは、その絶妙なバランスなんです」

「ごめんなさい。何を言っているのか分からないわ」

「ですから、セックスを──」

「牡ぼ丹たん、やめとけ。結ゆ衣いを困らすな」

　縁えん太た郎ろうは牡丹をたしなめて、まだ何か言いたそうにしている彼女に、デザートのリンゴを差し出した。

　牡丹の言いたいことは、分かる。

〝ヤレそうでヤレないガール〟。──つまり、思わせぶりな小悪魔系の女子を目指せということだ。

　確かにそれは、男からすると心を掴つかまれてしまう魅力的な女性であるが、それを結衣が狙ってできると思えない。

　意図的にそういうことをやって、男性を手玉にとることができるのは、一部の経験豊富な女子だけで──。恋愛初心者の結衣がそれをやろうとしたら、悲惨な結果になりそうだ。

「まぁ、結衣にゃんはそもそも〝美人〟という最強のチートステータスを持ってますから、小細工は必要ないかもしれませんけど」

　しゃくしゃくとリンゴを食べている牡丹が言って、縁太郎もそれに同意する。

「そうだな。玉たま置きさんはデートとか慣れてそうな感じだったし、きっかけだけこっちで作って、あとは任せちゃってもいいかもな」

　しかし結衣は、不満げにテーブルの一点を見つめて首を横に振る。

「できれば私が、積極的に動きたいの。受け身じゃなくて、私がちゃんと、自分の意思で行動して──結婚相手を見つけたい」

　彼女は大金持ちの令嬢で、親の言いなりだった。

　そんな自分のことが嫌いで、黒くろ峰みねマリッジプランナーでの婚活に疑問を持っていた。

　──黒峰が連れてくる男ではなくて、自分が見つけた人と結婚がしたい。

　そう思って、白はく城じよう結婚相談所へやって来た。

　そんな背景を持っている彼女からすると、上手くいくかどうかより、〝自分が積極的に行動した〟という過程にこだわりたいのかも……。

「それなら、結衣が主導権を握れるように頑張ってみるか。こっちから声をかけて、玉置さんをデートに誘う。デートプランも結衣が決める」

「そうしたい、とは思うんだけど。やっぱりそういうことをしたことがないから……」

　不安な気持ちは、よく分かる。

　初めて女の子をデートに誘った時の緊張を、縁太郎は未だにハッキリと思い出すことができる。

　デートコースはこれでいいのか？　本当にこれで満足してもらえるのか？

　正解を求めて思考をさ迷わせ──寝不足になってしまって、肝心のデート当日に映画館で居眠りをしてしまう……。

　思い出すだけで恥ずかしくなってしまう失敗談だけど、それ以来デートに耐性がついたというか、過度に緊張することはなくなった。




「じゃあ、練習として、縁えん太た郎ろうくんとデートをすればいいんじゃない？」




　ほんわかとした口調でまひるが言う。

「え……？」

　すると牡ぼ丹たんも便乗し、

「それは名案ですよ、まひるママ。好きな子とえっちをする前に、風俗で経験を積むようなものですね！」

　その言葉にまひるは「えっと、そうなの、かな……？」と困惑しながら小首を傾かしげ、縁太郎は「嫌なたとえだな……」と呟つぶやいて眉をひそめる。

「結ゆ衣いにゃんは、どうですか？　縁太郎さんとデート。してみたらいいんじゃないですか？」

「うーん。そうね……」

　思案げな表情で自分のあごを触る結衣。

　おもむろに長いまつげを伏せて、少しだけ頬ほおを染めながら、チラっと視線を向けてきて、

「──縁太郎が、やってくれるなら」

「……っ」

　その言い方とか、仕草とか。

　天然のパンチ力がすごい。

　ぐらりときそうになるが、これは単に結衣が美人だからか、それとも……。

「じ、じゃあ、試しにやってみるか。練習として、結衣がデートを企画して、それを実践してみよう。まあ、結婚相談所では珍しくないんだよ。そういうのに慣れてない人のために、擬似的にデートをやって、雰囲気に慣れてもらうっていう」

　縁太郎は体温が上昇していることを意識しながらも説明し、それに結衣は頷うなずいて──ほんの少しだけ微笑んだ。

「結衣にゃん！　どこでデートをするんですか？　円山町とか錦糸町とか、オススメですよ。えっちなホテルがいっぱいあります！」

「いきなりそんなところはダメよ、牡丹ちゃん。最初は手作りのお弁当を持って、景色の良い場所でハイキングとか」

「まひるママこそ、保育園の遠足じゃないんですから。もっと大人のデートにふさわしいスポットを」

「わ、私のデートなんだから、二人が勝手に決めないで！」

　デートの話で盛り上がる婚活女子たちをよそに、縁太郎は心の中でこっそりと呟く。

　──結衣とデートの練習、か……。

　それはあくまでも、仲人なこうどの仕事であると。

　恋愛とは無縁のイベントであるのだと、言い聞かせるように意識するのだが──そんな意思とは関係なしに、縁えん太た郎ろうの心臓はどこか楽しげに鼓動を弾ませていた。







　第５話　制服デート







　結ゆ衣いとのデートは、白はく城じよう結婚相談所の定休日である木曜日に実行された。ある意味ではこれも仕事で、本来なら予定の空いている別の日にやるのだけど、神田祭は週末で時間がない。事務所を閉めることのできる定休日に、急遽予定を入れることにした。

　場所は原宿。時間は夕方。

　原宿の駅前で待ち合わせ──という情報以外、縁太郎は何も知らされていない。結衣が企画して行うデートの練習なので、その内容は結衣に一任してある。

　──そう。これはあくまでも〝練習〟だ。

　縁太郎は自分に言い聞かせて気持ちを落ち着けて、原宿駅を行き交う人の中から、結衣を探しだそうとするのだが。

　──女子高生が多いな……。

　駅の券売機の近くに立っている縁太郎の目の前を、蒼あお梨りと同じ制服を着ている女子高生たちがぞろぞろ通過する。

　それもそのはずで、原宿は蒼梨の通っている高校の最寄り駅だった。

　今にも女子高生の一人が『お兄ちゃん、こんなところで何やってんの？』とか言ってきそうで、縁えん太た郎ろうは落ち着かない。

　結ゆ衣いとデートをすることは聞かれてしまったが、場所が原宿であることは秘密にしてある。練習とはいえ、デートをしているところを冷やかされてはたまらない。

「縁太郎。お、おまたせ」

　結衣の声がしたので、そちらを振り向いて。

　──それでも縁太郎は、すぐに彼女の存在を認識することができなかった。

「ちょっと、洋服を選ぶのに、手間取っちゃって……」

　はにかんでいる結衣を見て、ほっこりするべきなんだろう。

　デートで何を着ようか迷って、待ち合わせに遅刻する。可愛く見られたいと思って悩んでしまう、女の子の健気な部分に、悶もん絶ぜつすべきシーンなのだが──。

　縁太郎は、別の理由で悶絶しそうになっていた。




「……結衣。なんで女子高生の制服を着てるんだ？」




　結衣は、周囲を歩いている女子高生の一員であるかのように、蒼あお梨りの学校の制服を着用していたのだ。

「本当はセーラー服にしたかったんだけど、ＴＰＯをわきまえてこの制服にしたの」

「どんなＴＰＯを考慮したらその格好になるんだ！」

　ツッコミを我慢できない縁太郎だが、結衣は自信満々な口調で、

「下校時間で、原宿で、デートをする。となれば、最寄り駅の学校の制服を着るべきよ。他の学校の制服だと、悪目立ちしてしまう可能性がある」

　確かに、周りに同じ制服を着ている女子高生がたくさんいるから、その風景に溶け込んではいるのだが。

　──そもそも、制服を着なければいいのでは？

　もの言いたげな視線を向ける縁太郎。

　しかし結衣は気持ちを察してくれるどころか、やけに嬉うれしそうな声で、

「私、ずっとやってみたかったの。制服デート」

　そんな彼女に、これ以上ツッコミを入れるのは野暮だろうなと思う。

　制服デートというのは、高校生カップルが制服を着たまま放課後にデートをすることで、大人の女性が趣味で制服を着用してデートをすることではない──と、指摘したいのは山々だが、それを口にして彼女の顔から笑みを奪う必要はないだろう。

「ま、まあ、今日は結衣に任せるって話だからな」

　とりあえず今はこう言って、後で注意しておこう。

　デートで制服はＮＧ。

　相手が特別に女子高生の制服を愛好している──とかならいいけど（いいのか？）、普通の人はぎょっとしてしまうだろうから。

「それで。どう、かな……？」

　結ゆ衣いがもじもじとプリーツスカートを握りしめながら、チラチラとこちらを見てくる。

「えっと、そうだな……」

　縁えん太た郎ろうは頬ほおを掻かきながら、あらためて結衣のことを見た。

　普段、蒼あお梨りが着ているのと同じ制服だ。スクールブラウスの襟首に赤いリボンがあって、紺色のブレザーに校章が縫い付けられている。灰色のプリーツスカートは原宿を歩く女子高生たちと同じぐらいの短さで、白い太ももを見た瞬間に心臓が強い脈を打ち──縁太郎は慌てて結衣から目を逸そらす。

「に、似合ってると思うぞ。普通に、可愛い」

　彼女は二十六歳だが、決してムリをしている感じではなくて。

　──すごく大人びている美人の女子高生。

　事情を知らない人の目には、そんなふうに映るんじゃないかと思う。

「か、可愛い……そ、そっか」

　結衣はそう呟つぶやくと、赤くなりながらうつむいた。

　結衣ぐらいの美人であれば、その手の褒ほめ言葉は聞き飽きているんじゃないかと思うが──やけに嬉うれしそうな顔をしている。

　しかし。

「……じゃあ、さっそく始めようか。デートの練習を」

　縁太郎が〝練習〟の部分を強調して言うと、結衣は何故かちょっとむくれた顔になり、「そうね。じゃあ、ついてきて」と口にして歩き始める。

　──何で、ちょっと機嫌が悪くなったんだ？

　縁太郎は首を傾かしげつつ、原宿の雑踏に飲み込まれていく結衣の背中を慌てて追いかけた。




　＊　＊　＊




　結衣は原宿に詳しいようで、その足取りに迷いがない。

「よく遊びに来るのよ、原宿。お気に入りのショップを巡って、インスタで有名なカフェでお茶をしながら、女子高生を観察する。特に竹下通りには女子高生を観察できるスポットがたくさんあるから、退屈しないわね」

「野鳥を観察するみたいなノリで言わないでくれ。わりと不審な行動だからな。女子高生を観察するって」

「本質的にはバードウォッチングと同じでしょ？　観察対象が鳥か女子高生って違いがあるだけで」

「それだけで印象がまったく違うから不思議だな……」

　そんな話をしながら二人で竹下通りを歩いて、目的のお店にたどり着く。

　まずはウィンドウショッピングをする──というのが、結ゆ衣いの考えたデートプランだった。

　それについては、問題ない。

　デートの定番であるし、お店や商品について自然と話題が発生するので、気まずい沈黙を回避することができる。交際を始めたばかりのカップルには、うってつけのイベントだとは思うのだが。

「……制服ショップ、Ｊ＆Ｋ」

　看板に書かれている店名を呟つぶやいて、この店は駄目だろうと縁えん太た郎ろうは思う。

　セレクトショップを思わせる洒しや落れたブティックであるが、セレクトしている洋服に問題がある。ショーウィンドウの向こう側で、セーラー服とブレザーを着用したマネキンが横並びになっている。本物の制服に見えるが〝学校指定の制服ではありません〟という注意書きがあるので、精巧なレプリカ──ということだろうか？

「こんにちは」

　結衣が慣れた様子でドアを開け、縁太郎もそのあとに続く。

　小狭い店内に女子高生の制服ばかりがずらっと陳列されている。ブレザー、ブラウス、セーラー服、スカート。それぞれのパーツごとに分別されて、棚にどさっと積んである。その様子はまさに〝専門店〟といった雰囲気で、縁太郎は好奇心を刺激されてしまってキョロキョロしてしまう。

「結衣ちゃん、いらっしゃーい」

　声をかけてきたのは店員とおぼしき女性で、見た感じ四十歳ぐらいの年齢なのだが、当然のようにセーラー服を着ている。

　そして彼女は、制服姿の結衣をまじまじと見て、

「あらぁ、結衣ちゃん。ついにやっちゃったのね。制服×原宿デビュー！」

　それは、どこか嬉うれしそうな言い方だった。

　見るからにこの人も制服が好きそうだから、結衣が一線を越えたことを同志として喜んでいるのだろうか？

「紹介するわ、縁太郎。この人はマミさん。私に女子高生の素晴らしさを教えてくれた〝先生〟のような人なのよ」

　尊敬の響きをもった結衣の言葉に、マミと呼ばれた店員は、照れくさそうに苦笑する。

「どうも、店主のマミです。結衣ちゃんは〝先生〟って言ってくれたけど、それはちょっと大げさね。あたしは結衣ちゃんの背中を押しただけだから」

　同志どころか、師匠だった。

　そう言われるとさっきの言葉は、弟子の成長を喜ぶ師範代のそれに近いような気も……。

「謙遜はいらないわ、マミさん。あなたがいなければ、私は女子高生を遠くから眺めていることしかできないままだった。自分が女子高生みたいになりたいだなんて、思えなかったもの」

「いいや、結ゆ衣いちゃんは女子高生になってたね。たまたま出会ったのがあたしだったっていうだけさ。あたしと出会ってなくたって、別のきっかけで女子高生になってたよ」

　二人の会話を耳にして、縁えん太た郎ろうはカオスな世界に頭を抱えそうになる。

　そもそも結衣は勝手に女子高生の制服を着ているだけで、女子高生になれているわけではない。

　そんなツッコミを入れたいが、それを口にできる空気じゃない。

　縁太郎は笑みを引きつらせながら、ひたすら我慢する。

「──それにしても、結衣ちゃん。こんな素敵なお相手がいるなら、早く言ってくれればよかったのに」

「えっ……、その……、えっと……」

　親しげに笑ったマミに肩を叩かれて、結衣がおろおろしてしまう。

　縁太郎も恋人扱いされてドキっとするのだが、今日はそういう相手としてここに来ている。ちゃんと演じなければ、デートの練習にならない。こういうやり取りはウィンドウショッピングの定番でもあるし。

「初めまして、白はく城じよう縁太郎です。結衣がいつもお世話になってます」

「あら、丁寧な挨あい拶さつをどうも」

　縁太郎が背筋を伸ばしてお辞儀をすると、マミは世話好きのおばちゃんみたいにニコニコしながら、結衣の二の腕をつついて、

「誠実そうなカレシだね、結衣ちゃん」

「…………！」

　ボッと火がついたかのように、頬ほおを赤く染める結衣。

　プリーツスカートを両手で握って、縁太郎へチラチラと横目を向けてくる。ここはカップルということで話を進めていこう──と、そんな意図を込めてウインクの合図を送ってみるも、それを見た結衣は驚いて目を見開いて、耳まで真っ赤になってしまう。

　──そんな反応をされると、こっちまで恥ずかしくなるだろ……。

　縁太郎もつられて赤くなり、そんな二人を見ているマミが嬉うれしそうに微笑んだ。

「縁太郎君も結衣ちゃんも、大人カップルなのに初々しいね！　高校生カップルみたいに、キラキラしてるよ！」

「「…………」」

　視線を交わして、同時にさっと目をそむける結衣と縁太郎。

　そう、これはあくまでもデートの練習であって。

　本当のカップルというわけじゃない。

　──それは分かっているのだが、どうにも気持ちが落ち着かない。

　会員相手にデートの練習なんて何回もしてるのに。

　今までは練習と割り切ってデートに臨むことができた。

　なのに、恥ずかしそうにしている結ゆ衣いを見ていると、心のどこかが言うことを聞かなくなってきて……。

「よし。それじゃあ、カップル誕生のお祝いをしないとね」

　威勢よく手を叩いたマミが、縁えん太た郎ろうと結衣のことを交互に見て笑う。その笑みが何だか、悪巧みをしているように見えて、嫌な予感が……。

「せっかく結衣ちゃんが制服デビューしたんだから、いっそのこと制服デートしちゃいなよ」

「…………？」

　それなら、既にやっている。

　結衣が制服を着ているのだから、これは立派な制服デートじゃ……？

　そこまで考えて、縁太郎の背中をゾクっとした悪寒が駆け抜けた。

　制服デートと聞いて思い浮かべるのは、高校生カップルだ。

　制服を着ている〝男女〟が、手を繋つないで歩いている光景だ。

　ということは、つまり……。

「じ、実は私も、そうしたいなって、思ってて」

　遠慮がちでありながらも、結衣の口調は熱っぽい。

　縁太郎へ向けている視線も、不穏な熱意を孕はらんだもので。

「それじゃあ、縁太郎君。ちょっとこっちに」

「え？　いや、その、ちょっと……！」

　マミに手を掴つかまれて、縁太郎は思わず足を踏ん張った。

　彼女の進む先には更衣室があり、用意された洋服は──。
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　別に、悪いことをしているわけじゃない。

　それを着ることを禁止しているルールはないし、それほど奇抜な服装というわけでもない。原宿の竹下通りを歩いている人の中には、もっとすごい恰好をしている人もいる。

　でも、やっぱり恥ずかしい。

　心の中で何を言っても、今の自分を肯定するのは不可能で。お店を出て外の涼しい風を浴びたところで、全身に宿る羞恥の熱は下がらない。

「大丈夫。よく似合ってるわ」

　隣を歩いている結ゆ衣いからお墨付きの言葉をもらったが、似合っているとかいないとか。そんなことを気にしているわけじゃない。




　──まさか俺まで、制服を着るはめになるなんて……！




　縁えん太た郎ろうは今、男子高校生の制服を着ている。

　ズボンと紺色のブレザー。首にはきちんとネクタイをしめて、茶色のローファーまで履いて。

　すべてマミが貸し出してくれた。

『ちょうど今度、そういう企画を始めようと思っているの。うちで制服を貸し出して、制服デートをしてもらう。縁太郎君は知らないかもしれないけど、結構いるのよ？　制服デートをしてみたいっていうカップル』

　そう言われても、縁太郎はそういうカップルじゃない。本当に結衣と付き合っているのだとしても、制服デートは遠慮したい。

　だけど、結衣が……。

　あまりにも期待に目を輝かせていたから。

　だから仕方なく、縁太郎はマミの差し出す制服に袖を通したのだった。

「あそこよ、縁太郎」

　そして二人が向かっているのは、裏路地を根城としている小さな屋台。

　店の造り自体はお祭りの露店と変わらないのだが、色彩がすごくカラフルだ。

　今は路地に夕日が差し込んでいて、黄金色に輝いて見えるけど、日が落ちて暗くなっても、その派手な看板はよく目立ちそうだなと思う。

「ドネルケバブ……」

　看板に書かれている文字を読み上げ、肉の焼ける匂いにごくっと唾つばをのむ。

　その路地に足を踏み入れると──携帯用の発電機が稼働する音と、女子高生たちが話している声が聞こえた。

「ここはインスタ映ばえスポットなの。あのお肉の前で写真を撮って〝肉食系女子〟ってコメントを付けて写真をアップする。原宿の女子高生はみんなやってるわ」

「そうなのか……。そういうのって、もっとオシャレなカフェとか、タピオカミルクティーの店かと思ってた」

　縁太郎が何の気なしに口にすると、結衣はハの字に曲げた眉にドヤ感を滲にじませて、

「タピオカミルクティーとか、縁太郎はいつの話をしているの？　女子高生のトレンドは常に変化しているのよ。タピオカはもう時代遅れ。今の流は行やりは、ドネルケバブよ」

　語尾に得意げなため息を付け加えられて、縁太郎は少しだけむっとする。

　自分の好きなことに関しては、饒じよう舌ぜつになる結衣である。今まで何度、女子高生について熱弁を振るわれたか分からない。内容が内容だけに、話せる相手が少なくて、会話に餓うえているのかもしれないが。

　──俺は別に、女子高生が好きなわけじゃねえからなぁ……。

　だからトレンドの最先端なんて知る由よしもない。

　女子高生といったらタピオカだと思ってた。

　──でも、本当に流は行やってるな。

　ケバブの屋台の周囲を観察してみれば、そこにいるのは制服姿の女子高生ばかりなのだった。

　店頭でゆっくりと回転しているデカい肉（焼き鳥のように串刺しになっている）と写真を撮って、美味しそうにケバブを食べて、楽しそうに笑い合っている。

　──ってか、蒼あお梨りがいたりしねえよな……。

　蒼梨も女子高生の例に漏れずインスタをやっている。その写真のためにスマホの機種を新しくしたいと言ってくるほどだ。

　縁えん太た郎ろうは内心ビクビクしながら、目を細めて路地を見渡した。

　ビルの壁に囲まれた路地の屋台に、列を作って並んでいる女子高生が五人ほど。その中に蒼梨の姿はない。カラフルな色彩のベンチにも、見覚えのある顔はない。

「どうしたの、縁太郎？　列はこっちよ」

「お、おう。さっさと買っちまおう」

　縁太郎は結ゆ衣いと一緒に列の最後尾に並ぶ。

　すぐに女子高生の二人組が後ろについて、縁太郎は自分が偽物であるとバレないか心配になる。

　遠くから見られるぶんには問題ないかもしれないが、近くから観察されてしまったら……。

「ねー、あの人。やばい」

　その時、屋台の脇にあるベンチに座っていた女子高生が不吉な一言を放つ。

　見ると、こちらを指さして、

「ほんとだ。やばー」

　友達らしき女の子と声を揃えて〝やばい〟を連呼し始める。

　──やばい。これ、バレたんじゃねえか……！

　縁太郎はこの場から逃げ出したくなるが、結衣は平然としている。彼女のブレザーの袖を引いて、危機的状況を伝えようとするが──。

「超美人だし」

「大人っぽくて」

「「やばーい」」

　……どうやらその二人は、結衣の美び貌ぼうに驚いていたようだ。

　縁太郎は結衣のブレザーの裾から指を離して、額の汗をぬぐった。

「どうしたの、縁えん太た郎ろう？　ほら、ここで写真を撮るの」

　列が進んで、店頭で回転している肉のそばに近付いた結ゆ衣いが、制服のポケットからスマホを取り出した。

　縁太郎は、彼女が自撮りをするのを横で見ていようと思っていたのだが、

「え、縁太郎も、一緒に……」

　と、恥ずかしそうに眉をハの字にしている結衣から要求されてしまう。

「えっと……」

　どうしようかと考える縁太郎。

　正直、今の姿（高校生の制服を着ている自分）を画像に残したくはない。だから『写真は一人で撮ってくれ』と断りたいが、これはデートの練習だ。本番のデートで想定されるイベントをこなし、デートに対する緊張を緩ゆるめ、自信をつけてもらいたい。

　そのためには、必要なことであるのかも。

　異性と自撮りツーショットをするという、経験が。

「こ、こうか？」

　ゆっくりと結衣の隣に歩み寄る縁太郎。

「も、もう少し、近くに……」

　二人は実にゆっくりと、遅々としたスピードで距離を詰めていく。

　やがてお互いの肩が少しだけ触れて、慌てて半歩だけ離れる。

「焦じれってぇー」

　結衣のことを美人だと言っていたＪＫが、ベンチに尻を預けて足をバタバタ動かした。

　路地にいる他の女子高生たちの視線も、自分と結衣へ向けられているような気が……。

「こ、こんなもんで、いいんじゃないか？」

　縁太郎は羞しゆう恥ち心しんに背中を押されて、結衣を急せかす。

「そ、そうね」

　結衣もそそくさとスマホを操作。電子的なシャッター音が聞こえた。

　縁太郎はすぐに結衣から少し離れて、ふぅーっと長い息をつく。

　──思った以上に、恥ずかしい……。

　自撮りのカメラに収まるためには、肩を寄せ合う必要があり、それを見知らぬ女子高生たちの前でやるとか。

　色んな種類の恥ずかしさが、同時に押し寄せてきた。

　体がかぁっと熱くなり、心臓の鼓動が速度を増して、結衣にかけるべき次の言葉が分からない。

　──って、本当に付き合ってるカップルじゃねえんだから！

　縁太郎は自分自身にツッコミを入れて、気持ちを切り替える。

　今の一瞬、仲人なこうどと会員という立場を失念していた。

　これはあくまでも婚活支援なんだから、ドキドキしている場合じゃない。

「ちゃ、ちゃんと、撮れたか？」

　どうにか平静を取り戻して聞くと、結ゆ衣いは満足げに頷うなずいて、

「……うん。いい感じ♪」

　向けられたスマホの画面に、自分と結衣がいる。

　二人とも恥ずかしそうに頬ほおを赤らめていた。

　それはまるで、付き合い始めたばかりの初々しいカップルのようだった。

「これ、インスタにアップとか、しないよな？」

　念のために、聞いておく。

　すると結衣は、不機嫌になる寸前で堪こらえているようなジト目で「どうして？」と問いかけてくる。

「いやだって……俺、こんな格好だから」

　その答えに結衣は〝あぁ、そっちか〟と安心するかのように目尻を緩ゆるませて、

「大丈夫よ、縁えん太た郎ろう。ちゃんと似合ってるんだから、自信を持って」

「いや、似合ってるかどうかじゃなくて、恥ずかしいんだよ。……この格好」

　縁太郎は誰にも聞かれないように小声で言って、ふと思う。

　結衣がチラっと見せた不機嫌の気配。

　それは、どこに繋つながっていたんだろう？

　もしかして、結衣とツーショットで写っている写真を秘密にしたいと。

　そういう申し出かもしれないと思ってジト目になったとか？

　いやいや、まさか。

　だってその反応は、多少なりとも気のある相手に対して見せるものであり、婚活の練習としてデートをしている仲人へ向けるものじゃない。

　縁太郎は、妙に嬉うれしそうな顔で写真を見ている結衣から目をそらし、屋台の店主に二人分のケバブを注文。

　焼肉のそれと同じ匂いのするケバブを受け取り、金を払って屋台に背を向けた。

　結衣へケバブを手渡して、自分の分のケバブを口にして、「縁太郎。歩きながら食べるのは行儀が悪いわ」と注意され──。

　その時。

「ケバブ、行く？」

「うーん……。太っちゃいそうじゃない？」

「でも、蒼あお梨りがスマホ変えてから、まだ行ってないじゃん」

　ちょうど路地の出口で鉢合わせるタイミングで、蒼梨たちがやって来た。その甲高い声。家では見せない無邪気な笑み。学校モードの蒼あお梨りに間違いない。

　蒼梨はまだこちらに気付いてないが、結ゆ衣いもそちらを見ていない。のほほんとケバブを両手に持って、路地を出ようとしている。

　──このままじゃ、結衣がバレて、俺もバレる！

　縁えん太た郎ろうに選択の余地は残されていなかった。

　これ以上、結衣が進まないように。

　彼女の進路をふさぐようにして、ビルの壁を──、どん！

　相撲取りが張り手をする時のように左手を突き出して、結衣をその場に引き留めた。

「……え、ちょっと、あれって」

「うわっ、本当にやってるの、初めて見た」

「壁ドンだよね。うちの生徒だし……」

　そう。

　縁太郎は素性を隠すために蒼梨に背を向けて、結衣の行動を封じるために〝壁ドン〟の体勢になっていた。これで蒼梨からは自分の背中しか見えていないはずだ。

　そこまでは、計算通りであるのだが──。

「……ちょっと。えん……たろう……」

　蚊の鳴くような声を出した結衣の顔がすぐそばにある。

　両手に持ったケバブを強く握りすぎてしまって、キャベツが地面にこぼれて、見上げる瞳が戸惑いに揺れている。

「……ねえ、どうする？」

「邪魔するのはアレだし、他よ所そに行こっか」

「っていうか、誰だろ？　あんな背の高い男子いたっけ？」

　蒼梨たちの声が遠ざかっていく。

　背中に感じる視線の気配がなくなって、縁太郎はゆっくりと壁から手を放す。

「……あの、蒼梨がいたから」

　声をかけても、結衣は無反応。

　ケバブを両手で握りしめ、完全に硬直している。

「結衣？」

　心配になった縁太郎が肩を揺すると、結衣は「わっ」と小さな悲鳴を漏らした。

　驚いたのか両手を上げて、その拍子にケバブが宙を舞う。

　キャベツをまき散らしながら夕日の中を飛んでいくケバブ。

　縁太郎はそれを見上げて、タイミングよくキャッチした。

「びっくりさせちまったな。悪い」

　ケバブを差し出しながら言うと、結衣は縁太郎のことをじっと見つめて、「どうして、急に……」と呟つぶやいた。

「今、そこに蒼あお梨りたちがいたから、バレないように。ほら、こんな格好してるってバレたら、からかわれちまうからさ」

　安心してもらいたくて笑みを浮かべる縁えん太た郎ろうだが、結ゆ衣いは急に不機嫌な顔になり、

「それで、壁ドンしたの？　……それだけ？」

「そりゃ、まぁ……。っていうか、それだけって、どういう……？」

　不思議に思って首をひねる縁太郎。

　すると結衣は、かぁっと赤くなりながら、

「べ、別に、何でもない！」

「あ、おい！　ケバブ！」

　縁太郎の差し出すケバブに背を向けて、結衣は逃げるような足取りで路地から出て行ったのだった。
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　路地裏のケバブ屋を後にした二人は、近くの公園に入って、ベンチに並んで腰をおろした。

　自動販売機で飲み物を買って、ケバブを食べる。〝流は行やりものの店〟ということで、味は期待してなかったが、ちゃんと美味しい。肉は噛むたびに牛肉の旨味が口いっぱいに広がって、ちょっと辛めのソースとの相性もいい。

「……これ、結構うまいな」

「……原宿で、一番のお店だからね」

　さっきの壁ドンの気まずさが残っているので、二人の会話は少しぎこちない。

　縁太郎は早々にケバブを食べ終わり、缶のお茶を飲んで口をさっぱりさせて、やり場に困った視線を空へ向けながら話題を考える。

　目に映るもの全てを赤々と照らしていた夕日が、街路樹の向こうへ消えていく。

　すぐに辺りが暗くなってしまうが、近くに街灯があるので不便は感じない。

　どうやらベンチのそばには必ず街灯が設置されているようだ。

　公園をぐるりと見渡せば、スポットライトを浴びているかのようなベンチが目について、そこにいるのはどういうわけか、二人組の男女ばかりなのだった。

「ここは、その……。カップルの、場所なの」

　隣で少しずつケバブを食べている結衣が、横目でチラッと縁太郎のことを見て、すぐにまた視線をケバブへと戻した。

「それでカップルが多いのか」

　風が吹くたびに街路樹の葉がこすれる音がして、原宿の街の喧騒があまり聞こえない。

　──この落ち着いた雰囲気は、確かにデート向きかもな。

　ぼんやりと遠くのベンチに座っているカップルを眺めていると、その二人が恋愛ドラマみたいに体を寄せて、キスをした。

　見ているだけでカップルの空気に引き込まれてしまうような気がして、縁えん太た郎ろうは慌ててその二人から目をそらす。逃がした視線の先には結ゆ衣いの顔があり、彼女もまたそのカップルから気まずげに目をそむけ──。

　ぴたっと、目が合ってしまった。

「…………」

「…………」

「……ゆ、結衣ってさ。食べるの、遅いよな」

　縁太郎は茶化すような笑みを浮かべて、恋人たちの空気を追い払おうとする。

「わ、私、子供の頃から、テーブルマナーについてうるさく言われてきたから」

　結衣もそれに同調し、いつもの調子で喋しやべり出す。

「だから小鳥みたいに、少しずつ食べてるんだな」

　冗談っぽく言った言葉に、結衣はむっとして怒った顔になり、

「縁太郎って、仲人なこうどなのに言葉遣いが悪いのよね。少しずつ上品に食べているって言うべきよ。小鳥と一緒にされたくないわ」

「そうか？　小鳥みたい──なんて、可愛くていいと思うけど」

「可愛さを強調する褒ほめ言葉なら、〝女子高生みたい〟って言って欲しい」

「……どんだけ女子高生が好きなんだよ」

　他愛のない掛け合いをして、二人で顔を見合わせて笑う。

　この距離感で、いいと思う。

　結衣とは色々あったので、ともすれば踏み込んだ関係になりかねない。

　しかし彼女は会員で、自分は仲人。それ以上の関係にはならないほうがいい。

「それで、結衣。次のプランは？」

　結衣はようやく食べ終えたケバブの袋を綺き麗れいに折りたたみ、茶道の茶碗でも持つかのように両手で野菜ジュースの缶を持ち上げて、控えめに喉を鳴らした。

「私の考えたデートは、これで終わり」

　そして結衣は、自分の着ている制服を見下ろして、

「……ちゃんと、楽しかった？」

　縁太郎もまた、制服を着てしまっている自分自身のことを見て、

「まぁ、色々あったけど、楽しかった。でも、本番のデートで制服はやめといたほうがいいぞ。普通の服で、原宿を巡るデートなら問題ないと思う」

　そこで縁太郎は、いったん言葉を区切ってから、

「結ゆ衣いは、どうだった？　相手を楽しませるのはもちろんだけど、自分もちゃんと楽しめないと、良いデートとは言えないからな」

「……そ、そうね。私も、今日のデートは──」

　結衣はおもむろに夜空を見上げ、それから、屈託のない笑顔を縁えん太た郎ろうへ向けて、




「楽しかった」




　それは、今日一番の──。

　……いや、それどころか。

　結衣と出会って今まで見てきた中で、最高の笑顔かもしれない。

　縁太郎はしばし見とれてしまうが、結衣が何かを思い出したかのように「あっ」と呟つぶやいて、

「……一つ、疑問に思っていることがあるの」

「お、おう。何でも聞いてくれ」

　結衣は気まずげに口ごもり、少し離れたところにあるベンチを指さした。

　そこにはやはりカップルがいて、べったりと体をくっつけあっている。

「何がどうなったら、あの状態になるの？」

「あの状態って、つまり……どういうきっかけで、いちゃいちゃするのかってことか？」

　結衣はうつむき加減になって、ほんの僅かに頬ほおを朱色に染めながら、

「たとえば、縁太郎と私は、こうして普通に話してるでしょ？　もし仮に、私たちが本当のカップルだったとしても、同じような会話をすると思うのよ。それがどういうタイミングで、手を繋つないだりするの？　どちらかが相手に申請するの？　手を繋ぐことを許可してもらえませんか……みたいに」

「いや、申請って……」

　思わず苦笑が漏れそうになるが、結衣は大真面目な顔で縁太郎のことを見ている。

　それならばと、縁太郎も真剣に考えて……。

「そこは、アレだよ。その時の空気っていうか、雰囲気っていうか」

「それじゃ分からない。もっと論理的に教えてほしい」

「うーん。そう言われても……」

　それは不可能だと思う。

　いくら結衣が天才科学者だとしても、人の気持ちを正確に理解するなんて……。

　それにそもそも、言葉で説明できるものでもないと思う。

「そこはほら……。〝なんとなく〟ってやつだよ」

　自分の気持ちと向き合うように、相手の気持ちを感じ取る。

　理屈では説明できない何かを信じて、手を繋ぐ。

　それを出来るのが恋人であって、結婚して夫婦になれる相手なのだろうと思う。

「なんとなく……」

　結ゆ衣いは呟つぶやき、縁えん太た郎ろうから視線をはずしてケバブを口にする。

「……縁太郎は、そういう経験がたくさんあるの？」

　一瞬だけ、どうしようかと考えて──。

　縁太郎は正直に告げることにした。

「……実をいうと、今まで一人としか、付き合ったことないんだけどな」

　すると結衣は、大げさなぐらい眉をひそめて、裏切り者を糾きゆう弾だんするような口調で、

「なにそれ!?　私と変わらないじゃない！」

「いやいや、０と１は大違いだろ。確かに相手は一人だが、一通り経験してっから」

「一通り……」

　縁太郎のことを怒った顔で見ていた結衣が、ぼっと頬ほおを赤らめる。

「……牡ぼ丹たんみたいな反応だな」

　うっかりこぼれたその一言に、結衣はさらに赤くなり、

「ち、違うわ！　そんなこと、考えてないっ！」

「真っ赤な顔で言われても、説得力がねえぞ」

「もーっ！」

　悔しそうに眉を寄せながら、唸る結衣。

　その子供みたいな反応に、思わず笑ってしまう縁太郎だが、

「……じゃあ、今は恋人とか、いないの？」

　その一言が、痛いところに突き刺さって渋い顔になる。

「恋人は、いないな」

　学生時代に付き合っていた恋人と別れてから、しばらく経っている。

　仲人なこうどの仕事が忙しくて恋人をつくる暇がない。そう自分に言い聞かせているのだが──。

　それはただの言い訳にすぎないのかもしれないと、心のどこかで思ってる。

　結婚するのは、もっと仕事を軌道に乗せてから。

　そうは思うが、いつになったら商売繁盛するのか、分からないわけで……。

「す……好きな人も、いないの？」

　さらに追及してくる結衣。

　縁太郎へ向ける瞳の奥に、不安と期待がせめぎあっているかのような、感情のゆらめきがあった。

「お、俺のことはいいからさ、今は結衣の婚活について話そうぜ。本番のデートに向けて、聞きたいことはないか？　デート以外の話でもいいし」

　結衣の気持ちと、自分の気持ち。

　その両方から目をそむけようとするかのように、縁えん太た郎ろうはわざと明るい声を出す。

「……そ、そうね。それなら──」

　それから結ゆ衣いと縁太郎は、普段の調子で婚活について話した。

　お互いに制服でデートをするという、かなりイレギュラーな内容になってしまったが。

　それでもリラックスした様子で話している結衣を見て、デートに対する緊張を和やわらげる──という目的は果たせたのではないかと、縁太郎は思うのだった。




　＊　＊　＊




　結衣と原宿で別れて、一人になって。

　夜の神田の町を歩いて帰宅する縁太郎だが、家の門の近くに人影がある。

「……カレンか？」

　声をかけると、コツっとヒールの音がして、街灯の明かりの下にカレンが歩み出てきた。

「ちょうどよかったですわ。今、縁太郎に電話をしようと思っておりましたの」

　ガラケーを手に持っているカレンは、婚活用の服を着ている。それも彼女が一番気合いを入れる時のもの。メイクにも力が入っていて、ずぼらな彼女を見慣れている縁太郎の目には、まるで別人のように映る。

「悪いな。ちょっと出掛けてた」

「結衣とデートの練習をしていたのでしょう？」

　ズバリ指摘され、縁太郎はカレンの顔をまじまじと見てしまう。カレンにはそのことを話した覚えがない。

「牡ぼ丹たんが言ってましたわよ。縁太郎と結衣が婚活の練習でデートをするって。これはまさしく、遊びのつもりが本気になってしまうパターンだって」

「い、いや……あくまでも婚活支援の一環だからな？　仲人なこうどの仕事のうちだ」

　縁太郎は焦り顔で弁解し、カレンは「あら、縁太郎もまんざらではないのかと思っておりましたのに」と、からかうような笑みを向けてくる。

　──どうしてみんな、俺と結衣をくっつけたがるんだ。

　そう思う縁太郎だが、口には出さない。

　下手なことを言うとさらに遊ばれてしまいそうだし、デートの余よ韻いんがまだ残っているので、かけられた言葉を冷静に捌さばききれるかどうか分からない。

　なので〝こほん〟と、わざとらしい空から咳せきをついて、強引に話題を変える。

「──で、カレンは何か、用があるんだよな？」

　するとカレンも真面目な顔になり、自分の着ている婚活用の一いつ張ちよう羅らを見下ろした。

「実はわたくしも、今日はデートをしておりましたの」

　それを聞いた縁えん太た郎ろうは、思わず眉を寄せ、

「デートって……カレンは今、誰とも交際してないよな？」

「これから交際しようと考えていた方と、ですわ」

　察しなさいといわんばかりの視線に、縁太郎はピンとくる。

「玉たま置きさん、か？」

　カレンはどこか得意げな様子で微笑んで、勇ましく腰に手を当てた。

「こう見えてわたくしは、ベテランの婚活女子。飲み会の時に、玉置さんとメールアドレスを交換しましたの。連絡先さえ分かれば、デートの約束をとりつけるぐらい朝飯前ですわ」

「……そうか。玉置さんと」

　縁太郎は驚いて、カレンのことをまじまじと見てしまう。

「もしかして、交際まで進んだのか？」

　婚活における交際は、必ずしも仲人なこうどを経由する必要はない。

　当事者同士で話をつけて、仲人に事後報告をすることもある。婚活歴が長い会員であれば、わざわざ仲人に頼らなくても、自分の力で交際を勝ち取ることもそう珍しくない。

「心配しなくても大丈夫ですわ。抜け駆けなんて、そんな卑怯な真似はいたしません。早さ乙おと女めの令嬢たるわたくしに、ふさわしくありませんもの」

　カレンはフフンと鼻を鳴らして、縁太郎は安あん堵どの息をつく。

　もちろん、カレンの婚活は応援したいが、今は結ゆ衣いの味方をしている。婚活の練習としてデートまでしたのだ。あっさりとカレンに出し抜かれてしまっては、結衣に合わせる顔がない。

「──それで、縁太郎に言っておきたいことがありますの」

　素っ気なく金色の髪を払ったカレンが、何を言うのか？

　縁太郎には、見当がつかない。

　じっと見つめて言葉を待つ縁太郎に、カレンはきっぱりと告げる。




「わたくし──玉置さんからは、手を引かせていただきますわ」




「え……」

　思わず、声が出た。玉置を巡って結衣と対決をすると、言った矢先に身を引くなんて。

「もしかして、デートで何かやっちまったのか？　取り返しのつかないような失敗を」

「……縁太郎は、わたくしのことを何だと思っておりますの？　そんな失敗、しませんわ」

「でも、デート中に財布を落として、貧乏がバレて交際が終わったこともあるし」

「あ、あれは、ちょっとうっかりしていただけで……失敗なんて滅めつ多たにしませんわよ」

　ぷいっと不機嫌そうにそっぽを向いたカレンに、「じゃあ、なんで……？」と縁太郎は問いかける。

「玉たま置きさんは、フィーリングが合いませんでしたの」

　ばっさりと斬り捨てたカレンに、未練の気配はない。

「……飲み会の時は、楽しそうにしてたよな？」

「あの時は、お酒が入ってましたから。素面しらふの時は、ちょっと雰囲気が違いましたのよ」

　縁えん太た郎ろうの印象として、玉置は天性のパーティーピープルといった感じの男性だ。素面でもテンションがあまり変わらないタイプのように思える。居酒屋に来た時だって、登場した瞬間からテンションが高かったし。

「まぁ、そういうわけですから、玉置さんは結ゆ衣いに譲ってあげますわ」

　全く悔しくなさそうに笑うカレンに、縁太郎は強い違和感を覚える。

「でも、玉置さん。お金持ちなのに、いいのか？」

「相性が悪いんだから、仕方がありませんわ。人柄の相性は大切だって、説教をしたのは縁太郎ですわよ」

「そりゃあ、そうだけど……」

　縁太郎はカレンの青い瞳をじっと見て、

「本当は、新人の結衣に気を遣ったんじゃないのか？」

　ベテランの婚活女子を自負するカレンであれば、そういう気遣いをするかもしれない。

　新人が一番最初に婚活をする相手というのは、実はかなり重要なのだ。

　たとえばいきなり〝地雷〟と呼ばれるような相手に当たってしまうと、そのことがトラウマになってしまって、婚活に消極的になってしまう。酷ひどい時には、結婚相談所を退会してしまうこともある。

「買いかぶりですわ。わたくしは聖人君子ではありませんのよ」

　そう言って肩をすくめるカレンだが、あごを触って眉を寄せ、

「……でも、せっかくだから応援してあげてもいいですわ。このまま結衣と、玉置さんを巡って対決をするってことにしたほうが、本人のやる気が出るでしょうから」

　それを聞いた縁太郎は、喉の奥で「うーん……」と唸って、

「ありがたいけど、カレンは本当にそれでいいのか？」

　するとカレンは、何でもなさそうに苦笑して、

「わたくしはまた別の機会に、玉たまの輿こしを狙わせていただきますので」

　そのあっさりとした言葉が、縁太郎の猜疑心をさらに強くする。

　さらに問い詰めようと思う縁太郎だが、カレンは「それではまた、お祭りの日に」と口にして、夜の暗闇の向こう側へと歩き去ってしまったのだった。







　第６話　祭りのあと







　神田祭イベント婚活の当日。

　朝の白はく城じよう結婚相談所の居間で、神田祭に参加する人たちが準備をしている。

　普段は使っていない部屋を臨時の更衣室にして、お祭りの格好に着替え終わった会員が居間に待機している。男女含めて八人ぐらいいるので、かなり窮きゆう屈くつに感じる。

　お祭りに参加するために待機している会員の中には、結ゆ衣いと牡ぼ丹たんとカレンもいて、お祭り用の衣装に着替えたところだ。

　神田祭のお祭り衣装は、それぞれの町会によって統一されている。背中に町会の名前が入ったはっぴを着るのはどこも同じで、それ以外の部分は町会によってまちまちだ。

　縁えん太た郎ろうの所属している町会では、揃いのはっぴと黒の股引きという組み合わせが定番で、それぞれを町会で貸し出している。

「みんな、よく似合ってるな。下町の女って感じだぜ」

　自分もお祭り衣装に着替えている縁太郎が満足げに腕を組み、その隣に立っている駿する河が野の（牡丹の交際相手）もしきりに頷うなずいている。

「まぁ、わたくしは高貴なレディですから、どんな衣装も着こなせて当然ですわ」

　そう言ったカレンが、結衣を見据えてフフンと微笑んだ。

　彼女はあの夜の宣言通り、玉たま置きを巡って結衣と対立している──という演技をしている。

　縁太郎としてはそんなカレンの姿に、胸の奥がモヤっとするのだが。

「今日は私も、本気だから」

　何も知らない結衣は対抗心を燃やして、カレンの視線に立ち向かう。

「この髪型。玉置さんはこういうのが好きだって、ＳＮＳで調べたの」

　得意げな鼻息をついた結衣が、ポニーテールにまとめている黒髪を振った。馬の尻尾さながらにファサっと舞い踊るそれを見つめて、縁太郎は思わず真剣な目付きになってしまう。

　──これは、中々……。

　照れくさいので口にしないが、ポニーテールの結衣は縁太郎の好みに突き刺さっていた。

　ちょろっと後れ毛の跳ねているうなじと和装の相性が抜群だ。

「ガン見ですね、縁太郎さん」

　かけられた声にハッとして、振り返った先にいたのはニヤニヤ顔の牡丹。

「そんなに結衣にゃんのうなじが気に入ったんですか？」

「べ、別に、そこまで見てねえよ」

　図星を突かれて慌てる縁太郎だが、牡丹はまるで聖母のように微笑んで、

「いいんですよ、縁太郎さん。隠す必要はありません。わたしは男性のそういう気持ちに寛かん容ようですから」

　一方的に縁えん太た郎ろうのことを許容してきた牡ぼ丹たんも、はっぴを着ている。

　その下にはちゃんとＴシャツを着ているのだが、襟の曲線が深いカーブを描いているので、はっきりと谷間が見えていて……。

「もー、縁太郎さん。結ゆ衣いにゃんのうなじの次は、わたしの胸ですか？」

「ち、違うって！」

「いいんですよ、無理に否定しなくても。エロは一種のファッションですから。そういうリアクションをしてもらえるように、我々女子は絶妙にエロさを加減してるんです」

　その主張を耳にした男性が、縁太郎の隣でうんうんと相づちを打つ。

「牡丹ちゃんのエロ哲学、分かりみが深いっす。女の子の魅力を高めてくれる〝ファッション〟のようなものなんですよ、エロってやつは」

　彼は高たか木ぎという名の会員で、〝交際相手とのデートイベント〟として神田祭に参加する。

「さすが高木さん、玲れい奈なちゃんとお付き合いをしているだけのことはあります。あの子はまさに、エロをファッションとして使いこなしてますからね」

「そうなんすよ。まさに小悪魔って感じで、最高にエロ可愛いんです！」

　そんな話をしていたら、ちょうど玲れい奈ながやって来て、居間の戸口から顔をのぞかせた。

　毛先を揃えた前髪の下に、優しげな眼差しがある。ぱっと見の印象はおっとりとして優しそうだが、柔らかく微笑んでいるピンク色の唇から大人の色香が滲にじみ出ている。牡丹よりも大胆にはっぴの胸元を露ろ出しゆつさせていて、ほんのりと汗をかいている白い肌が艶つやっぽい。

「高木くん。いこっ」

　愛らしく小首を傾かしげて高木へ微笑みかけた女性──玲れい奈なは、別の結婚相談所に所属している会員だ。

　二人は共通の趣味を持っている人を集めて行う婚活──趣味婚パーティーで知り合った。

　玲れい奈ながハマっているゲームの世界で、高木は〝ＴＫＧ〟というネームで活躍しているトッププレイヤーで、ゲームの〝フレンド〟としてネット越しに一緒にゲームをやるようになり、リアルでも頻繁に会うようになって、今は結婚を前提とした交際をしている。

「玲れい奈なちゃん。いま行く」

　玲れい奈なのほうへ向かって歩き出す高木。

　縁太郎はその肩を軽く叩いて、振り返った高木と視線を交わした。

　──今日、彼は玲れい奈なに結婚を申し込む。

　仲人なこうどとして背中を押すのは、これが最後かもしれない。

　縁太郎は、その一言に気持ちを込めて、

「……頑張れよ」

　高木はぎゅっと握りこぶしを作って、力強く頷うなずいた。

　事情を知っている牡ぼ丹たんやカレンも彼を応援するかのような眼差しになり、それを背中に受けた高たか木ぎが、玲れい奈なの元へと歩み寄る。

「玲れい奈なちゃん。その衣裳、良く似合ってる。可愛いよ」

「高木くんもそういうの、いいね。男らしい」

　二人は慣れた様子で手を繋つなぎ、そのまま玄関のほうへ向かって歩き出す。

　彼のプロポーズが成功しますようにと、縁えん太た郎ろうは心の中で祈っていた。

「わたしはどうですか、駿する河が野のさん。お祭りバージョンですよ」

　高木と玲れい奈なの〝空気〟にあてられたのか、牡丹がツインテールを振って駿河野に歩み寄る。

「い、いいと思うよ。その、最高に、エロ可愛いなって！」

　赤くなりながらはにかんだ駿河野が言って、牡丹から差し出された手を握る。

「えへへ……。たまにはお祭りもいいですね、気分転換になります。……まあ、気分転換してる場合じゃないんですが」

　自じ嘲ちようするかのように笑った牡丹は、まだエロ漫画のアイディアに悩んでいるらしい。

「す、すみません。自分がもっと、牡丹さんの力になれていれば……」

「いえいえ。駿河野さんは、わたしを助けてくれています。身近に応援してくれる人がいるってだけで、すっごく心強いんです」

　手を繋いだ二人が廊下を歩いて、縁太郎たちもそのあとに続く。

　──この二人も、いい感じに交際できてるな。

　駿河野は牡丹の漫画のファンなので、エロ漫画に対して抵抗がない。

　それどころか、好意的に応援してくれている。

　性格の相性も良さそうだし、このまま順調に交際を進めることができれば、ゴールインできるかもしれない。

「とりあえず今日は、いったん漫画のことは忘れて……お祭りを全力で楽しみますっ！」

　そう言って元気よくドアを開けた牡丹だが、すぐに硬直してしまう。

　驚愕に目を見開いて、「な、なんじゃこりゃあ……」と、薄く開いた口から呟つぶやきを漏らした。

　彼女の視線をたどると、家の前の歩道をわらわらと歩いている他の町会の人たちがいて、その衣装は少し特殊なものだった。

「え、縁太郎さん。どういうことですか？　こんなことが、許されていいんですか！」

　牡丹の大げさなリアクションに、縁太郎は苦笑して、

「まあ、今となっては珍しいけど、立派な伝統衣装だからな」

「でも、だからと言って──」

　その一団を指さした牡丹が、ツインテールを振り乱し、




「これじゃまるで──男だん尻じり祭まつりじゃないですか！」




　その町会の男たちは、はっぴの下にふんどしを絞めていた。

　確かに露ろ出しゆつが激しいが、れっきとした日本の下着であって、なんの問題もない。

「ほら、あれだよ。女の子だって、夏の砂浜で露出の多い水着を着たりするだろ？　それと一緒で、お祭り特有のファッションだと思えば──って、牡ぼ丹たん？」

　牡丹は縁えん太た郎ろうの話を聞いていない。

　焦点の定まらない瞳をふんどし姿の男たちへ向け、込み上げる思考を半開きになっている口からこぼすかのように、

「ふんどしプレイ……。チラリズム的な要素もあって、なおかつ新しさがある……。読者さんもその存在は知っているだろうし……」

　やがて彼女は、頷うなずいた。

　何度も何度も頷いて、真剣な顔でこう言った。

「すみません。わたし、今日は帰ります」

「えっ……。いや、祭はこれから──」

「漫画のアイディアをひらめいたんです。もう、描きたくて仕方がないんです。ちょっとわたし……ごめんなさいっ！」

「おい、牡丹！」

　縁太郎がとめるのも聞かず、牡丹はお祭り衣装のまま、駅のほうへ向かって走り出してしまう。

　突然のことに、縁太郎は唖あ然ぜんとしていた。

　それは結ゆ衣いとカレンも同じで、そして誰よりも──。

「…………」

　縁太郎は恐る恐る、駿する河が野のの顔色をうかがう。

　彼は牡丹が走り去ってしまった方向を見つめて、呆然としていた。

「あの、すみません。牡丹のやつ、悪気はないんです。ただ、漫画のことになると、周りが見えなくなっちまって……」

　縁太郎が慌てて頭を下げると、駿河野はハッとして、人の良さそうな笑みを浮かべる。

「い、いや、いいんです。牡丹さんはクリエイターですから、そうなって当然です。自分は、その……牡丹さんのそういう部分も、大切にしたいというか、尊重したいんで……」

「ほんと、すみません。後でちゃんと、言っておきますから。もっと駿河野さんのことも考えるようにって」

「いえ、ほんとに気にしてないんで、大丈夫です。牡丹さんと一緒に参加できなかったのは、残念ですけど……せっかくの機会なので、お祭りを楽しませていただきます」

　駿河野はそう言って、愛想よく笑ってくれているのだが。

　──その笑顔の向こう側に隠されている、本当の気持ち。

　それを読み取って助言をするのが仲人なこうどの仕事であって、ほのかに感じられる失意の気配に、縁えん太た郎ろうは危機感を覚えてしかめっ面になってしまう。

　──このままじゃ、まずいな……。

　エロ漫画家の牡ぼ丹たんが婚活に苦戦する理由。

　エロうんぬんよりも、もっと根の深い原因があるかもしれないと、縁太郎は考えていたのだった。
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　縁太郎はカレンと結ゆ衣いと駿する河が野のをつれて、町会の集合場所になっている近所の神社へと向かう。

　いつもなら都会の喧騒を忘れることのできる静かな神社に、人の声が満ちている。

「ずいぶん大勢の人がいますのね……」

　神社の敷地に足を踏み入れたカレンが辺りを見回した。

「ああ。この日のために県外からも助っ人を頼んでるからな」

　縁太郎も一緒になって視線を巡らせて、去年よりも人が多いなと思う。

　敷地の中央に鎮座している神み輿こしの周りで、町会の人たちが拍子木ひようしぎの音に合わせて気合いを入れている。その声のほとんどは大人のものだが、甲高い子供の声も交ざっている。

「おっ、仲人さん。おはよう！」

　大きな銀杏いちようの木の下に子供たちが集まっていて、その近くに立っている女性の一人が、縁太郎に気付いて元気に手を挙げた。

「三みノの山やまさん。おはようございます」

　縁太郎が頭を下げて挨あい拶さつしたのは、三ノ山菜な緒お。

　まひると同じ保育園で働いている保育士だ。

「この〝祭りの空気〟っての、いいよね。あたし、出身が埼玉の秩父でさ。あそこも祭りがすごいんだ」

　ぐるっと肩を回した菜緒が、楽しそうに笑ってえくぼを見せている。他の保育士や子供たちも、祭りの雰囲気を楽しんでいるように見える。

　その光景に、縁太郎は内心でほっとしていた。

　彼女たちがここにいるのは、『神田祭に、保育園の人たちと参加してみませんか？』と、縁太郎がまひるに声をかけたのがきっかけだ。少子高齢化のあおりをうけて、祭りに参加してくれる子供たちが減ってしまったと嘆く町内会長から頼まれて、まひるに提案をしたのだ。

　するとその話を聞いた保育園の園長が乗り気になって、縁太郎が町内会に話を繋つなぎ、園児たちに子供神み輿こしを担いでもらうことになった。

　子供たちが祭りの雰囲気に馴染めるかどうかが心配だったけど──見たところ楽しそうにしている。

　保育士たちも、子供と一緒にテンションをあげているようにみえるが──。

「……ところで、まひるさんは？」

　子供を囲むように立っている保育士の女性たち。その中に、まひるの姿が見当たらない。彼女も祭に参加してくれる予定なのだが。

「そのことだけど……何とか言ってやってほしいんだよ」

　険しい顔になった菜な緒おが、さりげなく子供たちから離れて、縁えん太た郎ろうに耳打ちをする。

「まひるのやつ、今日は引っ越しがあるから来れなくなったって」

「え……？　でも、まひるさんが引っ越すなんて──」

　そんな話は、聞いてない。

　ちょっとおかしいと思う。

　だって、彼女とは少し前に会ったばかりだ。何か良いことがあったみたいで、いつもよりニコニコしながら、手巻き寿司をご馳走してくれた。

　引っ越しの予定があるなら、あの時に話してくれてもよさそうなのに。

「それがさぁ……引っ越すのはまひるじゃないんだよ」

　菜緒の口調が、刺とげ々とげしいものになる。

　嫌なニュースを井戸端会議の話題に出して、酷ひどい話だと共感してもらいたい。

　そんな気持ちを持っている主婦さながらの声こわ色いろで──はたしてその真相は、縁太郎にとっても好ましいものではなかった。




「まひるが付き合ってる、例のホスト。そいつがまひるの家に転がり込んでくるんだよ」




　まひるは今、婚活パーティーで知り合ったホストの男性と付き合っていて、その交際に縁太郎は反対している。

　──だってそのホストが、どう見ても〝ダメ男〟としか思えないから。

　まひるは美人で、母性が強くて料理も上手くて、仕事もきっちりとこなす。一見すると完璧な女性なのだけど──男を見る目がまるでない。

　婚活パーティーに顔を出しては、どうしてそんな男が婚活パーティーに来ていたのかと、首を捻りたくなるような男の手を引いて、運命の相手を発見したと喜んでしまうのだ。

「縁太郎。リーチがかかりましたわね」

　後ろで話を聞いていたカレンが言って、縁太郎は重々しく頷うなずいた。

「リーチ？　なんだいそりゃあ？」

　片眉を上げて不思議そうな顔をしている菜な緒おに、縁えん太た郎ろうは事情をかいつまんで話す。

「いつものパターンなんですよ。交際相手がまひるさんの家に転がり込んできてからは、長く続かない。相手が仕事をやめてヒモになるか、まひるさんに飽きて浮気を始めるか。今まではそうでした。たぶん今回も──」

　うまくいかないと思う。

　実はあのホストが性根の真っ直ぐな男で、まひるを幸せにしてくれる……という可能性もゼロではないが。

　──アイツについて、探りを入れたほうがいいな。一度、あのホストの働いてるホストクラブへ行ってみるか……。

　縁太郎が考え込んでいると、その様子をじっと見ていた菜緒が、

「仲人なこうどさん。まひるのこと、真剣に考えてくれてんだね」

「え……？」

　急にそんなことを言われて、縁太郎はポカンとしてしまう。

　菜緒は表情を緩ゆるめて、頬ほおにえくぼをつくって、

「いや、まひるは幸せだなって思ってさ。いそうでいないもんなんだ。他人のことを真剣に考えてくれる人って」

「いや、まあ──」

　俺は仲人ですからと。

　照れ隠しに言って、頭を掻かこうとする縁太郎だが、




「いっそのこと、仲人さんがまひるのことをもらってやるってのは、どうだい？」




　ふいにかけられた言葉に、想像してしまう。

　ウェディングドレスを身にまとっているまひるの隣に、自分が並び立っている。

　そんな場面を思い描いてしまって、ドキっとしていると、

「縁太郎は仲人だから、会員とは結婚できないわ」

　どこか不機嫌そうな声がとんできた。

　まったくもって、その通り。

　その通りではあるのだが……。




　──どうしてそれを、結ゆ衣いが言うのか？




　縁太郎は振り返って、急に口を挟んできた結衣のことを見る。

　彼女は「そ、そう言ってるのを、聞いたことがある」と小声で付け足して、そそくさとポニーテールを振ってこちらに後頭部を向けた。やはりうなじが……いやそうじゃなくて。

「……へぇー。そういうことか」

　その様子を見ていた菜な緒おが、口元にニヤニヤ笑いを貼り付けながら、縁えん太た郎ろうの肩をバシっと威勢良く叩き、

「仲人なこうどさんも、すみにおけないね！」

「え、何が？」

　急に叩かれて驚く縁太郎だが、菜緒は「何でもないさー」と歌うような口調で言って、園児たちのほうへ向かって歩き出す。

　……すみにおけないって、どういうことだ？

　何が何やら分からずに、菜緒の背中を見つめる縁太郎。

　その向こうで結ゆ衣いは、何でもなさそうな顔で澄ましながらも、うなじを朱色に染めていた。
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「それじゃー、行きますかーっ！」

　町内会長が〝カシィ！〟と拍子木ひようしぎを鳴らした。

　その合図に合わせて、担ぎ手たちが神み輿こしの担ぎ棒に肩を入れ込んで、ぐっと歯を食い縛り──。

　神輿の頂点に取り付けられている金色の鳳ほう凰おうが、ゆっくりと持ち上がる。

　歓声と拍手が巻き起こって、大勢の担ぎ手たちと一緒に神輿が動き出す。

「結衣。いけるか？」

　婚活イベントとしてお祭りに参加している人は、それと分かるように赤いはちまちを頭に巻いている。

　そのほとんどは、交代要員として神輿のそばにいる。

「いくわ。私が、自分から──」

　両手でピシっとはっぴの襟をただした結衣が、縁太郎から離れて歩き出す。

　彼女が見つめる先にいるのは、掛け声に合わせて楽しそうに手拍子を打っている玉たま置き。

「あ、あのっ！」

　結衣が声を張り上げた。

　それに気付いた玉置が、手拍子をやめて、

「誰かと思えば、結衣チャンだ。ポニテもいいね、似合ってる」

「た、玉置さんも、その……今日はお葬式っぽくなくて、いいわね」

　無理やりひねり出した感じの褒ほめ言葉にひやっとする縁太郎だが、玉置は笑って「今日は誰も成仏させてないからね」と軽口を叩く。結衣の肩から少しだけ力が抜けた。

「──まったく、初々しいというか、危なっかしいというか」

　縁えん太た郎ろうと並んで結ゆ衣いの様子を見ていたカレンが、肩をすくめて苦笑する。

「ほんとうに良いのか、カレン？」

　縁太郎が問いかけて見つめる先で、カレンは少しだけ面倒くさそうな顔になり、

「縁太郎もしつこいですわね。わたくしがいいと言ってますのに、どうしてそんなに気にかけますの？」

「いや、だって……」

　どう考えても、不自然だから。

　新人の結衣が初めての婚活をするからって。

　最初の相手によっては、彼女の婚活に暗雲が立ち込めるかもしれないからって。

　──せっかく出会えたお金持ちの男性から、あっさり手を引いてしまうとか。

　お金持ちに対する執着が、なさ過ぎる。

　玉たまの輿こし狙いを公言して、婚活の幅を大きく狭めて、それなのに玉の輿を必死に掴つかもうとしないなんて。

「玉たま置きさんから手を引いた理由がさ、納得できないんだよ。そりゃあ、相性が悪いって言われればそれまでだけど……その判断が、早すぎる。たった一回のデートで、探し求めていたお金持ちの相手に見切りを付けるとか、そんなに嫌なことがあったのか？　玉置さんは、そこまでカレンと相性の悪い相手だったのか？」

「それは、その……」

　カレンは気まずげに縁太郎から目を逸そらし、

「あ、相性の他にも、その……。玉置さんは、分家！　そう、分家でしたのよ」

「……分家？」

　聞き慣れない言葉に首を傾かしげる縁太郎に、カレンは得意げにフフンと鼻を鳴らして、

「彼の家は大きな宗派のお寺で、確かにお金持ちなのですが、もっと大きな本家がありますの。──と、言うことは、もしも玉置さんと結婚したら、本家の人に頭が上がらなくなるということになりますわ。そんなのわたくし、嫌ですわ」

　相性が悪いと言った次には、嫁いだ先の家族事情。

　まさに仲人なこうどが反対できない二大要素を持ち出され、逆に縁太郎はカレンに対する疑いを強める。

　──やっぱりカレンは、新人の結衣のために……。

　こちらが否定できない理由をつけて、玉置から手を引いた。

　もしもそうだとしたら、それはもう……自分のための婚活じゃない。

　玉置の件に関していえば、カレンは〝結衣のための婚活〟をしていることになる。

　わざわざ玉置がどういう人間であるのか、実際にデートをしてみて確かめて。

　安全であると分かれば、さっと手を引き、サポートに回る。

　玉たま置きの好みだというポニーテールに髪を結っている結ゆ衣いは、そうとは知らずにライバルと思っていたカレンから応援されて、白はく城じよう結婚相談所での新しい婚活を問題なく始めることができる。

　だけど、カレンは。

　結衣のために身を削ってくれたカレンの手には、何も残っていないのだ。

　それが縁えん太た郎ろうとしては見過ごせないし、許せない。

「カレンはもっと、カレンの婚活をしていいんだぜ」

　彼女は先輩会員として、後輩の面倒を見すぎている。

　そう感じる場面は、結衣の件に限らない。

　どうもカレンは、自分のことを後回しにする癖がある。

「わたくしはちゃんと、自分の婚活をしてますわ」

「いや、そうは見えねえ。今回だって、結衣に気を遣ったんだろ？」

「そんなことないと言っておりますわ。何度同じことを言わせますの？」

　疲労感の強い吐息を漏らすカレンに、それでも縁太郎はしつこく食い下がる。

「だってなぁ……カレン。そうとしか思えねえんだよ。結衣と玉置さんを巡って対立した時だって、結衣が俺のサポートを一方的に受けられるようにしたり、結衣のことをわざとらしく挑発して、やる気を出させようとしたり。口で何と言おうが、気を遣ってるようにしか思えねえって」

「べっ、別に、そんなつもりはありませんって！」

　即座に否定するカレンは、顔が赤い。

　それはまるで、嘘がバレたことに動揺して、頬ほおを紅潮させているかのようで、

「俺は正直、疑ってるんだ。お前が本当に心の底から玉たまの輿こしを狙っているのかどうか、怪しいと思ってる」

　するとカレンは、赤い顔のままで縁太郎のことをキッと見て、

「ど、どうしてわたくしが、疑われなくてはならないんですの！　理不尽ですわ！」

　そこで縁太郎は大きく息を吸い。

　さらに踏み込む覚悟を決めて、カレンの顔を見返した。

「じゃあ、聞くが。どうしてカレンは、そこまで玉の輿にこだわるんだ？」

　その問いにカレンは、呆れたようなしかめっ面になり、

「今さら、何を言っておりますの？　それはもちろん、かつての栄光を取り戻すためですわ」

「それ、別の方法でどうにかできないのか？　結婚じゃなくても、金持ちになる方法が──」

「ないと思いますわ」

　カレンはキッパリ言い切って、自じ嘲ちようするかのようなため息をついた。

「ちょっとしたお金持ちなら、知恵と努力でどうにかなるかもしれません。しかし、上流階級の世界を目指すとなると話は別ですわ。庶民がその世界へ行くのは、ほぼ不可能。資産だけでなく、周りから認めてもらえる家柄が必要になりますわ。そうなると──お金持ちの殿方との結婚こそが、わたくしに残された最後の道になりますの」

　カレンの目指す世界がどういうものなのか、縁えん太た郎ろうには分からない。

　もしかすると、本当に素晴らしいものであるのかもしれない。人生を賭けて目指す価値があるのかもしれない。

　でも。

　縁太郎は思うのだ。

「カレンはそんなに、庶民の世界が嫌なのか？」

「……え？」

　きょとんとしているカレンに、息つく暇を与えずに、

「楽しそうに、見えるんだ。牡ぼ丹たんや結ゆ衣いやまひるさんと喋しやべってる時とか、上手くやりくりをして節約生活をしてる姿とか。楽しんでいるように見える」

　そこで一旦、言葉を区切り、

「──でも、カレンはたまに、楽しくなさそうな顔をする」

　縁太郎は悲しげに眉を寄せ、じっとカレンのことを見て、




「玉たまの輿こしどうのって話をする時、カレンの笑顔は──嘘っぽくなっちまう」




　その一言に、カレンはハッとして目を見開いた。

「金持ちになることにそれほど執着していない。俺にはそんなふうに見える。本当は何か、他に理由があるんじゃないか？　単に上流階級に戻りたいってわけでもなくて」

　問いかけて見つめる先で、カレンは何かを考え込んでいるかのように押し黙る。

　向かい合ったまま足をとめている二人を残し、お神み輿こしが遠ざかっていく。

　担ぎ手たちの掛け声がほとんど聞こえなくなって──。

「縁太郎には、関係のないことですわ。どんな理由があったとしても、それは個人的な事情なのでして。縁太郎に話す義務もなければ、縁太郎がそれを気にかける必要も……」

　それを聞いた縁太郎は、一歩カレンに近付いて、

「水くさいこと言うなよ、カレン。俺たちは婚活のパートナーだろ？　隠し事はなしにしようぜ。どんなことでもいいから、聞かせてくれよ。言いづらいことでも、恥ずかしいことでも」

「し、失礼なことを言わないでくださいまし。べ、別に、恥ずかしいことではありませんわよ……」

　カレンはまだ決心がつかないようで、しばし沈黙していたが。

　縁えん太た郎ろうがじっと見つめていると、やがて諦めたような顔で嘆息する。

「……わたくし、約束をしておりますの」

「約束？　金持ちになるってことを？」

　カレンは頷うなずき、チラっと自分の左手を見た。

　その小指には銀色の指輪があるのだが、随分と年季が入っている。傷は多いし、所々メッキが剥げている。

「子供の頃の話ですわ。まだお屋敷に住んでいた時、わたくしはメイドに囲まれて暮らしておりまして」

　当たり前のように〝メイド〟という単語が出てきて、縁太郎は一瞬、戸惑ってしまうのだが──。

　カレンはかつて、お金持ちの〝お嬢様〟だった。

　その頃の話であれば、メイドが家にいてもおかしくないのだろう。

「住み込んでいるメイドの子供に、マリアという女の子がおりましたの。彼女はわたくしよりも五つ年上で、わたくし専属の〝お世話係〟でしたわ。物心ついた時からわたくしの面倒をみてくれて、わたくしは彼女のことを姉のように慕っておりました。彼女はメイドの子供で、わたくしはお屋敷の令嬢。もちろん身分は違うのですが、それでもわたくしたちはお互いのことを、姉妹のように思っていましたの」

　カレンは輝かしい思い出を噛みしめるかのようにしみじみと語り、ため息をついて表情を曇らせる。

「わたくしとマリアは、早さ乙おと女めの家が没落した時に、離ればなれになってしまいました。まぁ、当然のことですわね。住み込みのメイドを雇う余裕なんて、なくなってしまいましたもの。マリアはメイドの母親と一緒に、別のお屋敷に移り住んで、わたくしは田舎のアパートへと移住することになりましたの……」

　今だからこそ、笑って話すことができると。

　カレンは遠い目になって口の端を緩ゆるめ、そこに複雑な気持ちの片鱗を見せる。

「正直、最初は意味が分かりませんでしたわ。メイドたちがいなくなり、物置みたいな六畳間に住むことになって。天幕つきのベッドも、可愛いお人形も、綺き麗れいなドレスも、みんな幻のように、ある日突然、消えてしまいましたのよ」

　縁太郎は当時のカレンの心情を、想像することしかできないが、子供心に生なま半はん可かな衝撃ではなかったんじゃないかと思う。

　自分の信じていた世界が、根底から覆されてしまったような。そんなショックに、呆然としてしまったんじゃないかと。

「わたくしは現実を受け入れることができなくて、外の世界から目を逸そらしておりました。わたくしが大切にしていたものは、みんな無くなってしまったんだと思って、塞ぎ込んで……」

　そこでカレンは、微笑んだ。

　まるで当時のその瞬間を、目の当たりにしているかのように。

「でも、それは勘違いでしたの。マリアが、来て下さいましたのよ。三十キロ以上も離れているのに、買い物用の自転車で、息を切らして──カレンお嬢様、お久しぶりですって。わたくしのことを、お嬢様と呼んでくれて」

　そこからカレンは、嬉うれしそうに声を弾ませて、

「マリアは毎日のようにわたくしの家にやって来ては、料理を作って、掃除をして、メイドのように振る舞って。わたくしと妹たちに、優しくしてくださいましたの。もう雇われているわけでもないのに。お金も貰えないのに。田舎の山道を、遠くからはるばる、自転車で」

　感謝の気持ちを噛みしめるような吐息をついて、しかしカレンは──切なげな顔で小さくかぶりを振った。

「でも、そんな毎日も、長続きはしませんでしたの。マリアが、もっと遠くへ行ってしまうことになって。今度こそ、会えなくなってしまうって」

　そしておもむろに、カレンは自分の左手を縁えん太た郎ろうのほうへかざしてみせた。

　その小指にはめられている指輪。

　それをまじまじと見つめて、その視線をそのまま縁太郎へと向けて、

「これはマリアが、餞せん別べつにくれた指輪なんですの。早さ乙おと女めの令嬢にはささやかですけれど、って。当時は中指でも大きかったのに……いまでは小指にしかはまらなくなってしまいましたわ」

　カレンは一度目を閉じて、ゆっくりとまぶたを持ち上げる。

　その青い瞳にあるのは、強い決意の光だ。




「その時にわたくし、マリアに誓いましたのよ。今度はわたくしが、迎えにいくと。いつか再び、上流階級の世界に舞い戻り、〝お嬢様〟としてマリアに会いに行く。だから、待っていてほしいと」




　縁太郎は神妙な顔でカレンを見つめて、小声で「そうか……」と呟つぶやいた。

　ふたを開けてみれば、カレンらしい理由だった。

　自分自身のためではなくて、誰かのために身を削る。

　縁太郎の知っているカレンであれば、そういうことをするだろう。

「そのマリアって人とは、それ以来会ってねえのか？」

「えぇ。他の家のメイドになったとパパが言っておりましたけど、今ではその家にもいないようでして」

「そうなのか……」

　行方不明と聞いて、縁太郎はとある人物を思い浮かべる。

「古ふる屋やさんなら、見つけてくれるんじゃないか？」

　それは、白はく城じよう結婚相談所に出入りしている探偵。

　縁えん太た郎ろうは主に素そ行こう調査や浮気調査を頼んでいるが、一度だけ行方不明になった交際相手を探してもらったことがある。その分野に精通している仲間がいるらしく、ほんの数日で住所を特定してくれた。

「ためしに聞いてみたことがありますが、手がかりが少なすぎて大金がかかってしまうと、言われてしまいましたわ……」

　カレンはそう言って、しゅんとしょげた顔になる。

　古屋は優秀な探偵であるが、そのぶん金を取る。しかも全額を前金で払わないと絶対に仕事を引き受けてくれない。

「それに縁太郎。わたくしは〝お嬢様〟になって、マリアに会いに行くと誓っておりますの。庶民のままでは、マリアに合わせる顔がありませんわよ」

　そしてカレンは、演技っぽい仕草で手首をひるがえし、

「──まぁ、その話を抜きにしても、早さ乙おと女めの令嬢として貴族の血を引いているわたくしの結婚相手には、収入・教養を兼ね備えた上流階級の殿方こそが相応ふさわしい──という理由がありますけれど！」

　高たか飛び車しやな貴族の令嬢を思わせる──いや、そういう雰囲気を出そうとしている声を上げ、颯さつ爽そうと踵きびすを返したカレンが歩き出す。

　その足取りは力強くて、迷いがない。

　自分の進む道は正しいのだと、確信しているような歩き方だ。

　縁太郎は悩ましげな表情で、カレンの背中を見ていた。

　今のままでは、彼女の背中を押すことができない。

　むしろ引き留めなくてはならないという気持ちが強くなっている。

　──カレンの婚活には、根本的なところに致命的な問題がある。

　それを発見できたことは大きな収穫であるが。

　しかし、どうすれば解決できるのか……。

　縁太郎には〝答え〟が見えていなかった。
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　近所の神社を出発した神み輿こしは、神み酒き所しよと呼ばれる休憩所を順じゆん繰ぐりに巡る。

　そこはマラソンの給水場のような場所で、簡易テントの下に長いテーブルが設置されている。ちょっとした食べ物や飲み物が用意されていて、神輿をおろす台もある。担ぎ手たちは神輿を肩からおろして、骨休めをすることができる。

「次はわたくし、お神み輿こしを担いでみたいですわ」

　台座におかれた神輿の近くで、カレンが威勢よく言った。

　するとその周りにいた男性たちが「さすがカレンさん！」「じゃあ俺も！」と口にして、すかさず距離を詰めようとする。彼らはみんな赤いはちまきをしている婚活男子たち。カレンのことを〝狙って〟いるのかもしれない。

「それじゃあ、みんなで担ぎますわよ！　格好いいところを見せてくださいまし」

「「「「おぉーっ！」」」」

　男たちが歓声をあげて、カレンも一緒に微笑んで。

　──楽しそうに笑ってんな。

　下町の祭りという〝庶民の行事〟を、カレンは全力で楽しんでいる。

　──さて、どうするか……。

　縁えん太た郎ろうは神み酒き所しよのおばさんから紙コップに入ったお茶をもらって、考える。

　カレンにこのまま、玉たまの輿こし狙いの婚活をさせてはいけない。

　今までは〝成婚できる可能性が低い〟という理由で反対していたが、反対すべき本当の理由が見つかった。絶対に見逃すことのできない問題があった。

　しかしそれが分かったところで、一体、どうすればいいのか。

　具体的に、何をするべきなのか……。

「縁太郎。担ぐか？」

　町内会長から手拭ぬぐいを差し出され、縁太郎はそれを受け取り、悩む気持ちに喝かつを入れるかのように頭を強く振る。

　神輿の近くで腰を屈めて、担ぎ棒と肩の間に手拭いを挟んでクッションにする。

「それじゃー、息を合わせて。せーのっ！」

　カシィ！　という拍子木ひようしぎの音に合わせて神輿が持ち上がる。

　担ぎ手の数は約五十人と多いが、神輿の重さは五百キロ以上。つまりは自動車を持ち上げるようなものであるから、肩にのし掛かる重量はそれなりのものになる。

　それでも熟練の担ぎ手たちは辛そうな顔なんて見せずに、威勢の良い掛け声を張り上げて、神輿を上下に揺さぶった。それにつられて赤いはちまきを巻いている婚活組も声を上げ、担ぎ手たちが一つの熱気に包まれる。

　縁太郎も一緒に声を張り上げて、それでも頭の中では思考を巡らせて。

　縁太郎の前方で、同じ神輿の担ぎ棒に肩を入れ、金色の髪を揺らして神輿を担ぐカレン。

　彼女のために、何ができるのか。

　仲人なこうどとして何をしたいのか。

　そして、なによりも──。




　どうすれば、彼女が最高の笑顔で結婚できるのか。
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　一日をかけて町内を練り歩いた神み輿こしが、神田神社へ宮みや入いりをする。

　それこそが神田祭で一番盛り上がる瞬間でクライマックスだ。

　参道の左右に詰めかけている見物客が、押し合い圧へし合あいをしている。怒号の迫力をもって押し寄せてくる歓声と、本堂から聞こえてくる祭り囃子のリズム。自分の意思とは関係なしに気持ちが昂たかぶってしまって、頭が真っ白になって──。




　振り返ってみれば、あれは〝トランス状態〟というやつではないかと、結ゆ衣いは思う。




　そもそも祭には、意図的にそういう状態を作り出そうとしているものが多いのだ。心理学に精通している人間が裏で糸を引き、そうなるように仕組まれた熱狂であるのかも……。

　いつもの癖で自分の身に起こったことを論理的に分析している結衣は、白はく城じよう結婚相談所の近くにある居酒屋で、お祭りのそれに負けないほどの喧騒に包まれていた。

　祭は終わって、今は夜。

　その店には婚活イベントとして神田祭に参加した男女が集まっていて、打ち上げと称した飲み会が開催されていた。

　カレンは『明日は朝からバイトなので、辞退させていただきますわ』と口にして、帰ってしまった。縁えん太た郎ろうは入口近くのカウンター席に座っている。さりげなくこちらの様子を伺ってくれていて、それが結衣には心強い。

　何かあったら、縁太郎が助けてくれる。

　その安心感があるから〝挑戦〟ができる。

　──自分から声をかけて、玉たま置きをデートに誘う。

　それがこのイベント婚活での目標だ。

　結衣はあらためてそのことを強く意識して、隣に座る玉置へこっそり目をやった。

　今日は一日、隙あらば声をかけていたので、会話をすることには慣れてきたのだが。

　気軽にデートに誘えるかというと、それはまた別の話。

　上手く話を切り出せるかどうか、分からない。〝お断り〟されてしまったら、どうしよう。

　不安な気持ちが胸の中で渦を巻き、最初の一歩を踏み出す勇気が、出てこない……。

　店内に充満している楽しそうに騒いでいる声を、どこか別世界のものであるかのように思いつつ、結衣はチビチビとハイボールを飲んでいた。

　グラスから離した口から吐息をついて、小皿に盛られた柿の種へと手を伸ばす。

　やっぱり、そう簡単に〝変わる〟ことはできないのかもしれないと。弱気になりながらピーナッツを噛んだ──。

　その時。

「結ゆ衣い！」

　自分の名前を呼ぶ声がした。

　もしかすると空耳かもしれない。店内にひしめく騒がしい声が折り重なって、そういうふうに聞こえたのかもしれないが。

　でも、入口近くのカウンター席を見ると──。

　縁えん太た郎ろうが、こちらを見ている。

　その眼差しと、表情に。

　背中を押してもらえたような気がして……。

「あ、あの！」

　結衣は玉たま置きのほうへ向き直り、お腹に力を込めて言う。

「玉置さんって、恋愛映画とか、好き？」

　唐突な質問になってしまったが、玉置は笑みを崩さない。

「恋愛映画、いいよね。観るだけでこう、恋愛力が上昇しちゃう系！」

　彼が恋愛映画にはまっているのは、ＳＮＳで調査済み。

　そして今、一番観たい映画も──。

「もしよかったら、次のお休みに、み、観にいか……にゃい？　『恋のサンドバッグ』って、やちゅ！」

　緊張とハイボールのせいで噛みまくってしまった。

　でも、どうにか誘うことはできた。

　結衣は両手でグラスを握りしめ、玉置の返答を待つ。

「いいね！　行こうぜ！　ちょうどその映画観たかった！　っていうか結衣チャン、案外積極的なんだ。もっと奥手かと思ってた」

　歯を見せて笑う玉置に、結衣は安あん堵どの笑みをこぼして、

「ま、まあね。こう見えて私も〝婚活女子〟だから」

　そしてチラっと、入口のほうへ目をやった。

　縁太郎が嬉うれしそうに微笑みながら、親指を立てて見せている。

　結衣は何だか嬉しくなって、グラスに残っていたハイボールを一気に飲み干した。
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　結衣と縁太郎が居酒屋で宴会をしている一方、カレンは夜の住宅街を一人で歩いて帰宅していた。

　もちろん彼女も打ち上げに誘われたのだが、〝明日はバイトで朝が早い〟と理由をつけて辞退した。自分が結婚したいと思う相手はそこにいないのだ。下手に顔を出してその気にさせてしまっては悪い。

　生暖かい風が吹き抜けて、紙コップがカラカラと音を立てて転がっていく。耳を澄ませばどこか遠くから祭り囃子の音が聞こえて、全身に残る疲労感がなんとも心地いい。

　そしてふと、縁えん太た郎ろうとのやりとりを思い出して、気恥ずかしくなった。

　──今日は少し、喋しやべりすぎましたわ。

　マリアの話は、家族以外にはしたことがない。

　お嬢様として彼女を迎えに行くために、玉たまの輿こしを狙っているとか。

　それが本心であるから、知られてしまったことに対する恥ずかしさがある。

　まだ、単純にお金持ちになりたがっているのだと、思われていたほうが気が楽だ。実際、お金はあるにこしたことはない。

　カレンはあれこれ考えながら、夜空を見上げて一人で歩く。そして、アパートの入口近くに停まっている〝それ〟を見つけて、怪け訝げんな顔になる。

　いかにも会社の重役が好みそうな黒の高級車。

　その後部座席のドアがゆっくりと開ひらき、

「初めまして──ではありませんね、早さ乙おと女めカレンさん」

　車から出てきた男はメガネをかけていた。仕立てのよさそうなスーツに、腕時計もおそらく高級品。

　いかにもな金持ちに声をかけられて、いつもであれば相好を崩すところだが、残念ながら相手が悪かった。

「……貴方あなたのことは存じておりますわ。汚い手を使って縁太郎を陥れようとした、悪い仲人なこうどですわね」

　黒くろ峰みねマリッジプランナーの仲人で、社長の血縁者。

　だから名字が黒峰で、偉そうな喋り方をする。

「待ってください。あなたは私のことを誤解している」

「誤解……？　わたくしは結ゆ衣いの一件を知っておりますのよ。貴方は結衣の気持ちを無視して、貴方の選んだ結婚相手を押し付けようとした。そんなことをする仲人なんて……」

　言葉の途中で嘆息し、それ以上の会話を切り上げる。

　素っ気なく視線をはずして、アパートの敷地へ入ろうとするカレンだが──




「それは今、あなたが白はく城じよう縁太郎からされていることと同じでは？」




「…………？」

　カレンは思わず足をとめ、黒くろ峰みねのほうを振り返る。

　黒峰は絶対の証拠を手にしている刑事さながらの口調で、

「不ぶ躾しつけながら、あなたのことを調べさせていただきました。あなたはお金持ちとの結婚を望んでいる。それもただのお金持ちじゃない。上流階級と呼ばれる世界に属している男性だ」

「それは、その通りですけれど……」

「そんな相手を、白はく城じよう縁えん太た郎ろうは用意してくれているんですか？　あなたが望むようなお金持ちの男性を、ちゃんと紹介してくれていますか？」

「…………」

　気まずげに口ごもるカレン。

「もしかして、こう言われているんじゃないですか？」

　黒峰はニヤっと、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを口元に滲にじませて、

「金持ち相手の婚活はやめておけ、と」

　その一言が、導火線に火をつける。

　爆弾を目指して疾走する火種のように、悪い想像が次から次へと込み上げてきて──。




「縁太郎は、あなたの気持ちを無視して、自分の選んだ相手と結婚させようとしている。なぜなら、上流階級の男性を──紹介することができないから」




「…………っ！」

　カレンは黒峰を睨にらんだ。

　彼の言葉に反発する気持ちが先に立ち、しかしその強気な態度を保てない。

　そんなはずはないと思う一方で──。

　確かに縁太郎は、上流階級の男性に繋つながるコネやパイプを持っていない。

　ことあるごとに玉たまの輿こし狙いの婚活を否定してきた言葉の裏に、そういう事情があったとしたら……。

「早さ乙おと女めカレンさん」

　街灯の明かりを背に受けて。

　黒峰がメガネ越しに強い眼差しを向けてくる。

「黒峰マリッジプランナーへ来ませんか？　私どもの会社であれば、早乙女さんが希望する相手を、ご紹介することが可能です。たとえば、伊い坂さか家のご長男。森もり見み家のご子息も結婚相手を探しています。他にも、村むら上かみ家、万城目まきめ家、東ひがし野の家」

　彼が口にする家名の全てが、カレンの気持ちを揺さぶった。

　まだ自分が〝お嬢様〟と呼ばれていた頃、耳にしていた名前ばかりだ。

「……でも、黒くろ峰みねマリッジプランナーは、すごくお金がかかると聞いておりますわ。わたくし、そんなお金──」

「その心配には及びません。早さ乙おと女めさんには、無料で入会していただこうと考えております！」

　いきなり声が大きくなった。

　この機を逃すまいと、がっついている感じがあって。

　さすがに、これは……。

「怪しいですわ。どうしてそんな特別扱いをしてくださいますの？　何かたくらんでいるとしか思えませんわね」

　カレンは緩ゆるみかけていた警戒心を引き結んで、一歩後ずさる。

「いえ、そういうわけではなくて」

　黒峰は落ち着いた態度を取り戻し、申し訳なさそうな口調で、

「これは、けじめのようなものなんです。あなたはきっと、私と黒峰マリッジプランナーに対してマイナスの印象を持っている。それが誤解であると、分かっていただきたいんです。次期社長として私は、黒峰マリッジプランナーに悪いイメージを持ってほしくないんですよ」

「…………」

　カレンは目付きを緩めない。

　結ゆ衣いの一件の時に見せていた態度が、黒峰の本当の姿であると思う。何か〝裏〟があるはずだ。

　──そう思う、一方で。

　これがチャンスであるのも、また事実。

　黒峰が上流階級の人間と繋つながっているのは間違いない。実際に彼は、結衣に伊い坂さか家の長男を紹介していた。

　それならば、とりあえず入ってみても……。

「ちなみに、新規で入会していただく場合、掛け持ちは禁止となっておりますので」

「……え？」

　戸惑いの声を上げるカレンに、黒峰は冷淡に告げる。

「もし、どこかの結婚相談所に加入されている場合は、そこを退会していただくルールになっています」

「……つまり、白はく城じよう結婚相談所を、退会しろとおっしゃいますの？」

　険しい顔で問いかけるカレン。

　黒峰は何でもなさそうに微笑して、

「まぁ、そういうことになりますね。もっとも、これは早乙女さんに限らず、全ての会員に守っていただいている〝ルール〟ですので」

　結婚相談所によっては掛け持ちを禁止しているところがあると。確かにそういう噂を耳にしたことはあるが……。

　──わたくしを、白はく城じよう結婚相談所から引き抜こうとしているんですの？

　そんな意図がじんわりと伝わってくる。

　どうしてそんなことをするのか？　理由はまるで分からない。

　しかしわざわざ、家の前まで押し掛けてきて、必死に声をかけてくるあたり、何らかの下心を持っていると考えて間違いないだろう。

「すぐに返事をしてほしいとは言いません。ゆっくりとご検討ください」

　柔和な笑みを浮かべた黒くろ峰みねが、スーツの内ポケットから名刺を取り出した。

　いらないと突っぱねて、この場で誘いを断ろう。

　そう思うカレンだが、黒峰の口にした家名。

　自分の目的、婚活の理由。

　これまでの日々が走馬灯のように頭を駆け巡り、誘惑を振り払うことができなくて──。

「…………」

　そしてカレンは。

　大嫌いな仲人なこうどの名刺を、受け取ってしまったのだった。




　＊　＊　＊




「早さ乙おと女めカレン。食いつきますかねぇー」

　夜の闇を走る重役専用車、その後部座席で。

　隣に座っている秘書──逢あい川かわ藍あい子こに問いかけられて、黒峰は得意げに笑う。

「よほどのバカじゃなければ来るだろう。無料で入会できて、縁えん太た郎ろうの弱小事務所ではできない婚活ができる。留まる理由がない」

　白城結婚相談所の会員について調査したところ、早乙女カレンが一年以上在籍していることが分かった。婚活に苦戦している理由を調べてみると、身の丈に合わない相手を探している模様。

　そして彼女は、他の会員からの信頼が篤あつく、大きな影響力を持っている。もしもカレンが黒峰マリッジプランナーへ移籍をすれば、他の会員たちは動揺するだろう。白城結婚相談所から黒峰マリッジプランナーへの鞍替えを検討するかもしれない。

「んー、まぁー、確かに白城結婚相談所は、玉たまの輿こし狙いの婚活には向いてないですね。何がしかのコネクションがなければ、ブルジョアと繋つながるのは難しい。わたしも苦労しましたよぉ」

　前職が銀座のホステスである逢川がしみじみと呟つぶやく。

　あたかも苦労の末に金持ちを篭ろう絡らくしたかのような言い方だ。

　──それはつまり、親父のことを言っているのか？

　逢あい川かわが秘書の座に就いた経緯を考えると、その可能性は高い。

　……まぁ、オレが気にすることではない。

　黒くろ峰みねは小さく頭かぶりを振って雑念を振り払う。

「ちなみに、優ゆう輝きさまぁ。早さ乙おと女めカレンがウチに来たら、どうするんですかぁ？」

「どうするって、婚活してもらうに決まってるだろう」

「ＶＩＰ会員と、ですかぁ？」

　逢川は〝もったいない〟といわんばかりにきょとんとしているが、黒峰は何でもなさそうな口調で、

「そうだ。お望み通り、大金持ちのＶＩＰ会員を紹介してやるさ」

　縁えん太た郎ろうが一年以上苦戦している会員を横からかっさらって、あっさりと結婚させてしまう。

　そうすれば、誰もが思うことだろう。

　やはり黒峰マリッジプランナーのほうが、白はく城じよう結婚相談所よりも格上であるのだと。

　売上も、仲人なこうどの仕事も──全てにおいて勝っていると。

「……でも、それだけで結婚できますかねぇ？」

　黒峰は自分の考えを否定されるのが嫌いだ。

　逢川へ苛立たしげな横目を向けて、「何が言いたい」と素っ気なく聞いた。

「いや、調べたところによりますと、何度かお金持ちと交際しているんですよ、早乙女カレン。それでも結婚できてない──ってことは、彼女が結婚できない理由って、他にあるんじゃないかなぁーって」

　そんなことを気にしてどうするのかと、黒峰は思う。

「オレの仕事は、会員が結婚したいと思う相手を用意することだ。理想の相手を前にして、それでも結婚できない。そういうケースは、その会員に能力か資格──あるいはその両方がなかっただけのことであり、当事者の問題だ」

　特別重要な顧客であれば、アフターフォローすることもあるが、そうでなければ膨大な会員リストから希望に近しい相手を用意してやり、それ以降の交際については関知しない。

　──いわば、乞うてきた者にチャンスと機会を与えてやること。

　それこそが黒峰の考える仲人の仕事だった。

「まぁ、優輝さまは、そういう考え方ですよねぇ……」

　逢川はまだ何か言いたげな顔をしていたが、にへっと気の抜けるような笑い方をして、それ以上何も口にしなかった。







　第７話　シンデレラと二人の魔法使い







　日に焼けた畳の上に、小学生のカレンが、赤いランドセルを放り投げた。

　学校で嫌なことがあったのだ。

　庶民の世界に落ちぶれてからというもの、毎日のように嫌なことがある。

「はぁ……」

　カレンはボロアパートの窓を開け、窓枠に頬ほお杖をついて、田舎丸出しの田園風景を眺める。自然とため息がこぼれた。

　お屋敷の暮らしが恋しくて仕方がない。

　天幕つきのベッド。お気に入りのアンティーク人形。大きなクマのぬいぐるみ。綺き麗れいなドレス。そして何よりも──。

　優しく微笑んでくれる、メイドたち。

　あの頃は当たり前だと思っていたものが、手の届かないところへ消えてしまった。

　両親は仕事中。幼い妹たちは母親と一緒に託児施設のある職場へ行っている。

　耳をすますと聞こえてくるのは、田んぼでカエルが鳴く声と、どこかの工事現場でエンジンが駆動してる音。そしてカンカンカンと、鉄の階段を駆け上がる音がして──

　ガチャリと、ドアが開いた。

「カレンお嬢様！　ごきげんいかがですか」

　彼女の声を耳にして、こみ上げる嬉うれしさに口元が緩ゆるんでしまいそうになるが──ぐっとこらえた。

　令嬢たるもの、人前でヘラヘラしてはいけない。飛び跳ねたくなるほどに嬉しかったとしても、その感情を表に出すのは不作法だ。

　カレンは込み上げる笑みを隠すため、口を〝もにょもにょ〟させながら、それでも青い目を嬉しそうに輝かせながら振り向いた。

「まったく、機嫌は最悪ですわ。今日も庶民の学校で、嫌なことがありましたの」

　玄関で靴を脱いでいる少女──マリアは活発そうな短髪で、中学校のセーラー服を着ている。ふと、柑橘系のコロンの匂いを感じた。去年の誕生日に、カレンがプレゼントしたものだ。

「それではお嬢様のご気分が晴れますように、お茶の用意をしますね。今日はクッキーを持ってきましたよ」

「クッキーっ！」

　カレンは思わず、畳に両手をついて身を乗り出してしまう。

　令嬢だった頃の名残りでツンとすましていても、中身は十歳の子供。

　しかも貧乏生活真っただ中で、お菓子なんてあまり食べさせてもらえない。

「マリア特製ジンジャークッキーです。お茶はカレン様のお好きなアールグレイ」

　嬉うれしそうにしているカレンを見て微笑んだマリアが、背負っていたリュックからクッキーの入った袋と、ティーパックの入った缶を取り出した。

　簡素な台所でお茶の準備を始めるマリアの背中に、カレンはしきりに話しかける。

「今日、学校で笑われましたの。わたくしが、『ごきげんよう』って挨あい拶さつしたら、何故か笑いますのよ。わたくし、何も間違っておりませんのに」

「あー、それはあれですね。カレンお嬢様の言葉遣いが高貴すぎて、伝わらなかったんです」

「……どういうことですの？　何が悪いんですの？」

「いや、悪くはないんです。ただ、庶民の世界では、使われない挨拶なんですよ。だから向こうからしたら、いきなり外国語で話しかけられたようなものでして」

「だからって、笑われるいわれはありませんわ！」

「そうですねえ……」

　納得できない気持ちを胸にむくれるカレンに、マリアは穏やかに苦笑して──。

　彼女とこうしている時間こそが、カレンにとっては素の自分をさらけ出すことのできる貴重なものだった。マリアが会いに来てくれるから、嫌なことばかり待ち受けている庶民の世界に立ち向かっていける。

「そうだ。今日はもう一品。スペシャルメニューがあるんですよ」

　ふっふっふと笑ったマリアが、戸棚からミキサーを取り出した。

　カレンはぎょっとする。

　そんなものは、あの頃の自分の家にはないはずだ。

　それはものすごく不吉なもので、きっとこの幸せな世界を終わらせてしまう。

　──スイッチを入れては、ダメですわっ！

　やめさせようとするカレンだが、急に声が出なくなる。

　マリアは、ニコニコしながらミキサーのスイッチを入れて──。




『ギュオオオオオオオン！』




　ボロアパートの薄い壁を貫通してきた、ミキサーの音に起こされた。

「うーん……」

　幸せな夢を見ていたような気がする。

　会いたい人に会えたような……まだ、頭がぼんやりとしている。

　体を起こして時計を見ると、朝の六時。恒例の目覚ましに、カレンは目をこする。

　隣の部屋に住んでいるのは、清掃のパートをしているおばさんで、健康オタクを自称している。朝ご飯は絶対に食べたほうがいいけど、起きてすぐ胃腸に負担をかけるのは良くない。そこで特製スムージーを飲むことによって、胃腸に負担をかけずに朝の栄養補給をすることができる。これを飲み始めてから便秘になったことがない。

　以前、さりげなく朝の騒音について探りを入れてみたところ、そんな話を聞かされた。

　毎朝六時の『ギュオオオオオオオン！』が隣人に迷惑をかけているとは、夢にも思ってなさそうだった。親切にスムージーのレシピまで教えてくれた。

　──今日は八時からバイトだから、ちょうどいいですわ……。

　カレンは布団から這い出て、朝食の準備を始める。

　トースターにパンをセットして、焼きあがるまでの間にフライパンで目玉焼きを作る。

　──肩が痛みますわね……。

　フライパンを揺すりながらカレンは、昨日のことを思い出していた。

　婚活の成果は得られなかったが、お祭り自体は楽しめた。神み輿こしを担いで、声を張り上げて、日常とは違う空気を味わって……。

　カレンは、お祭りが好きだった。

　庶民生活にもそこそこ慣れてきた頃、よく妹たちを引き連れて、お祭り会場に足を向けていた。その場で雰囲気を楽しむだけならお金がかからない。お祭りが終わったあとに露店を巡ると、売れ残りの食べ物をもらえることがある。

　──縁えん太た郎ろうには言えない話ですわね。

　こんな庶民的なエピソードを知ったら、それこそ鬼の首を取ったかのように『やっぱりカレンは、庶民と相性が良い！』なんて言い出すに決まってる。

「まったく、縁太郎は……」

　カレンは不満げに呟つぶやきながら、ちゃぶ台にパンと目玉焼きの載った皿を置いて、テレビのリモコンを掴つかんだ。

　電源ボタンを何度押しても、テレビがつかない。箸はしを口にくわえてテレビに近付いて、本体のスイッチを押して電源を入れた。

　会員から貰い受けた液晶テレビは、そろそろ寿命かもしれない。

　カレンはため息をつきながらパンにジャムを塗り、すぐにその動きをとめた。

　──ミレーヌですわ……。

　朝の芸能ニュースで、少し前に大金持ちの男性と結婚したセレブモデルがインタビューを受けていた。彼女はハーフで、カレンの幼少期の友人なのだが、没落して庶民の世界に身をやつしてからは一度も会っていない。

「カレとはどこで出会ったんですか？」

　リポーターがミレーヌに訊ねる。

「実は、婚活をサポートしてくれる会社のお世話になったんです」

「そうなんですね。それは、どこの会社なんですか？」

　カメラ目線になったミレーヌが、わざとらしい笑みを浮かべて、

「黒くろ峰みねマリッジプランナーです」

　カレンは嫌そうな顔になる。あまりにタイムリーすぎる。

　それに、何というか、胡う散さん臭くさい。レポーターもミレーヌもグルなんじゃないかと思う。黒峰マリッジプランナーに対する称しよう賛さんが大げさというか、露骨というか……。

　そんなカレンの疑念は、カメラがスタジオに戻って、コメンテーターによる絶賛の言葉が続くにつれて大きくなっていく。

　──テレビ番組を買収したのかもしれませんわね……。

　黒峰マリッジプランナーに対する褒ほめ言葉を、額面通りに受け取るつもりはない。

　しかし、確固たる事実として言えることがある。

　──ミレーヌは黒峰マリッジプランナーに入会して、お金持ちの男性と結婚することができた。

　そしてカレンは思い出す。

　鼓膜の奥に焼き付いている、あの言葉。

『黒峰マリッジプランナーへ来ませんか？　私どもの会社であれば、早さ乙おと女めさんが希望する相手を、ご紹介することが可能です』

　結ゆ衣いの件があるから、黒峰という仲人なこうどに対して良い印象を持つことができない。

　その悪いイメージが、黒峰マリッジプランナーという会社にまで及んでいる。

　もし仮に、黒峰マリッジプランナーに入会したら──。

　本当に、紹介してもらえるのかもしれない。

　テレビが話題にしてしまうような、お金持ちの男性を。

「…………」

　すっかり冷めてしまったパンを見つめて考えていると、携帯から着信音がした。

　充電器に繋つないであったそれを外して、二つ折りのガラケーをパカっと開く。小さな画面に〝パパ　着信中〟という表示があった。

「パパ？　どうなさいましたの？」

　カレンが電話に出ると、受話器の向こうで少しだけ言いよどむ気配があって、

『カレン、急に悪いな。ちょっと、頼みがあるんだ。ローラのことで──』

　ローラは末の妹で、今は大学へ通っている。

『実は、その……学費が払えなくなりそうなんだ。知り合いから貸してもらう予定だったんだが、それがダメになってしまって……。娘のお前にこんなことを頼むのは忍びないんだが、いくらか工く面めんできないか？』

　それを聞いたカレンは迷わずに、

「いくら必要なんですの？」

『五十万だが、全部じゃなくて──少しだけでも、出してくれると助かる』

　カレンは携帯を耳に当てたまま立ち上がり、タンスの引き出しを開けた。印鑑や契約書が入っている中から、二枚の通帳を取り出す。

　その片方には、黒のマジックで〝生活費〟と書いてある。

　カレンはそれとは別の、もう一枚を手に取った。

「そのぐらいでしたら、わたくしがどうにかできますわ。後でいつもの口座に振り込んでおきますので」

『おぉ……助かるよ、カレン。そしたら──あっ、ローラ。いや、何でも──』

　電話口で揉もめる声がした。

『お、お姉ちゃん？　払わなくて、いいから。自分の学費は、自分でバイトして稼ぐよ』

　その声を耳にして、カレンは思わず微笑んでしまう。

　ローラは内気で、病弱で。

　庇ひ護ご欲よくを掻かき立てられてしまう女の子であるが、妙にプライドの高いところがあって、施ほどこしを受けるのを嫌う。

「ローラはバイトなんて、したことがありませんでしょう？　何のバイトをするつもりなのかしりませんが、まだ子供なんだから、大人しく世話になりなさいな」

『わ、私はもう、子供じゃないよ。自分のことぐらい、自分で──』

「お姉ちゃんからしたら、ローラは今でも子供ですわ」

『でも、だって……』

　言いづらいことを口にする前に少し黙るのはローラの癖だ。

『……それ、お姉ちゃんが、苦労して貯めたお金でしょ？　結婚する時のために』

　そう。いまカレンが手にしている通帳には、黒のマジックで〝結婚資金〟と書いてある。

　生活を切り詰めてお金を貯めて、ようやくたどり着いた六十万円だ。

「その通りですわ。これはわたくしが自分で貯めたお金ですの。ですからわたくしがどう使おうと、わたくしの勝手なのでして。結婚式に使おうと、妹の学費に使おうと」

『だけどそんなの……お姉ちゃんに悪いよ』

「ローラはそんなこと、気にしなくていいんですの」

『気にするよっ。いつもお姉ちゃんにしてもらってばっかりで……』

「それが姉というものですわ。むしろそうやって遠慮されるほうが、わたくしとしては不本意なのでして」

『でも、今までだって、たくさん助けてもらってるし……』

　今日のローラは強情だった。

　カレンはチラっと時計を見る。そろそろバイトへ行く時間だ。

　ここは不本意だが──。

「実はわたくし、お金持ちの男性と交際してますの。お金はカレに出していただきますから、心配する必要はありませんわ」

『……それ、ほんと？　誤ご魔ま化かすために、嘘ついてない？』

　鋭い指摘に、カレンは思わず息をのみ、

「そ、そんなことありませんわよ。カレはフェラーリに乗っていて、クルーザーを持っていて、パテック・フィリップの時計を──」

『なんて苗字の人？　そんなにお金持ちの人なら、聞いたことあると思う』

　ここで言いよどんだら、嘘だとバレてしまう。

　なのでカレンは、咄とつ嗟さに思い付いた名前を口にする。

「……伊い集じゆう院いんさんですわ。カレは資産家の息子ですから、使い切れないほどのお金を持っておりますの。だからローラ。学費のことは、お姉ちゃんに任せておいてくださいまし」

『でもお姉ちゃん──』

「じゃあねローラ。勉学に励むんですのよ」

　カレンは通話を切って、マナーモードにして二つ折りの携帯を閉じた。

　すぐにもう一度着信があって、ヴィーっと携帯が振動し始める。

　きっとローラは分かってない。五十万を稼ぐのがどれだけ大変なことなのか。だから軽々しく〝バイトで稼ぐ〟なんて口にしてしまう。

　──お金で苦労するのは、わたくしだけで充分ですわ。

　今は友達と一緒に〝普通の大学生〟を満喫してほしい。お金のことは気にせず、笑ってもらいたい。

　──ローラを笑顔にできるのであれば、五十万なんて……。

　カレンはしつこく着信してくる携帯を見つめ、咄嗟についてしまった嘘を思い出す。

　──お金はカレに出してもらう。

　もしも伊集院と交際を続けていたとして、彼はローラのためにお金を出してくれただろうか？

　きっと答えは〝ノー〟だと思う。

　窮地に陥っている親友のためであっても、お金を出そうとしないのだ。

　彼の中でお金とは、自分のためのものであり、他人のために使うものではなかった。

　その考えを、カレンはどうしても受け入れることができない。

　だって自分は、これまでずっと、家族のためにお金を使ってきたから。

　高校時代は、生活を支えるためにバイトした。大学へ進学するのは諦めて、社会人になった。稼いだお金で妹たちに〝普通の学生〟と同じ生活をしてもらう。

　自分が手放したものを掴つかんでもらって、それを当たり前のことだと思って、明るく笑ってもらいたい。

　そして願わくば、良い相手と結婚し、平凡だけどかけがえのない幸せに包まれてほしい。

「……さて、そろそろ時間ですわ」

　カレンは込み上げてくる思い出を振り払おうとするかのように頭かぶりを振って、通帳をバッグに入れて、タンスの別の引き出しを開ける。

　そこには綺き麗れいに折りたたまれたファミレスの制服が入っていた。
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　アパートから歩いて十分ほどの場所に建っているファミリーレストラン。

　カレンはそこで、ウェイトレスのバイトをしている。

　今日は朝の八時から夕方五時までのシフトだ。

　忙しい昼のランチ時間が終わると、バイトが一人抜けた。夜に高校生バイトが来るまで、客足の減ったホールを、自分ともう一人だけで回していくことになる。

　その〝もう一人〟が、のっそりとバックヤードにやって来た。

「……おはよーございます」

　見るからに眠そうなジト目で、ボサボサの黒髪をぼりぼりと掻かいて、あくびを一つ。ウェイトレスの制服はしわだらけのよれよれで、カバンに詰め込んで持ち帰ったものを、そのまま着ているんじゃないかと思う。

　彼女の名前は、大おお晴はる萌も恵え。

　二十五歳の独身で、見るからに女子力が低い。

　ボサボサ頭と野暮ったいメガネのせいで、垢抜けない印象を受けてしまうが、〝よく見れば美人〟といえる顔立ちをしている。微妙にサイズが大きい制服を着ているので目に付かないが、彼女とロッカールームを共にしたバイトは〝脱いだらすごい〟と、口を揃える。

〝素材〟は素晴らしいものを持っていると、カレンは思う。

　しかし本人に、それを磨こうとする意思がない。

　萌恵は〝消費型オタク〟を自称していて、口を開けば嫁（二次元）の話題ばかり。

　自分自身が誰かの〝嫁〟になるつもりはないらしい。

「……萌恵。その格好で、店長に何も言われなかったのでして？」

　呆れたように腰に手をあてるカレン。

　すると萌恵は悪びれるどころか、得意げな口調でこんなことを言う。

「何も言われてないですよ。ロッカー室で制服に着替えて、ここに来るまで、店長に発見されないように、細心の注意を払いましたから。こう、俊敏に、物陰から物陰に移動して……。リアルでゲームをやってるみたいで、結構……楽しかった。へへっ」

　メガネのつるをくいっと動かして、嬉うれしそうに歯を見せて。

　──いい笑顔でそんなことを言われましても……。

　カレンは「その労力を別のことに使いなさいな」と口にして、萌も恵えの制服を手早く整える。

　萌恵は小さな子供のように、されるがままになりながら、

「カレン先輩って、アレですね。世話焼きっていうか、面倒見が良いっていうか……理想の嫁って感じがする。あたしと結婚しませんか？　そんで……養ってほしい」

　最悪のプロポーズをされてカレンは、萌恵の制服の襟を強めに整える。

「お断りですわ。女子力を磨いて、結婚してくれる殿方を探しなさいな」

「いやぁ……婚活とか、無理ゲーです。あたしがリアルで結婚できる確率とか、凶悪な課金ガチャでＳＲを引ける確率よりも、低いな。０．００３パーセント、ぐらい」

　萌恵はそんなことを言ってヘラヘラしている。

　そんな彼女の顔を、カレンはあらためて至近距離から観察し、

「萌恵はちゃんとしたら、殿方の目を引く美人になりますわ。そしたらきっと、結婚だってできますのに」

　その手の言葉を萌恵は信用してくれない。「あはは」と気の抜けるような笑い方をして、

「美人だなんて、とんでもない。あたしなんて、美人（笑）って感じです。それにそもそも、結婚願望、ありませんし……。あっ、でも──」

　萌恵は何かを閃ひらめいた学者のように、メガネのつるをくいっとやって、

「お金持ちになって、働かなくてもよくなる婚──であれば、やってもいいな。カレン先輩のしてるやつ」

　その言い草に、カレンはむっとして、

「……別にわたくし、そういうつもりで玉たまの輿こしを狙っているわけではありませんわよ」

　不機嫌な顔でテーブルを拭くためのふきんを差し出すと、萌恵は〝冗談ですよね？〟といわんばかりの怪け訝げんな顔になる。

「いやいや、玉の輿を掴つかみたいって、そういうことでしょ？　金持ちと結婚して、自分も金持ちになる。それ以外に金持ちと結婚するメリットなんて、ないと思う」

「……メリット？」

「そうっす」

　萌恵は目を閉じて、嫌なことを思い出したかのように渋い顔になり、

「だってお金持ちって、パンが無ければケーキを食えとか、言っちゃうし。あたしたちとは、生まれも育ちも違うから、一緒に暮らしたら、大変というか。その……なんていうか、大事な、アレ……」

　何かを思い出そうとするかのように眉を寄せる萌恵。

　そしてパチッと、眠そうな目を見開いて、

「価値観！　そう、価値観が違うから。お金持ちとあたしたちだと、相性が悪い。うん……絶対に、苦労する」

　萌も恵えは価値観という言葉を思い出せたのが嬉うれしかったのか、満足げに微笑んでいて、カレンはそんな彼女のことをまじまじと見てしまう。

　──価値観が違う……。

　その指摘に、思うところがあったのだ。

　四月の合コンで出会って交際した男性──伊い集じゆう院いんについて。

　交際が破綻してしまった直接の原因は、お金の使い方を巡っての口論であるが、そこに至るまでの間にも、小さないざこざがあった。

　たとえば、ご飯の食べ方。伊集院は食べ物を残すことにまったく罪悪感がないようで、それがカレンは気になっていた。レストランの従業員に対する態度もよくなくて、彼と食事にいくたびに、モヤモヤしたものが胸の中に蓄積されていた。

　他にも、汗水たらして働く人に対する敬意がない。そういう仕事しかできないのかと──上から目線で哀れんでみたり、車を無茶な速度で走らせて、フェラーリだから構わないんだと、よく分からない主張をしたり。

　お金の使い方で言い合いになる以前から、伊集院とは物事に対する考え方がすれ違っていると、感じることが多かった……。

「カレン先輩。お客さんっすよ」

　萌恵に肩を叩かれて、カレンはハッとする。

　来客を知らせるメロディが鳴っていた。

「らっしゃっせー」

　面倒くさそうな顔をしている萌恵が、八百屋の親父みたいな挨あい拶さつをする。

「い、いらっしゃいましー」

　カレンは背筋をピンと伸ばして、テーブルでオーダーを待っている客の元へと歩き始めた。
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　夕方にバイトを終えたカレンは、激安スーパーで特売品を巡って熾し烈れつな争奪戦をして、無事に獲得したタイムセールのバナナが入っているビニール袋をぶら提げて、白はく城じよう結婚相談所へと足を向けていた。

　カレンは特に用事がなくても、バイトの後は縁えん太た郎ろうの事務所に顔を出すことにしている。ちょうど帰り道の途中にあるし、婚活に関わる情報が手に入るかもしれないし。

　誰もいないアパートにまっすぐ帰るのが寂しい……という気持ちもあるが、それをカレンは認めない。令嬢のプライドを胸に宿している彼女にとって、〝寂しい〟という感情は恥ずべきものなのだ。

「あら」

「おや……」

　縁えん太た郎ろうの家の門を開あけたところでドアが開ひらいて、家の中から初老の女性が顔を出す。

「お嬢さん、今日も婚活かい？　精が出るね」

　そう言って妖しく微笑んだ彼女は、黒を基調とした洋服を着ている。

　レースのあしらわれた上品なブラウスと、足首まで伸びる長いスカート。

　その雰囲気はまさに〝貴婦人〟といった感じであるが、彼女が何者であるかを知っているカレンは、また違った印象を持っている。

「古ふる屋やさんは、お仕事ですの？」

「まぁ、そういうことになるね。ちょいと頼まれごとをされちまったよ」

　くっくっくと喉の奥で笑う彼女の職業。それは、探偵。

　見た目こそ有閑マダムさながらであるが、それに騙されてはいけない。

　本人いわく、探偵とは〝ターゲットから警戒されない〟ことが重要で、普段からそれを意識した人物を演じて、仕事に備えておく必要があるらしい。だから彼女は、人じん畜ちく無む害がいな印象を与える〝貴婦人〟の恰好をしているわけで、その外見と中身は一致しない。

　職歴を聞けば、血なまぐさい事件を追っていた刑事であるとか、陸上自衛隊の情報課に所属していたとか。

　質問をするたびにそれらしい前歴を口にするのだが、『そんな過去が、あったかもしれないねぇ……』と、思わせ振りな言葉を付け加えてニンマリと笑う。

　そんな掴つかみ所のない発言をする古屋だが、腕の立つ探偵であることに関しては疑う余地がない。

　カレンは何度も、彼女の〝功績〟を目まの当たりにしている。

　最近だと、結ゆ衣いと黒くろ峰みねマリッジプランナーから紹介された男──伊い坂さかの交際調査とか。

　ほんの数日で、デート中の二人の顔を撮影し、レストランで交わされた会話をレコーダーに記録して、伊坂がどういう男であるかを調べ上げ、それを報告書にまとめて縁太郎へ提出していた。

「もしかして、まひるのカレについての調査……とかでして？」

　彼女が縁太郎から依頼される仕事は、交際相手の素性調査がほとんどだ。

　現在、白はく城じよう結婚相談所でそういう調査が必要なのは誰かと言ったら、真っ先にまひるの顔が思い浮かぶ。

「さて、どうだろうねぇ……。確かにあたしは仕事を受けたが、詳しい話はできないよ。探偵は信用が大切なんだ。ペラペラと依頼主から聞いた話を漏らしちまう探偵なんて、あんただって嫌だろう？」

　それはまぁ、確かに……。

　探偵に依頼する仕事なんて、秘密にしたい話だろうし。

　カレンが二の句を継つげずにいると、古ふる屋やはニヤニヤと胡う散さん臭くさい笑みを浮かべて、日傘を開いて、無言で歩み去ってしまう。

　──変わった方ですわ。

　彼女と顔を合わせるたびに、カレンは思う。

　今まで色んな人を見てきたが、古屋はその誰とも似ていない。

　まぁ、探偵なんて珍しい仕事をしてるのだ。普通じゃなくて、当たり前かもしれないが。

　カレンは遠ざかっていく古屋の日傘から視線をはずして、縁えん太た郎ろうの家に入る。

　廊下を進んで、居間のふすまに手をかけて、

「縁太郎。来ましたわ」

「お、おう！　カレン、いらっしゃい」

　縁太郎は何故か焦った声を上げ、テーブルの上に散らばっている書類をかき集め始める。

「何をそんなに慌てておりますの？」

「い、いや。別に……」

　なんでもなさそうな口をききながらも、縁太郎はカレンの視線を警戒するかのように書類を素早くまとめて、隠すように封筒の中へ押し込んだ。

　きっと、古屋とやり取りをした書類なんだろうなと、カレンは予想する。

　もしかすると、会員の交際相手の浮気調査を依頼したのかもしれない。

　それか、やっぱりまひるのカレについて調べてもらったか。

　どちらにしろ、見られたくなさそうにしている書類について詮せん索さくするつもりはない。

　カレンは素っ気なく封筒から目をそらした。

「そ、それより、カレン。次の婚活はどうする？　実は昨日のお祭りで、カレンに興味をもってくれた人が結構いるんだよ」

　ローテーブルの脇に置いてあるパソコン用の小さなちゃぶ台。そこに乗っている液晶モニターをこちらへ向けられた。

　画面の中に結婚相談所・連合会のウェブページがあって、男性会員のプロフィールが並ぶ。

　カレンは目を細めて画面をじっと見る。

　そのプロフィールには住所と家族構成と年収が記載されているのだが、リストアップされている男性の年収は、最高で六百万だった。

「……縁太郎。わたくしは、お金持ちの殿方と結婚しなくてはなりませんのよ。昨日、それについて話したばかりですのに……」

　カレンは人差し指でテーブルをたんたんと叩きながら縁太郎のことを見る。

　縁太郎はそんなカレンを宥なだめようとするかのように微笑んで、

「それは分かってるけどさ……試しに会うだけ会ってみないか？　やっぱり人柄の相性ってやつは、会ってみないことには分からねえからさ。もしかすると、金持ちじゃなくても一緒になりたいって、思える人がいるかもしれないし」

　テーブルを叩いていた人差し指の動きをとめて、カレンはため息をついた。

「縁えん太た郎ろう」

　カレンの胸に、望んだ答えを返してくれない縁太郎に対するもどかしさというか、苛立ちというか。そんな気持ちが込み上げてきて──、

「縁太郎は、お金持ちの殿方を紹介できないから、そんなことをおっしゃっているのではありませんこと？」

　つい、そんなことを言ってしまった。

　黒くろ峰みねから告げられた言葉が、カレンの胸の深い部分に突き刺さっている。

　縁太郎に限ってそんなことはないと思いたいのだが、実際にこうして庶民の男性ばかりを紹介されてしまうと、自分の気持ちを軽視されているんじゃないかと邪推してしまい……。

「俺はただ、お前のためを思ってだな」

「わたくしのためを思うなら、お金持ちの殿方を紹介してくださいまし。わたくしの仲人なこうどなら、わたくしの希望する男性を連れてくる義務がありますわ」

「義務って、お前なぁ……」

　昂たかぶった気持ちが暴走してしまう。

　これ以上ここにいたら、もっと酷ひどいことを口にしてしまうかもしれない。

「今日のところは、帰りますわ」

「あっ、おい。カレン！」

　慌てて立ち上がろうとする縁太郎をその場に残し、カレンは逃げるように居間を後にする。足早に廊下を歩き、外へ出て、門のそばまで一気に突き進み──。

　そして、肩越しに振り返る。

　自分が開けたドアがゆっくりと閉まってガチャっと音がする。

　縁太郎は追いかけて来なかった。
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　普段、カレンは一人で酒を飲まない。

　酒は宴会の席で誰かと楽しく飲むもので、映りの悪いテレビに悪態をつきながらあおるものじゃない。

　そう思っては、いるのだが。

　白はく城じよう結婚相談所を飛び出したカレンは、気がつけば、その足で近くのコンビニに駆け込んで、目に付いたビールを適当に掴つかんでいた。

　そして、今。

「──ぷはっ！　まったく、縁えん太た郎ろうは……」

　自宅であるボロアパートの一室で、カレンは缶ビールをまずそうに飲んでいる。

　部屋着のジャージ姿で、すっかり酔って赤い顔で、

「縁太郎は、わたくしの気持ちが……まっっっったく、分かっておりませんわ！」

　頑かたくなに玉たまの輿こし狙いの婚活をやめさせようとしてくる縁太郎に対する不満が、とめどなく押し寄せてくる。

　缶ビールを飲み干して、おつまみのスルメイカを噛みちぎり、テレビの中で楽しそうに笑っているセレブタレントを睨にらみ付け──。

「はぁ……」

　気の抜けたため息をついて、ちゃぶ台へと目を向ける。

　そこにあるのは、缶ビールとスルメと、一枚の名刺。

〝黒くろ峰みねマリッジプランナー　黒峰優ゆう輝き〟

　あの夜に渡されたそれを、カレンは捨てずに持っていた。

　──絶対、何か裏がありますわ。

　疑う気持ちは、まだ強い。

　本来なら何十万とかかる入会金が無料になるなんて、美う味まい話にもほどがある。

「ですが……」

　それでもカレンは、その名刺を捨てることができないでいる。

　その手触りを確かめようとするかのように、つまんで持ち上げて、

　──私どもの会社であれば、早さ乙おと女めさんが希望する相手をご紹介することが可能です。

　あの仲人なこうどはそう言った。

　そして魔法の呪文を唱えるように、富豪の名前を口にする。伊い坂さか家。森もり見み家。村むら上かみ家。万ま城き目め家。東ひがし野の家。

　その甘美な響きを思い出しただけでも、心が揺れる。

　そういう相手と、結婚したい。

　そのために婚活をしている。

　──もしかすると、わたくしは……。

　回り道をしてしまったのかもしれないと、カレンは思う。

　縁太郎のことは嫌いじゃない。人としても、仲人としても。

　まるで熱血教師のように体当たりで会員と向き合ってくれる彼はまさしく、理想的な仲人であると思うけど。

　──そういう魔法は、使えないのかもしれない。

　シンデレラのお話に出てくる魔法使いのように、王子様と縁を結んでくれる魔法は──

「…………」

　カレンは黒くろ峰みねの名刺を見つめて考える。

　自信に満ちた黒峰優ゆう輝きの顔が浮かんで、自分がお金持ちの男性と煌きらびやかなパーティー会場で談笑している姿を想像する。

　しかし一瞬。

　白はく城じよう結婚相談所での日々が頭をかすめる。結ゆ衣いや牡ぼ丹たん、まひる、蒼あお梨り、みんなで食卓を囲み。そしてそこにはいつも、快活な笑みを浮かべる縁えん太た郎ろうの姿があって──。

　胸がチクッと痛んだ気がして、カレンはビールをあおる。

　あらためて黒峰の名刺をじっと見る。

　酔っているはずなのに、悲しいくらい頭は冴えていた。
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　翌日。

　カレンは昼過ぎから夜にかけてのバイトを終えて、白城結婚相談所へ向かって夜の住宅街を一人で歩いていた。

　しとしとと雨の降る肌寒い夜だった。

　百均で買った時計を見ると、すでに十時を過ぎている。

　この時間だと、家にいるのは縁太郎と蒼梨だけかもしれないが、今のカレンにとってそれは好都合。縁太郎と二人だけで話したいことがあった。

　しかしカレンの予想に反して、玄関のドアを開けると、会員たちの靴が目に飛び込んできた。傘立てには色とりどりの傘がある。

「ごめんくださいまし」

　居間に繋つながるふすまを開けると、お馴染みの会員たちが集まっていた。

　牡丹と結衣とまひるがいて、もちろん縁太郎もいる。

　昨日のことがあるので少し気まずいが、縁太郎は気にしてなさそうな顔で「よう」と手を挙げて挨あい拶さつをしてきた。

「いらっしゃい、カレンちゃん」

　まひるがにこやかに歓迎してくれて、

「カレン嬢、いいところに来てくれました。カレン嬢も結衣にゃんに、アドバイスをしてあげてください」と牡丹。

「牡丹、もう漫画はいいんですの？」

　親しげな笑みを浮かべる牡丹に、カレンは尋ねる。

　祭りでふんどしを締めている男性を見て『アイディアをひらめいた』と言ったのが一昨日の話。まだ夢中で漫画を描いていそうなものだけど……。

「ちょうどさっき、原稿が終わったんです。それまで悩んでいたのが嘘みたいに、一気に描けました」

「もしかして、ずっと漫画を描いてましたの？」

　そうだとしたら、二日まるまる徹夜をしていることになる。

　まさかとは思うが、牡ぼ丹たんの目には疲労感たっぷりのくまがある。

「わたし、スイッチが入っちゃうと、漫画のことしか考えられなくなるんです。漫画を描き上げることだけを考えていたら、今日になってたって、感じで……」

　まひるが「無理しちゃだめよ、牡丹ちゃん」と優しく諭さとし、

「そんなことだろうとは思ったけど……連絡はつくようにしてくれ。駿する河が野のさんも心配してたぞ」と縁えん太た郎ろうも疲れた顔をしている。

　もしかすると、牡丹と縁太郎の間に何らかのやり取りがあったのかもしれない。

　音信不通になった牡丹を心配し、縁太郎が仕事場に踏み込んで、倒れている彼女を発見した──とか？　牡丹の言い方からすると、ろくに食事もとってなさそうだから、漫画を描き上げると同時に力尽きてしまってもおかしくなさそうだ。

「それよりカレン嬢。結ゆ衣いにゃんにアドバイスをお願いします」

「アドバイス？　何のですの？」

　首を傾かしげるカレンに、結衣がもじもじと躊躇ためらいながら、

「じ、実は、デートに着ていく洋服について、悩んでて……」

　そして彼女は、恥ずかしそうな顔で事情を口にする。

　週末に玉たま置きとデートをするのだが、どういう服を着て行くべきか、迷ってる。自分で選んだ〝勝負服〟でデートに挑みたいけど、どういう基準で選べばいいのか、分からない。

「勝負服と言ったら、セクシーな服ですよ！　普段の結衣にゃんは、ちょっと大人し過ぎますからね。デートの時はもっとバーンと、胸の谷間や太ももを見せて、相手を悩殺しちゃいましょう！」

　普段から露ろ出しゆつの多い服を着ている牡丹が、自分の胸や太ももを強調してみせる。

　結衣は真面目な顔で「露出ね……」と呟つぶやいた。

「セクシーなのはいいけど、あんまり奇抜な格好は、男の子をびっくりさせちゃうよ。見慣れた洋服でオシャレをする、っていうのも大切だと思う」

　それはまひるの助言で、確かに彼女は落ち着いた大人のコーディネートを好む傾向にある。朝のニュースで女子アナが着ているみたいな、さりげなく綺き麗れいめの服を着ていることが多い。

「セクシーで、見慣れた服装……」

　またしても結衣は真面目な顔で頷うなずいて、続いてカレンのことを見た。

　カレンが玉置から手を引いていることは、すでにメールで伝えてある。なので結衣は遠慮なくカレンのことを頼ってくるのだが、縁えん太た郎ろうと〝大事な話〟をしたいカレンとしては、雑談に付き合うことにもどかしさを覚えてしまう。

　とはいえ、助けを求めるような眼差しを向けられて、何も言わないわけにもいかず、

「勝負服なら、やはりブランドものですわ。結ゆ衣いは水み無な月づきの令嬢ですから、そういう服を用意できますのでしょう？」

　結衣は〝令嬢〟という言葉を嫌がるように目を細め、「ブランド……」と口にした。

「つまり、みんなの意見を総合すると──」

　腕を組んで目を閉じて、熟考するかのようにしばらく押し黙り。

　そして突然、悟りでも開いたように、くわっと開眼した結衣が、




「女子高生の制服ってことになるわね！」




「どうしてそうなる！　どこをどう総合した！」

　たまらずツッコむ縁太郎。

　結衣は怯ひるまずに言い返す。

「ミニスカートの露ろ出しゆつ。制服という見慣れた服装。そして〝女子高生〟という世界最強のブランド！　ほら、三人の意見がちゃんと入ってる」

「それは、そうかもしれんが……デートに女子高生の制服はやめておけ。絶対にぎょっとされる。……っていうか、ぎょっとしたからな」

「むー……」

　不満げに唸る結衣の隣で、牡ぼ丹たんがきょとんとしている。

「ちょっと待ってください、縁太郎さん。今の言い方だと、結衣にゃんと制服デートをしたことがある──って感じになりません？」

　牡丹はこういう〝言葉の違和感〟によく気が付く。

　本人曰く、漫画を描く時にキャラクターの台詞せりふにおかしいところがないか確認する作業があって、現実世界の会話も無意識にチェックしてしまうんだとか。

「えっ、あっ……。その……」

　縁太郎は露骨に動揺している。

　視線は泳いで、声は上ずり、浮かべる笑みはぎこちない。

「別に隠さなくてもいいじゃない。実は私、縁太郎と──」

「わーっ！　結衣！」

　縁太郎が必死の形相で大声を出す。

　そのリアクションに牡丹とまひるが、身を乗り出して、

「どういうことですか、結衣にゃん？　詳しく！」

「わたしも気になるな。教えて、結ゆ衣いちゃん」

　好奇心に目を光らせた二人が結衣に迫っている。

　結衣は誇らしげな顔でバッグからスマホを取り出して、「いい写真があるの」と口にする。

　それを聞いた縁えん太た郎ろうは、デートの画像に心当たりがあるのか、ひたいに冷汗を滲にじませて。

「──そのぐらいに、しておきなさいな」

　気付けばカレンは、牡ぼ丹たんとまひるをとめていた。

　両親を困らせる妹たちを、姉として宥なだめる時のように。

「カレン嬢は気にならないんですか？　二人の関係が」

「そうよ、カレンちゃん。もうちょっとだけ」

　食い下がる二人だが、カレンはきっぱりと首を左右に振った。

「本気で嫌がってる相手から強引に話を聞き出すのは不作法ですわ。それじゃまるで、タチの悪い芸能レポーターやパパラッチと同じなのでして」

　すると二人は、気勢をそがれ、

「まあ、そうですね……」

「えへへ。怒られちゃった」

　牡丹とまひるが身を引いて、縁太郎が安あん堵どの息をつく。

「ありがとな、カレン」

「べ、別に……」

　縁太郎から感謝の笑みを向けられて、カレンはそそくさと視線をそらした。

　胸の奥に罪悪感のようなものがある。

　──これから自分は、縁太郎の気持ちを裏切るような話をするのだ。

　そう考えると、いつものように笑い合うことができなくて……。

　カレンはどこかぎこちない顔で、雑談に耳を傾けながら、縁太郎と二人きりになれるタイミングをうかがっていた。

「まひるさん。灘なだ原はらは、やっぱりやめたほうがいい」

　まひるの交際相手についての話が始まって、牡丹が「まひるママ。目を覚ましてください。あの男はダメですよ！」と縁太郎に加勢する。

　結衣も渋い表情で「あの人との結婚は賛成できないわ」と口にするのだが、まひるは強気な態度を崩さない。

「みんな、カレのことをよく知らないから」

　そう言われてしまうと、それ以上追求するのは難しい。

　確かにまひるの言うとおり、あの灘原というホストについて、よく知らない。

「──俺は、灘原について知ってるぜ」

　と、ここで縁太郎が目付きをあらためた。

　圧倒的な母性によって交際相手を守ろうとしているまひるの牙が城じようを、打ち崩す自信があるかのような眼差しだ。

　その強気な視線に、カレンはピンとくる。

　探偵の古ふる屋や。書類を隠す縁えん太た郎ろう。

　昨日のアレは、やっぱりまひるの交際相手について……。

「俺は昨日、アイツの職場に行ってきた」

「職場って、ホストクラブに？」

　縁太郎の発言に、まひるが目を丸くする。

　結ゆ衣いも牡ぼ丹たんも驚いていたが、カレンもまた別の理由で訝いぶかしげな顔になる。

　──古屋さんに依頼したわけでは、ありませんの……？

　てっきり、あのホストの素そ行こう調査を依頼したのかと思ったが。

　縁太郎がローテーブルの上に置いたのは、探偵の調査報告書ではなく、ホストの名刺だった。

「俺は昨日、深夜から明け方まで灘なだ原はらと酒を飲み、男同士打ち解けて、アイツの本音を聞いてきた。まひるさんと結婚する気が、あるのかどうか」

　まひるは不安げな表情で縁太郎のことをじっと見つめて、息をのむ。

　縁太郎は少しだけ言いにくそうにしながら、それでもきっぱりと、

「まひるさんとは遊びだって言ってたぜ。結婚するつもりは──」

「嘘よ。縁えん太た郎ろうくんはカレのことが嫌いだから、そうやって意地悪な嘘をついて別れさせようとして！」
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　縁太郎は苦々しい表情でまひるの言葉をやり過ごし、自分のスマホを操作する。

「……そう言うと思って、その時の会話を録音してある」

　差し出されたスマホの画面に、まひるの不機嫌な顔が映り込む。

「……いい。カレに直接、聞いてみるからっ」

　すっと立ち上がったまひるが居間から出て行った。

　牡ぼ丹たんがすぐに追いかけて、「まひるママ、待ってください。ちょっと落ち着きましょう」と宥なだめる声がして、玄関のドアが開閉する音がそれに続いた。
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　牡丹とまひるが帰ってしまった居間に、気まずい沈黙が漂っている。

「……ちょっとやり方が強引じゃない？」

　おずおずと言ったのは結ゆ衣いで、縁太郎は「そうかもしれないが」と言い置いてから、

「結婚する気がない相手との交際を、放っておくわけにはいかない。まひるさんは最年長だし、時間を無駄にしてもらいたくないんだ」

　そして縁太郎は、カレンのことをチラっと見た。

　その視線にカレンは、〝もしかしたら……〟と考える。

　縁太郎は自分の婚活についても、同様の焦りを感じているのかもしれない。二十代後半で実りの薄い婚活をしているという点では、自分もまひると近しいものがある。

　まだ実感はないものの、三十歳を越えると、男性からの態度が変化するという話も聞くし。

　──でも、それなら、なおのこと……。

　縁太郎には、話をしなくてはならない。

　そろそろ結衣が帰って、二人きりになれるはずだから、その時に──。

　結衣はスマホをいじっていて、縁太郎はパソコンで何か作業をしている。

　カレンは部屋の隅に積んである雑誌の山から一冊とりだして、縁太郎と二人きりになれるタイミングをうかがっている。

　しばらくするとふすまが開ひらいて、パジャマ姿の蒼あお梨りがやって来た。

「ねー、お兄ちゃん。まだあのお金ってあるんでしょ？　実は夏休みに、みんなと旅行に行きたいんだけど……」

「そういうのは兄貴に頼めって」

　煙たそうな顔でパソコンの画面から目を離さない縁太郎。

　蒼梨はめげることなく縁太郎のそばに歩み寄り、

「お父さんじゃ話にならないんだって。女子高生だけで旅行なんてダメだって、子供扱いしてくるんだもん」

「じゃあ、残念だが諦めろ。親の言うことはちゃんと聞け」

「でもでも、お兄ちゃんと一緒なら良いって言ってくれたの。今ならお兄ちゃんお金持ちだしって言ったら、『そういえばそうだな。縁えん太た郎ろうに頼んでみろ』って」

「あのバカ兄貴……」

　呆れ顔でスマホを手に取った縁太郎が、兄に電話をかける。

「兄貴、蒼あお梨りに変なこと吹き込むなよ。本気にしてるぞ」

　するとスマホのスピーカーから『百万もあるんだから──』みたいな声が聞こえて、

「あの金はもう使っちまったよ。……いや、兄貴には関係ないだろ。そういうことだから、兄貴がどっか連れてってやれよ」

　相手が何を話したのか分からない。大おお雑ざつ把ぱな内容しか掴つかめない会話ではあった。

　でも──。

「……縁太郎。臨時収入のお金、使ってしまったのでして？」

　確か、金額は百万円。

　蒼梨のスマホで十万使って、それでも九十万は残っているはずだ。

「いや、その……」

　見据える先で、縁太郎は気まずそうに視線を泳がせて……。

　彼が何かを誤ご魔ま化かそうとしている時の反応だ。さっき、結ゆ衣いとのデートについて聞かれていた時も、同じ表情をしていた。

「一体、何に使ってしまったのでして？　九十万なんて大金、よほどのことがなければ一度に使えませんわよ」

　つい、責めるような言葉遣いになってしまう。

　カレンも昨日、大金を失ったばかりだったから。

　バイトの昼休みに銀行へ行き、妹の学費として五十万円振り込んだ。それで妹が笑顔になってくれるのであれば安いものだが、残高が十万円になってしまった通帳を見て、何も思わなかったわけじゃない。妹のために使った──という理由がなければ、納得できない喪失感があったのだ。

　他人の金の使い方にとやかく言うつもりはないが、縁太郎はもはや〝他人〟ではない。黙っていられなかった。

「……未来のために、投資したんだよ」

　縁太郎の回答を耳にしたカレンは、その〝お金の使い方〟について吟味する。

「それは、株式投資ですの？　それともＦＸ？　先物？　まぁ、何だっていいですけど、感心できませんわね。お金持ちの方が趣味や道楽で、そのような投資に手を出すというならまだしも、お金持ちというわけではない縁えん太た郎ろうが、大金を手にしたからといって、安易に投資をするなんて」

　家が没落してしまってから、カレンはお金のことで苦労してきた。他人のそれであっても、〝無駄遣い〟には嫌悪感を覚えてしまう。

「ねえ、本当に使っちゃったの？　百万円もあったのに!?」

　そう言って縁太郎の肩を揺さぶる蒼あお梨りは、まるで預金を全て失ってしまった人のように、絶望と驚愕の入り乱れた顔つきをしている。

「蒼梨はスマホ買ってやったんだから、いいだろ」

「そーだけど……もっと色々してほしかったもん。投資だったら、あたしにしてよ！」

「何でお前に投資しなきゃなんねえんだよ」

「だってぇ──」

　蒼梨は不満げにむくれた顔で、縁太郎にぶーぶーと文句を言っている。

　旅行費用のあてがなくなってしまって、それが納得できないと、その横顔に書いてある。

「それなら私が、お金を出すわ」

　駄々をこね続ける蒼梨へ、救いの手を差し伸べたのは結ゆ衣いだった。

「保護者役も私に任せて。要人護衛レベルのセキュリティーで保護するから、安心してちょうだい」

　黒服のボディーガードに囲まれて、夏のバカンスを楽しむ女子高生。

　脳裏をよぎったシュールな絵え面づらに眉をひそめるカレンだが、蒼梨はまさに救世主を見るような目付きで結衣を見る。徐々に満面の笑みになり、歩み寄って〝ぎゅむっ！〟と抱きつき、

「結衣ちゃん。大好きっ！」

「……！」

　結衣の嬉うれしそうな顔といったらなかった。

　目を見開いて、わなわなと震えて、蒼梨の背中に手を回そうとするものの、抱きしめる度胸がないのか、その背中に触れることができない。

「いやいや、それはダメだろ。結衣も蒼梨を甘やかさないでくれ」

　縁太郎がたまらず声を差し込むが、蒼梨は聞こえていないかのように結衣だけを見て、

「じゃあ、あたしの部屋で、計画を立てよう。みんなともライン通話を繋つなぐから」

「蒼梨の部屋で、蒼梨の友達と……！」

　蒼梨にぐいぐい腕を引かれて、結衣はふやけきった笑みを浮かべて戸口へと向かう。

「おい、蒼梨っ！」

　縁太郎が声を上げるも、蒼梨は肩越しに振り返って赤い舌を出す。

　むっとした縁太郎が立ち上がるが、ぴしゃっとふすまを閉められた。

「まったく、蒼梨のやつ。あとでキツく言っとかねえと……」

　年頃の娘を持つ父親のような顔でぼやいた縁えん太た郎ろうに、カレンは思わず苦笑してしまう。

　そしてふと、気が付いた。

　縁太郎と、二人きりだ。

「あの──」

「なぁ──」

　二人の言葉が、ぶつかった。

　縁太郎が表情と手仕草で、カレンに発言を譲ってくれるが。

「…………」

　口にしてしまえば数秒で言い終えてしまうその一言を、言葉にすることに抵抗がある。

　それを言われた縁太郎がどんな顔をするだろうかと考えただけで、自分がものすごく悪いことをしているような気がしてしまい……。

　──でも。

　告げなくてはならないのだと、カレンはあらためて思う。

　白はく城じよう結婚相談所では、夢が叶わない。

　玉たまの輿こしを掴つかんで、マリアとの約束を果たしたいのであれば──。

「…………」

　しかし。

　意気込んでみたものの、やはり言葉が、出てこない……。

　しばらく沈黙が続き、見かねた縁太郎が口を開ひらいた。

「なあ、カレン。今週の土曜って、空いてるか？」

「え？　土曜は……バイトはお休みですが」

「それなら、日帰りでちょっと出かけないか」

「それは……旅行、ということですの？　やけに唐突ですのね」

　訝いぶかしげな顔になってしまうカレンに、縁太郎はちょっと気恥ずかしそうに苦笑し、

「神田祭を盛り上げてくれたお礼にって、町内会長が旅行券をくれたんだけど……一人旅ってのも味気ねえからさ」

「そういうことでしたら、まぁ……構いませんけど」

　親しげに笑いかけてくる縁太郎の顔を見つめて、カレンは考える。

　白城結婚相談所へ入会したのは、一年前。

　密度の濃い一年間だった。

　縁太郎と二人三脚で婚活に励み、泣いて笑って、色々あった。

　だから最後に旅行へ行って、そこで告げるのもいいだろう。




　──黒くろ峰みねマリッジプランナーへ、移籍しようと思っているのだと。







　最終話　理由







　週末の土曜日。

　カレンは普段よりもオシャレな格好をして、家を出た。それは一見、ブランド物に見えるのだが──デザインがそれっぽいファストファッションで、見る人が見れば庶民のコーディネートであるとすぐにバレてしまう。

　もっとも、縁えん太た郎ろうもラフな服装だったので丁度良いかなと思う。

　はた目には、どこにでもいそうな普通のカップルに見えるかもしれない。

　──実際には、付き合うどころか、その逆の話をするわけですが……。

　カレンは心の底で罪悪感を覚えつつ、縁太郎と一緒に神田の町を出て、東京駅で東北新幹線に乗った。

　行き先は那須高原。

　温泉やアウトレットやサファリパークと、遊ぶところがたくさんあるが、東京から新幹線を使えば一時間で行ける。日帰りで旅行をするには丁度いい。

「行きたいところに、目星をつけておいてくれ」

　新幹線の車内で、那須塩原の観光地を特集している雑誌を渡された。

　あくび混じりにスマホをいじる縁太郎を横目に見ながら、カレンはいつ言うべきかと考える。

　──帰りの新幹線で、話を切り出すべきですわね。

　黒くろ峰みねマリッジプランナーへ移籍したいと言ったら、口論になってしまうかもしれない。そういう話は、別れ際にするべきだ。

　縁太郎と一緒に出かけるのは、これが最後になるかもしれないのだから……。

「わたくし、この温泉に行きたいですわ。あと、アウトレットは外せませんわね」

　カレンは雑誌を開ひらいて、行ってみたい場所を次々と指さした。

　せめて最後に楽しい思い出をと、考えてのことだった。




　＊　＊　＊




　那須塩原の駅に着くなり「最初にちょっと、行きたい場所があるんだけど、いいか？」と縁太郎から言われた。

　カレンは特に疑問も抱いだかず、縁太郎が駅前で借りたレンタカーの助手席に乗って、成り行きに身を任せることにしたのだが。

「ここ、ですの……？」

　しばらく車を運転したのちにたどり着いたのは、森の中にある別荘地。

　観光客が遊べるような施設は見当たらない。

　カレンに続いて車からおりてきた縁えん太た郎ろうは、何かを確かめようとするかのように、すぐそばに建っている家の表札へと視線を向けている。

　そこは、立派な門を構えた豪邸だった。

　デザインから素材から何から何まで、どの部分に注目しても高級であるという印象を受ける。

「実は、カレンと生き別れになったメイド──マリアさんについて、古ふる屋やさんに調べてもらったんだ」

「……え」

　風が吹き抜けて、背の高い木々の枝が揺れ動く。

「この家に住んでいるらしい。それ以上のことは分からないけど、ここにいるのは間違いないって」

　日常からかけ離れた別荘地で、現実とは思えないことを告げられた。

　──マリアが、ここに……。

　さっきまではただの家だった。

　それが特別な場所になろうとしている。

「マリアさんに会ってみないか。カレン」

　ずっと会いたいと思ってた。

　門の脇に備え付けられているインターフォンのボタンを押せば、その夢が叶うのかもしれない。

　でも──。

「……会えませんわ」

　カレンは一歩後ずさり、その足を僅かに震わせる。

「だってわたくし、約束いたしましたのよ。上流階級の世界に戻って、迎えにいくと。それなのに、こんな──」

　自じ嘲ちようするかのように笑って、豪邸から目をそらし、

「みすぼらしい姿で、マリアと再会するなんて……」

　すぐにここから離れたい。

　すっかり庶民になってしまった自分を見られたくない。

「でも、マリアさんは、カレンの家族みたいなもんなんだろ？」

　縁太郎の言葉に、カレンは頷うなずく。

　生まれた時から身の回りの世話をしてくれていたマリアは、姉のような存在だ。

　でも、それだけじゃない。

　家が没落して、どん底の状態になって──。

　それでもマリアは、自分のことを支えてくれた。

　今の自分があるのはきっと、あの時、マリアが助けてくれたから。

「家族みたいな人なら、ためらう必要はないだろ？」

　縁えん太た郎ろうがもどかしげな目付きで見てくるが、カレンもまた、自分の気持ちを察してくれない縁太郎に対して、もどかしさに由来する苛立ちを覚える。

「わたくしはマリアに、誓いましたの。立派な貴族になって、会いに行くと。それなのに、未だに庶民のままなんだって知られたら……失望されてしまいますわ！」

「そんなことねえって。カレンはカレンだろ？　貴族でも庶民でもそれは変わらねえ。貴族のお前にだけ会いたいなんて、マリアさんはそんなことを言うのかよ？」

「そ、それは……。でもっ！」

　口論を重ねる二人の声は、静せい寂じやくな森の中にあって異質なものだった。

　いつの間にか鳥の声が消えていた。

　木々の向こうに建っているログハウスの窓のカーテンが動いた。

　そして、ぎぃっと蝶ちよう番つがいがきしむ音がして、門の脇にある扉が開ひらき、




「あの……。何か、困りごとでしょうか？」
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　それは、カレンよりも少しだけ年上の女性だった。

　あの時みたいに、メイド服を着ているわけじゃない。中学生の少女じゃない。

　でも。

　その声だけで、充分だった。

　そこにいるのが誰なのか、はっきりと分かった。

「……っ」

　カレンは左手の小指にはめられている指輪を隠し、慌てて彼女に背を向けた。




「……カレン、お嬢様？」




　大人びた声だった。

　でも、それは間違いなくマリアの声。

「あの、私のこと、覚えておりますでしょうか？　お嬢様がご幼少のころ、早さ乙おと女め家にお仕えしていた」

「人違いですわ」

　カレンは絶対に指輪を見られないようにと、小指を握りしめて肩を震わせる。

「……わたくしは、貴女あなたの知っているカレンでは、あ、ありませんの」

　冷静であろうとすればするほど、唇が震えてまともに喋しやべれない。

　期待に応えたかった。

　約束を果たしたかった……。

　情けなく震える背中なんて見せたくなかったのに。

「あぁ、本当に、カレンお嬢様なのですね！　会いにきていただけるなんて……信じられない！」

　彼女の声も震えていた。

　振り向きたい衝動が込み上げてくるが──しかしカレンは、それを必死に堪こらえて言葉を繰り出した。

「だ、だから、貴女あなたの知っているカレンではないと、言っておりますわ。見れば分かりますでしょう？　貴族じゃないって。お嬢様でもなんでもないって。上流階級の世界には、戻れなかったって！」

　あの日に交わした約束の結末を告げて、カレンは肩を落とした。

　マリアの喜ぶ顔が見たくて、頑張ってきた。

　それなのにこんな結果になってしまって……自分自身に失望してしまう。

　しかしそれでも、足音が近付いてきて──




「……私は、嬉うれしく思います」




　そう言ったマリアが、カレンの背中を抱きしめる。

「カレンお嬢様が、こんなに立派な女性になられて、会いに来てくれたことが……」

　カレンは彼女を拒絶するかのように硬直していたが、鼻先を懐かしい匂いがかすめる。

　柑橘系のコロンの香り。まだ自分が〝お嬢様〟だった頃、彼女の誕生日にプレゼントしたものと同じ。

　そのとき、ぶわっと、よみがえる。

　彼女について、忘れていたことが、次々と。

　生まれた時から側にいた。本当の姉だと思ってた。一緒にたくさん遊んだし、嬉うれしいときも悲しいときも、いつも隣にいてくれた。大人のメイドに悪いた戯ずらをして怒られたこともある。他の家の子供と喧けん嘩かになった時には、身を挺ていして助けてくれた。マリアはいつも、自分の味方でいてくれた。

　家が没落して、メイドとお嬢様という関係がなくなっても。

　マリアとカレンという絆はそのままで。

　自分がカレンであって、マリアがマリアであれば、それでよかったのかもしれない。

　そう思った瞬間に、張りつめていた気持ちが緩ゆるみ──。

　冷たい頬ほおに一筋、温かい涙が伝うのだった。
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　カレンはマリアから招かれるままに豪邸に入り、リビングのソファーに腰かける。その隣には縁えん太た郎ろうが座って、マリアはローテーブルを挟んで向かいのソファーに腰をおろす。

　そこはログハウスで、木の香りが強い。家の中にいるのだが、森の中で森林浴をしているような気分になる。

「本当に久しぶりですね、カレンお嬢様」

　向かいのソファーに座っているマリアが微笑みかけてくる。

「そう、ですわね……」

　カレンも笑みを返すのだが、どこかぎこちない。

　──まだ、感情が追い付いていない。

　突然の再会に、心の準備ができていなくて、今の自分がどういう気持ちか分からないでいる。

　喜びがあって、戸惑いもあって、気恥ずかしさもある。これまでの生い立ちにしろ、どこから話すべきなのか、選択肢がありすぎて選べない。

　マリアとカレンの時間は、子供の頃に別れたあの日で、止まっているのだ。

　どうすればこの時計の針が動いてくれるのか、ぼんやり考えていると。

「あっ、お茶を出さないといけませんね。最近はやってもらってばかりなので、うっかりしてました」

　何もないローテーブルに視線を向けたマリアが、慌てて立ち上がる。

　──やってもらってばかり？

　マリアのさりげない一言が気になって、カレンはその背中を目で追いかけた。

「……ここ、すごい豪邸だな」

　隣に座る縁えん太た郎ろうが、場違いな空気に気圧されているかのような顔で耳打ちをしてくる。

　カレンは小さく頷うなずいて、さっと視線を巡らせた。

　天井は高く、大きなファンがゆっくりと回転している。壁に猟銃や、鹿のはく製（頭部だけ）などがかけられていて、いかにも高そうな壺つぼが飾られていたりする。

　まさにお金持ちの別荘といった感じだ。マリアはここで、メイドをしているのだろうか？

「お待たせしました！　カレンお嬢様が来ると分かっていたら、焼き立てを用意できたのですが……」

　キッチンから戻ってきたマリアが、お盆をテーブルの上に置く。ロイヤルコペンハーゲンの白い陶器のポットに、皿の上にはどこか見覚えのあるクッキー。

「ジンジャークッキー……」

　ハッとして呟つぶやいたカレンに、マリアは嬉うれしそうに微笑む。

「はい。カレンお嬢様、お好きでしたよね？　紅茶はもちろん、最高級のダージリンですよ」

　当たり前のように、好物を覚えていてくれて。

　マリアとの間に横たわっている〝時間〟という壁が、少しずつ薄くなっていく。

「カレンお嬢様。それ……」

　マリアが驚いた顔で、カレンの左手を指さした。

「私が、プレゼントした指輪ですよね。その、お別れをする時に」

　ちょっとだけ恥ずかしくなって、カレンは控えめに頷く。

「あの時は中指で丁度良かったのに、今は小指なんですね」

　懐かしそうな顔をするマリアに、カレンは苦笑して、

「それは、まぁ……。わたくしも大人になりましたから。マリアも随分と変わりましたわね」

　あの頃のマリアは、黒髪のショートカットで、いかにも気が強そうな目付きで、中学校のセーラー服を着ていた。

　今のマリアは、黒髪を肩まで伸ばして、穏やかな眼差しで、素材の良さそうなセーターを着ている。マリアはマリアであるのだけど、角が取れたというか、落ち着いた印象を受ける。

　そんなマリアを見ているうちに、また、どうしようもなく、申し訳ない気持ちが込み上げてきてしまう。

「……マリア、ごめんなさい」

　カレンはうつむき、皿の上のクッキーを見つめる。

「わたくし、貴女あなたからしてもらってばかりで。貴女に何か、恩返しがしたかったのに。上流階級のお嬢様になって、貴女と一緒に暮らせるようにするなんて、偉そうな約束をしておきながら……！」

「か、カレンお嬢様!?　おやめください。お嬢様が謝られるようなことは、なにも」

　しかしカレンは、頭を下げたまま、

「わたくしは貴女に、ずっと助けられておりますのよ。子供の頃から、いつも一緒にいてくれて。家が没落してからも、毎日のように会いに来てくれて。貴女のその優しさに、わたくしはどれだけ、救われたことか……ッ」

　鼻の奥にツンとしたものを感じて、カレンは強く目を閉じる。

　マリアからもらったものを、返すことができなくて、それが悔しくて、悲しい。

　でも──。




「それは私も同じです。お嬢様」




　ふいにかけられたマリアの声。

　いつもハッキリと言いたいことを口にする彼女にしては珍しく、ためらいがちに、

「……私だって、カレンお嬢様に救われていたんですよ。お嬢様を支えることで、私も、支えられていたんです。子供の頃、お嬢様と一緒に遊ぶのがどんなに楽しかったか。早さ乙おと女めの家にいられなくなって、別のお屋敷に行った時だって……うまく馴染むことができなくて、寂しくて、お嬢様に会いに行っていたんです」

　そしてマリアは、身を乗り出して、カレンの両肩に優しく手を置く。

　導かれるように顔を上げたカレンに、マリアは嬉うれしそうな笑みを向けて──




「私は、私がそうしたいから、お嬢様のそばにいたんです。お嬢様のおかげで、今の私があるんです」




　気を遣っている──という感じではなくて。

　マリアは本気で、そう思っているようで。

「じゃあ、わたくしたちは、お互いに……」

　続く言葉を迷って口ごもるカレン。

　するとマリアが、宙ぶらりんになった言葉を引き継いで、

「持ちつ持たれつ──という関係なんだと思います」

　今までは、一方的にマリアからもらっているのだと。

　だからこそ、彼女に何かを返さなければならないと思っていたけれど。

「そうだったん……ですのね」

　そう口にした瞬間、ずっと腹の底でくすぶっていた何かが消えて──カレンは自然と笑みをこぼす。

「そうなんです。そういうことなんです」

　そしてマリアも、少女のように稚ち気きのある笑みを浮かべて──。

　二人はまるで、子供の頃のように笑い合う。

　カレンの隣に座って見ていた縁えん太た郎ろうも、嬉うれしそうに微笑んでいた。

　それからしばらく、思い出話に花を咲かせ──。

「ところで、マリア。その指輪……」

　懐かしいジンジャークッキーでお茶をしながら、カレンはマリアの左手を指さした。

「貴女あなた、結婚しておりますの？」

　彼女の左手の薬指には、銀色の結婚指輪が輝いている。

「はい。僭せん越えつながら、一昨年に入籍しまして……。そろそろ起きていると思いますので、ちょっと呼んできますね」

　そう言って立ち上がったマリアは、大きな鹿のはく製の近くにあるドアを開あけ、「起きてください。お客さんが来たんです」と声を出す。

　しばらくして部屋から出てきた男性は、

「いやぁ、こんな格好で、すみません」

　そう言って、照れくさそうに笑いながらガシガシと頭を掻かいている。

　体の大きな男性だった。ログハウスが良く似合う──まさに山男のような人だ。年齢は三十代後半ぐらいで、体が大きく、あごひげを蓄えている。チェック模様の可愛らしいパジャマを着ているが、それが本人のワイルドな印象とマッチしていない。

「ふむ……。あなたが、カレンさんですか？」

　熊のような大柄な男性が、カレンのそばに近付いてきて、興味深々な眼差しを向けてくる。

「さ、早さ乙おと女めカレンですわ。お邪魔しております」

　その迫力に気圧されて笑みを引きつらせるカレンに、男性はニカっと歯を見せて笑い、大きな手を差し出してきた。

「マリアの夫で、乾いぬい大だい吾ごといいます。いつもマリアから話を聞いていたんですよ。いつか私のお嬢様が会いに来てくれるって。大層、幸せな思い出だったみたいでしてなあ！」

　ガハハと豪快に笑う乾。その隣に立っているマリアが、恥ずかしそうな顔で「もう、余計なこと言わないで」と言って、彼の肩をペチっと叩く。

　そんな二人にカレンは、にこやかな笑みを向けながら、頭の一部を鋭く回転させていた。

　──乾といえば、乾コンツェルンを取り仕切っている一族の名前ですが……。

　それは、カレンの頭の中にある〝上流階級リスト〟に存在している名前だったのだ。

　そしてパズルのピースがぴたりとはまるかのように、うっすら感じていた違和感の真相が見えてくる。

　マリアが身に付けている腕時計。イヤリング。リビングの各所に置かれたインテリア。

　玉たまの輿こしに憧れているカレンは知っている。それらが全て、〝超〟が付くほどの高級品であるのだと。

「し、失礼ですが、乾いぬいさんはどんなお仕事をされていますの？」

　我慢できずに、聞いてしまうカレン。

　すると乾は、つまらないことを話すかのように、大きな肩をすくめつつ、

「乾コンツェルンという会社で、まぁ……いちおう社長をやっていますが、親父の跡を継いだだけなんで、形だけって感じです。実際に経営のことは部下に任せてますからね。オレは都会で仕事をするより、こうやって森の中で暮らしてるほうが好きなんです！」

　大きな腹を揺らして笑う乾を見て、カレンは笑うに笑えない。

　乾家と言ったら、堂々と上流階級を名乗ることのできる名門だ。

　その家名も、保有している財力も、ただの金持ちという範はん疇ちゆうを遥かに超えている。

　そんな大物を旦那にしているということは、つまり。

「この人は、私の仕えていたお屋敷のご主人だったのですが、その、色々あって……くっついちゃいまして」

　マリアが頬ほおを赤らめて、乾がその肩を抱だいて優しく微笑んだ。

　そんなやり方もあるのだと、カレンはもちろん知っている。

　知っているのだが──。




　──まさかマリアが、玉の輿を掴つかんでいたなんて……!?




　整理の付かない気持ちに翻弄されるカレン。

　そんな彼女と、なんとも言えない顔で隣に座る縁えん太た郎ろうを順じゆん繰ぐりに見て、マリアは何かを察したかのように微笑んで、

「ちなみにお嬢様は、そちらの方とお付き合いされていたり、とか？」

「「えっ！」」

　カレンと縁太郎の声が重なった。

「……あれ、違いました？　雰囲気的に、恋人なのかなと思ったのですが」

　カレンは慌てて両手を振って、

「ち、違いますわ。縁太郎は結婚相談所の仲人なこうどで、わたくしはその会員。恋人とか、そういう関係ではありませんの」

　すると縁えん太た郎ろうも、焦った声で、

「そ、そうなんですよ。俺はカレンの仲人なこうどで、えっと、名刺は……」

　反射的に内ポケットを探ろうとする縁太郎。しかし今日はスーツじゃないので、指が虚むなしく空を切る。

「結婚、相談所……。お嬢様、婚活をされているんですか？」

「えぇ、まぁ……」

　マリアに問われて、カレンは気まずげに頷うなずく。

「どんな方を候補として考えているんですか？　お嬢様にふさわしい殿方となれば、やはり名家のご子息でしょうか？」

「そ、そう、ですわね……」

　微笑むマリアに、カレンはぎこちない笑みを返す。

　マリアのために玉たまの輿こし狙いの婚活をしていたとは、とても口にできなかった。
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『観光案内をします』とマリアが言ってくれたので、カレンと縁太郎はその言葉に甘えることにした。

　縁太郎とカレンが乗ってきたレンタカーにマリア夫婦も乗って、那須高原の観光地を順じゆん繰ぐりに巡る。

　最初に向かったのは、那須サファリパーク。縁太郎のリクエストだ。

　特製のバス（客席の四方が壁ではなくて金網になっている）に乗り込んで、動物たちの迫力を間近に楽しむことができる。それがウリの施設だが──。

　あまりに近すぎて、カレンは怖かった。

　金網越しに息づかいを感じることのできる距離にまで歩み寄ってきたライオンに、獲物を狙う時の目付きで睨にらまれて──思わず縁太郎の腕を掴つかんでしまう。『案外怖がりなんだな』と苦笑されてしまって、カレンはたまらず赤くなる。

　それから南が丘牧場へ移動して、ジンギスカンのランチを食べた。

　もの凄く美味しかったのだけど、マリアの手前がっつく真似はできない。いつもより控え目にしておこうと思っていると、縁太郎から『カレンはいつも、よく食べるんですよ』とバラされてしまって、今度は青くなる。

　デリカシーの欠けた発言をした縁太郎の足をテーブルの下でこっそり蹴って、こうなったからにはお腹いっぱい食べなくては損だと思い、新鮮な肉と野菜のバーベキューを堪たん能のうした。

　それから鹿しかの湯というやたらと熱い温泉に入り、アウトレットでウィンドウショッピングを楽しんで、那須塩原の駅へ戻った。

「カレンお嬢様。また、遊びに来てくださいね」

「えぇ。マリアも、東京に来た時には声をかけてくださいまし」

　縁えん太た郎ろうとカレンを新幹線のホームで見送るマリア夫婦は、お抱え運転手の車を呼んで自宅へ帰るらしい。タクシーでもハイヤーでもなく、お抱え運転手の車。あらためてマリアは別世界の住人になってしまったのだと思う。

　カレンは見送ってくれるマリアとその旦那に手を振って、縁太郎と一緒に東京行きの新幹線に乗り込んだ。

　空あいている席に並んで座り、ふうと一息。ちらっと横目で縁太郎のことを見る。

　──ようやく、二人きりになれましたわね……。

　聞きたいことがいくらでもある。

　その中でも、特に気になっているのが、

「一体、いくらかかりましたの？」

　カレンは単刀直入に話を切り出した。

　それを聞いた縁太郎は、特に驚いた様子も見せず、まるでその質問を予想していたかのように、さらりと答える。

「俺が勝手にやったんだ。カレンは気にしなくていい」

「そういうわけにはいきませんわ。わたくし、古ふる屋やさんに聞いたことがありますのよ。マリアの捜索を依頼したらいくらかかるのか。五十万から百万は必要だと言われましたわ。そのぐらいの金額を、要求されたのではありませんこと？」

　縁太郎は口をつぐんでいる。

　無言の肯定とみていいだろう。

「全額、きっちりお支払いしますわ。すぐに払うのは無理ですけど、必ず」

「いいって。ちょうどあぶく銭があったし」

「あぶく銭？　──っ」

　カレンは、ハッとする。

　縁太郎の母親が、白はく城じよう結婚相談所の名義で口座を持っていた。その残高は、百万円。それを知った蒼あお梨りが、スマホの機種変をねだって、さらに夏の旅行代金を出してもらおうとして……。

「もしかして、あのお金を使いましたの？」

　縁太郎は、躊躇ためらいがちに頷うなずいた。

　未来のために投資した、なんて言っていたのに。

　──実際は、わたくしのために……。

　カレンはなんとも言えない気持ちに襲われ、思わず縁太郎から目をそらす。

　膝の上で重ねた両手を握りしめ、

「どうして……わたくしのために、お金を使ってくださったんですの？　ありがたいとは思いますが、理由を教えてくださいまし」

　もちろん感謝しているが、戸惑いの気持ちもあった。

　どうしてそこまでしてくれるのか？

　まさか無償の善意というわけではあるまいし。

「理由……か」

　縁えん太た郎ろうは考えをまとめようとするかのように目を細め、

「強いて言うなら、カレンにちゃんと婚活をしてもらうため、かな」

「……それはつまり、わたくしがマリアと再会すれば、玉たまの輿こしを狙わなくなると。そう考えてのことでして？」

「いや、違う」

「……？」

　あまりにもきっぱりと否定されてしまって、カレンは眉をひそめた。

　縁太郎はこちらを振り向こうともせずに、独り言でも言うかのように、

「カレンの婚活は間違ってた。それを何とかしたかった」

「……縁太郎はいつも、そう言っておりましたわね。玉の輿を狙うのはやめたほうがいいって」

「いや、そういうことじゃない」

　縁太郎はきっぱりと首を横に振り、

「玉の輿を狙うこと自体は悪くない。カレンが本当に金持ちと結婚したいなら、その気持ちはちゃんと尊重する。成功率が低いから勧めることはできないが、間違ってるってわけじゃない」

「じゃあ、何が気に入らないんですの？　縁太郎が何を言いたいのか、分かりませんわ」

　カレンが強く見据える先で、縁太郎は何かを決意するかのように息をつき、

「俺はずっと、おかしいと思ってた」

　ようやくカレンのことを見て、その眼差しの温度を徐々に上げていく。

「カレンは玉の輿を掴つかんで金持ちになりたいと、口では言う。けど、行動がともなってない。本当に金持ちの世界に行きたいやつは、そういう世界に憧れて、庶民の世界を嫌がるもんだ。だけどカレンには、そういう態度がまるでない」

「そ、それは……。不本意ながら、こちらの世界にいる時間が、長いから……」

　弱々しく反論するカレンだが、縁太郎はさらに言葉の勢いを強め、

「それならまだしも、金持ちのことを否定したんだよ。伊い集じゆう院いんさんとの交際がダメになった理由、覚えてるだろ？　お金の使い方が許せなかったって。本当に本気で金持ちになりたかったら、相手の欠点には目をつぶってでも交際を続けていたはずだ」

「い、伊集院さんは、その……」

　カレンの口調が、弱くなる。

　言い返したいと思うが、反論の言葉が出てこない。

「そもそもカレンの婚活は、最初っから間違ってたんだよ。玉たまの輿こし狙いがどうとか、それ以前の問題として、根っこの部分をどうにかしねえとだめなんだ」

「わ、わたくしの、何が──」




「今までカレンは、マリアさんのための婚活をしてたんだ」




　カレンは縁えん太た郎ろうから目をそらさずに、考える。

　マリアのための婚活……。

　その言葉の輪郭が、頭の中で徐々に鮮明になっていき──。

「祭りの時に言ってたよな。玉の輿を狙ってんのは、生き別れたメイドと再会するためだって。それを聞いた時には、カレンらしいと思ったよ。お前はいつも、誰かのために何かをしようとするんだよ。──けど」

　向けられる視線の熱さに。

　叩きつけられる言葉の強さに。

　驚いて怯ひるみながらも、カレンはその全てを受けとめようとするかのように息をのみ、




「婚活は、自分自身のためにやらなきゃダメなんだ！」




　その言葉にカレンは、思い出す。

　家が没落して、ボロアパートへ引っ越して。心の拠り所であったマリアも、さらに遠くへ行ってしまい……。

　これからは、自分がしっかりしなくてはいけないと思った。

　二人して働く両親の代わりに、妹たちの面倒をみて、親に代わって家事をやる。

　高校に入学すると、部活の代わりにバイトをやって。

　本当は大学へ進学したかったけど、妹たちのことを考えて就職の道を選んだ。

　自分のことを考えている余裕はない。

　いつしかそれが、当たり前になっていた。

「そもそもカレンは、結婚して──どういうふうになりたいんだ？」

　縁太郎はどこまでも真剣に。

　怒っているかのような口調で聞いてくる。

「どういうふうにって……それは、玉の輿を掴つかんで、上流階級の世界へ行って」

　それから先の自分の姿が、ぼやけてしまって、分からない。

　お金持ちと結婚した自分がどうなっているのか。

「見えてこねえんだろ？　自分が幸せになってる姿が」

　ぐっと、喉の奥で息がつまった。

　自分のことなんて、考えてなかった。

　結婚という人生の一大事においても、カレンは自分のことをおざなりにしていた。

「誰かのための婚活じゃ、肝心の自分が幸せになれねえんだよ」

　縁えん太た郎ろうに肩を掴つかまれる。

　心の深い部分に踏み込まれている感覚があって、警鐘を鳴らすかのように心臓が早鐘を打って──。

「そんな結婚……俺は許さねえからな。──なあ、カレン」




　そして彼が口にしたのは、彼自身を突き動かしている、理由そのもの。




「俺はな、〝お前〟を幸せにしてえんだよ」




　その一言に。

　貫かれてしまったと、カレンは思う。

　負けん気が強くて素直じゃなくて、プライドが高くて高たか飛び車しやで。

　強く生きるため、必死に取り繕つくろってきたものが、崩れていく。

「だからよ、カレン──」

　縁太郎が微笑みかけてくる。

「もう一度、婚活をやり直そうぜ」

　その声は、無防備な心に入り込んできて。

「誰かのためは、もう十分だ。今度はお前が、お前のために婚活をする。お前のためだけに婚活をするんだ。そしたら、きっと──」

　縁太郎はまっすぐにカレンのことを見つめ、信じてほしいと願うかのように。




「最高の笑顔で、バージンロードを歩けるからよ」




　いま、初めて──。

　その光景を思い描くことができた。

　結婚式でウェディングドレスをなびかせて、祝福と喝かつ采さいを一身に浴びる。

　ちゃんと〝幸せ〟になれている、自分の姿を……。

「あ──」

　カレンは、込み上げてくるものを堪こらえきれない。

　慌てて縁太郎から顔を背けて、車窓のほうへ目を向ける。

　すごい速さで流れる景色が、まるで自分の気持ちのようだった。

　胸の中で様々な感情が噴き出して、それが互いにぶつかり合って──。

　新しい何かが誕生しようとしている。

　それはしかし、嫌な感覚ではなくて。

「ふぅ……」

　火照った吐息をついて、すっと胸に手を当てた。

　──わたくしのことを、幸せに……。

　縁えん太た郎ろうからもらった言葉が、胸の中で熱を持っている。

　まるでプロポーズみたいな台詞せりふだなと思って、その熱が頬ほおへと移動する。

　隣に座っている縁太郎のことを意識してしまう。

　それがどういう感情であるのか、カレンは知っている。

　だからこそ彼女は、車窓を見つめて、振り向かない。振り向けない。

　今はまだ、気持ちが顔に出ているから……。

　その時ちらっと、縁太郎の顔が窓に映り込む。自分のことを優しく見守ってくれているような、そんな気がして──カレンはますます振り向けなくなってしまったのだった。
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　それからカレンと縁えん太た郎ろうは、婚活の話を一切しなかった。

　那須高原の観光地について語り、マリアの昔話をして、蒼あお梨りが縁太郎の料理に文句を言っているという話になって、あいつは他人の料理にケチをつけるくせに自分は全然料理をしないと縁太郎が反論したあたりで、新幹線が東京駅に到着した。

　これから会員の訪問カウンセリングへ行くという縁太郎と駅で別れて、カレンは夜の街を一人で歩いて帰宅する。

　マリアが持たせてくれたお土産の紙袋が重い。一日中遊んで疲れてしまって、足取りはもっと重いのだけど、気持ちはすごく弾んでいた。

　──もう一度、婚活をやり直す。

　心の中で呟つぶやいて、自然と口元が緩ゆるんで。

　新しいことに挑戦する時に感じる高揚感。それが胸の中にある。

　──でも、どんな殿方と……。

　今までは〝お金持ちと結婚する〟という明確な目標があった。

　それを一旦、頭から追い払って自分に問いかける。

　──どんな相手と、結婚したいのか？

　駅から自宅のアパートに通じる、歩き慣れた道の途中。

　カレンはふと、その家の前で足をとめていた。

　最近は近代的な建物も増えてきた神田の下町にあって、昭和の雰囲気を色濃く残す一軒家。

　白はく城じよう結婚相談所。

　──そもそも自分は、どうしてここで婚活を始めようと思ったのか？

　誰かに質問された時には『会費が安いから』と答えるようにしている。

　それも理由の一つだが、本当の理由は別にある。




　今から約十年前。

　高校を卒業したカレンは、地元の工務店に就職して、そこの事務員になった。古い家のリフォームを専門に行っている地域密着型の会社で、社内の雰囲気は悪くなかった。

　しばらくはそのまま地元で働いていたが、そこへ大手の建築会社がやって来た。格安料金のリフォームを始めて、カレンの会社は顧客を奪われてしまう。

　このままではまずいと思った社長が、親戚のツテを頼って、東京へ会社を移すことを決意する。田舎で客を奪い合うより、顧客の豊富な東京で仕事を請け負ったほうが、得策であると考えてのことだった。

　社長についていくかどうかは、社員の意思に任された。カレンは社長と一緒に上京することにした。会社の雰囲気が好き──という理由もあるが、東京へ行けばお金持ちの男性と出会えるかもしれない──という下心もあった。

　そして今も住んでいる格安アパート（社長が知り合いに口を利いて用意してくれた）に引っ越して、東京で働き始めることになるのだが──。

　二年前。

　会社が倒産してしまう。

　東京は顧客も多いが、会社も多い。工務店の生存競争はそれなりに過酷で、社長と社員が一丸となって奮闘するも、力及ばず──経営が破綻してしまったのだ。

『みんな、すまん。わざわざ東京まで、ついてきてくれたのに……！』

　床に手をついて謝る社長を、責める社員はいなかった。

『カレンちゃん。これからどうするん？』

　仲の良かった同僚から聞かれたカレンは『やりたいことがありまして』と口にして、そのまま東京に残ることにした。

　──指には変わらず、約束の指輪。

　東京を離れる前に、本気で婚活をしてみようと考えていた。

　家に仕送りをしていたので貯金はない。食いつなぐためにファミレスでバイトをしながらの婚活だ。

　無料で登録できるマッチングアプリや、飛び込みで参加できる婚活パーティー。自己流で色々やってみたけど、成果は薄かった。

　何かもっと、別のやり方をしなくてはダメかもしれない。

　そう思っていた時のこと。雑誌の片隅に掲載されている広告が目についた。

『理想の相手と縁結び　小鳥遊たかなし結婚相談所』

　そういうところに頼ってみるのも、いいかもしれない。

　カレンは早速、その結婚相談所に電話を入れてみたのだが、入会の際に五十万ほど必要であると言われて、唖あ然ぜんとしてしまう。

　そんな大金、払えない。

　でも、このまま自己流で婚活をしても……。

　カレンは悩み、バイト先と家を往復する毎日を過ごす。

　白はく城じよう結婚相談所の存在を意識するようになったのは、ちょうどその頃。

　バイトへ向かう道の途中にあるので、存在は知っていたのだが──。

　最初のうちは、敬遠していた。

　だってどう見ても普通の家で、全然会社っぽくないし……。

　でも。

　この家の近くを通るたび、楽しそうな声が耳に届くのだ。

　家族の団だん欒らんを思わせる暖かい雰囲気があって、それは東京で一人暮らしをしているカレンにとって、惹き付けられるものがあった。

　カレンは田舎の家族のことを思い出し、白はく城じよう結婚相談所のブロック塀に歩み寄り、耳をそばだてるようになる。

　日によって聞こえる声は違っていたが、威勢のよい男性の声だけはいつも変わらない。

　楽しげに談笑している日もあれば、口論している時もある。落ち込んだ誰かを励ましていることもあったし、厳しい声で説教している日もあった。

　──いったい、どんな人なんだろう？

　カレンはバイトの行き帰りに、白城結婚相談所から漏れてくる声を、こっそり聞くのが日課になっていた。

　そんなに気になるのなら、ドアを叩いて入会すればいい。

　そうは思うが、高額な入会費を案内されて、払えませんと言って引き下がるのも恥ずかしい。

　元令嬢のプライドが邪魔をして、白城結婚相談所に踏み込むことができなくて。

　遠目に様子を見る日々が、しばらく続き──。

　一年前の、ちょうど今頃。

　夜の空気も暖かくなった五月下旬。

　バイトへ向かう途中のカレンが、いつものようにブロック塀に近付いて耳をすませるが、まったく声が聞こえない。今日は誰もいないのかな？　そう思って、塀の向こうを見ようと背伸びをしていると。

『うちに何か、御用ですか？』

　聞き慣れたあの声が、すぐ近くから聞こえた。

　カレンはビクっと肩を震わせて、恐る恐る背後を振り返る。

　スーパーの袋を手にした縁えん太た郎ろうが立っていた。

　……盗み聞きがバレてしまった。

　不意を突かれたカレンはパニック状態で、何か口にしなくてはと焦り、

『──け、結婚が、できなくて！』

　……いま思い出しても、かなり恥ずかしい第一声だ。

　しかしそれを聞いた縁太郎は、やっぱりそうかと表情を和らげて、

『つまり、入会希望ってことですね？　それなら、是非、お話を……あっ、俺、ここで仲人なこうどをやってる、白城縁太郎っていうんですけど』

『白城、縁太郎……』

　カレンはあらためて縁太郎のことを見た。

　想像していたより、ずっと若い。こんなに大柄な男性とは思わなかったが、精せい悍かんな顔つきながら、表情はすごく優しそうだ。声だけ聞いて、勝手にどんな人なのか想像していたから、もしかすると本人を見たら幻滅してしまうかもしれないと思っていたのだが。

　幻滅するどころか、むしろ……。

　そこでふと、カレンは左手の小指にはめられている指輪のことを思い出す。

　──マリアとの約束。

　カレンは目を閉じて、ひとつ息を吐く。次の瞬間、ぱっと手首をひるがえし、口元に添えた。

『わたくし、早さ乙おと女めカレンといいますの。お金持ちの殿方と結婚し、上流階級の世界へ行きたいと思っておりますわ』

『じょ、上流階級……？』

　縁えん太た郎ろうは耳を疑うような顔をしていたが、カレンは構わず──勝気な笑みで言い放つ。

『わたくしを、お金持ちと結婚させてくださいまし！』




　……最初は、そんな感じでしたわね。

　白はく城じよう結婚相談所のブロック塀を見つめて、カレンは苦笑してしまう。

　結局のところ、玉たまの輿こし狙いの婚活は、盛大な空回りであったわけだけど。

　でも、振り返ってみると──中々に楽しかったのだ。お金持ち狙いの婚活女子というキャラは演じていて面白かったし、富豪と呼ばれる人たちのゴージャスな世界は嫌いじゃない。

　それに、そういう婚活をしていたおかげで、縁太郎と出会えたわけで……。

　カレンは、前を見て歩き出す。

　──もう一度、婚活をやり直そう。

　それは縁太郎の言葉であって、カレンの決意でもあった。

　けど、もしも。一年前、初めて縁太郎と言葉を交わしたあの時に。

　マリアからもらった指輪がなかったら……？

　果たして、どうなっていたんだろう。

　相性の良い相手を追い求め、同じような価値観を持つ男性と巡り合い、結婚できていたのかも。

「相性が良くて、わたくしと価値観が近い……」

　誰もいない夜道で、一人呟つぶやいて。

「……っ！」

　カレンは無言で、夜の住宅街に忙せわしない足音を響かせる。

　戸惑いの表情を浮かべ、その頬ほおを羞恥の赤に染め上げて。

　そしてアパートの玄関にたどり着いたところで、はたと立ちどまる。

　──あの車……。

　見覚えのある黒塗りの高級車。

　その後部座席のドアが開ひらいて、黒くろ峰みね優ゆう輝きがおりてきた。

「こんばんは、早さ乙おと女めカレンさん。あれから一週間経ちましたが、どうですか？　決心はつきましたか？」

　コツコツと革靴の音を鳴らしながら近付いてくる黒くろ峰みねの顔には、余裕の笑みがある。

　カレンが黒峰マリッジプランナーへ移籍すると、確信を持っているのだろう。

「あいにくですが」

　今、こうして黒峰の顔を見るまで、その存在を失念していた。

　それこそがカレンの見出した〝答え〟そのもので──、




「わたくしは引き続き、白はく城じよう結婚相談所で婚活をさせていただきますわ」




　黒峰は言葉の意味が理解できなかったかのように、顔中に笑みを張り付けたまま固まった。

　そしてようやく、口元を引きつらせながら、

「今、何と……？」

「ですから、貴方あなたのところへはいかないと、そう申しましたのよ」

　カレンはキッパリと告げる。

　すると黒峰は、夜風に乱れた前髪を直そうともせずに、

「じ、自分が何を言ってるのか、分かっているのか？　金持ちと結婚したいんだろ？　縁えん太た郎ろうの弱小事務所じゃ、金持ちと結婚なんて──」

「難しいでしょうね。縁太郎はお金持ちとのコネクションを持っておりませんもの」

　カレンが演技っぽく肩をすくめてみせると、黒峰はその言葉にすがり付こうとするかのように、下卑た笑みを見せながら、

「そうだ。縁太郎にはコネがない。金持ちとの繋つながりがない。オレが持ってるものを、アイツは持っていないんだ」

「まぁ、そうですわね。縁太郎はそういうものを、手にしておりませんわ」

「だったら──」

「ですが！」

　カレンは紙袋を地面に置いて、優雅な手つきで金色の髪をかき上げる。

「縁太郎は、貴方の持っていないものを持っておりますの」

　果たしてそれが、何なのか？

　口にしたカレン自身も、ハッキリと分かっているわけじゃない。

「そんなもの、あるわけがないだろう。全てにおいて、オレのほうが……勝っているんだ。売り上げも、成婚させた実績も、圧倒的に──オレのほうが！」

　黒峰は感情的な言葉を並べて、カレンを屈服させようとしてくる。会社の重役とは思えない振る舞いにカレンは鼻はな白じろみ、落ち着いた口調で淡々と告げる。

「確かに貴方あなたは、わたくしを結婚させてくれるのかもしれません」

　純粋に〝成果〟だけを見れば、黒くろ峰みねのほうが優秀であるといえるかもしれない。

　婚活業界に強いコネがあり、会員の望む相手を紹介できるのだ。

「でも──」

　縁えん太た郎ろうは、他の仲人なこうどとは違う。

　黒峰とも違うし、それ以外の仲人とも異なっている。

　そう。きっと、彼だからこそ──




「縁太郎は、わたくしのことを、幸せにしてくださりますの」




　胸の中でいまだに熱を持っている気持ちを口にして、カレンは左手を目の前に突き出した。

　小指にはめられている指輪に手をかけて、それをすっと引き抜いて。

　──その瞬間、解放されたのだと思う。

　自分はずっと、マリアに恩返しをしたかった。

　彼女の〝幸せ〟に何らかの形で貢献したいと、思っていたんだと思う。

　でも、マリアは自分自身の力で、幸せを掴つかみ取っていたのだ。

　じゃあ、これからは──？

「し、幸せ、だと!?　はっ。何を言い出すかと思えば、くだらない。数字にできない評価など、何の意味もない戯言だ。仲人なこうどの価値というのは、結婚させた会員の数が多いか、少ないか。それが全てだ。幸せにできるかどうかなど……考慮する必要もない！」

　わめき散らす黒くろ峰みねに、カレンは冷たく醒さめた眼差しを向ける。
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　腹の底でグラグラと煮える気持ちを、あえて冷却させ。

「曲がりなりにも仲人でありながら、会員の幸せを〝くだらない〟ですって？」

　その言葉は、夜露に濡れる薔ば薇らさながら。

　美しい響きで相手を油断させ、切れ味鋭いトゲを閃ひらめかせる──




「貴方あなた、仲人失格ですわね」




「なっ……!?」

　誤あやまたず、黒峰のプライドを深く切り裂いた。

　彼は苛立ちも露わに目付きを尖とがらせて、悔しそうに唇をわなわなと震わせて、

「こ、このオレにそんな口をきいて……後で後悔することになるぞ。もう二度と、黒峰マリッジプランナーには入会できないと思え！」

「あら、ご心配には及びませんわ」

　黒峰を見据えるカレンは余裕の笑みを浮かべる。

「わたくしはちゃんと結婚して、幸せになりますので」

「…………っ！」

　もはや黒峰は、何も言おうとしなかった。

　爆発しそうな感情を必死に堪こらえるかのように、肩をいからせて足早に車まで戻り、後部座席のドアを勢いよく開ける。

　すると車内から「優ゆう輝きさまぁ。もしかして、フラれちゃったんですかぁ？　そんなに真っ赤になっちゃってぇ」と、からから笑う声がして、「ぐっ……お前は黙ってろ！　早く車を出せ！」と叫んだ黒峰がドアを荒っぽく閉めた。

　車はすぐに動き出し、瞬く間に黒い車体が夜の闇に溶けていく。

　アパートの前にポツンと取り残されたカレンは、右手に持っているマリアの指輪を、月明かりにかざして目を細め──。

「ちゃんと結婚して、幸せになる……」

　口論のはずみで飛び出した言葉を拾い上げ、そこに含まれる自分の気持ちと向き合った。

　新しい兆しがあった。

　これから自分は、そういう婚活をする。

　──縁えん太た郎ろうと、二人で。

　方針を決めたら迷わず突き進む。

　それがカレンのやり方だ。

　とにかくまずはやってみて、それから次を考える。

　アパートの二階に駆け上がったカレンは、すでに具体的な行動を決めていた。

　明日はちょうど、バイトが昼過ぎまでだから。

　仕事が終わったら、一度アパートに戻って、婚活をする時の服を着て。

　そして──。




　＊　＊　＊




　カレンと縁えん太た郎ろうが、那須高原へ日帰り旅行をしたその日。

　結ゆ衣いは玉たま置きと、初めてのデートをしていた。

　昼過ぎに新宿駅で待ち合わせ、映画を観て晩御飯を食べる。

　初めてのデートでは、相手と二人きりの空気に慣れることが大切だから、映画とか食事とか自然と話題が出てくるようなイベントにするべきだと縁太郎から聞いた。遊園地なんかはやめたほうがいいらしい。アトラクションの待ち時間に話題がなくなってしまって、気まずい空気になってしまうことがあるとか。

　しかしデート中の話題については、相手が玉置である限り、心配しなくてもよさそうだった。

　パリピキャラを地で行く玉置は、話題が豊富でよく喋しやべる。

『結衣チャン、その服かわいーね。しかも何気にブランド物とか、テンション上がるよね！』

『新宿はよく来るんだよ。綺き麗れいなお姉ちゃんのいるお店がたくさんあるからさ』

『嫌いなものは精しよう進じん料理。やっぱ肉食べないと元気でないっしょ』

　そんな感じの軽いトークがほとんどだったが、おかげで初デートの緊張を忘れることができた。

　──受け身の婚活をやめて、自分から積極的に婚活をする。

　それが結衣のやりたい婚活で、玉置とのデートはそのための第一歩。黒くろ峰みねマリッジプランナーでの婚活と違い、自分の意思でやっている。堂々と胸を張ることのできる婚活だ。

　……それなのに、何故か時折、罪悪感のようなものが込み上げてきた。

　玉置と一緒に新宿の街を並んで歩いている時や、二人で並んで映画を観ているふとした瞬間に。

　そして今、高層ビルの最上階にあるレストランで向かい合っていて──。

　恋人っぽいシチュエーションになればなるほど、胸の奥がざわついてしまう。まずいことをしているような気がして、気持ちが落ち着かない。

　結衣はその気持ちの正体が分からなくて、戸惑っていた。

　フランス料理のフルコースを食べ終えてから、デザートのアイスを口にして。

　そして向かいに座っている玉たま置きから、思いもよらない指摘をされてしまう。




「結ゆ衣いチャン。他に好きな人いるでしょ？」




「……え？」

　結衣はスプーンをシャーベットに差し込んだままの状態で、固まってしまう。

　すると玉置は「なるほど。無自覚なやつねー」と呟つぶやいて、勝手に納得してしまう。

「ちょっと待って。何を根拠にそう思うの？」

「んー……。坊主の勘？」

「……つまり、根拠はないってこと？」

　今でこそ一線を退しりぞいているが、結衣は科学者をやっていた。

　根拠のない理屈はあまり好きじゃない。

「私が誰かに恋をしているという指摘の根拠が〝坊主の勘〟なら、その坊主の勘がどれほどの確率で正解を導き出せるものなのか、教えてもらわなければ納得できないわ」

　眉まゆ根ねを寄せて淡々と言って、すぐに結衣は〝しまった！〟と思い、気まずげにうつむいてしまう。

　理屈っぽい嫌な女だと思われたかもしれない。今の発言は空気が読めていなかった……。

　恐る恐るチラッと玉置へ目をやると──彼は嫌な顔をするどころか、面白がっているかのように微笑んで、

「まぁ、〝勘〟って言ってる時点でかなり曖あい昧まいだけど、強いていうなら経験論──的な？」

「経験……？」

　玉置は得意げに頷うなずく。

「オレ、今まで色んな女の子と付き合ってきたから、デートしてると相手の気持ちが分かるんだ。楽しんでくれてんのか、退屈してんのか？　オレに惚れてんのか、興味ないのか？　ベッドインできそうなのか、無理なのか？」

　──ベッド……。

　思わず赤くなってしまう結衣であったが、玉置は構わずに続ける。

「そんで結衣チャンは、たまにキョロキョロするんだよ。誰かに見られてないか気にしてる感じ？　これってオレの経験上、他に本命の男がいる時のリアクションなんだよね。オレとデートしてるところを、見られたくなくてキョロってる」

「それは……」

　心当たりはあった。

　時折込み上げてくる、正体不明の罪悪感。

　でも──。

「相手が誰だか、分かんない？」

　玉たま置きに聞かれて、結ゆ衣いは頷うなずく。

「それじゃあオレが、当てちゃうぜ」

　そう言って玉置は、テーブルに身を乗り出して、いきなり結衣の手を掴つかんだ。

「はひゃっ」

　例の罪悪感が猛烈な勢いで込み上げてくる。

　──こんなところを、縁太郎に見られたら……！

　逃げるように椅子の背もたれにのけぞっている結衣を見て、玉置は悪いた戯ずらを成功させた子供のようにニカっと微笑んで、

「今、頭の中に誰か来たでしょ？　それが結衣チャンの好きな人」

「…………」

　結衣は頭の中を覗かれてしまったような気分になって、真っ赤になる。

　自分を落ち着かせるようにシャーベットアイスを一口食べて、

「でも、好きな人かどうかは分からないと思う」

　すると玉置は「どうしてそう思うの？」と口にして、結衣のことを見る。

「だって、はっきりとそういう気持ちがあるわけじゃない。ぼんやりしてるっていうか、自分でもその人のことをどう思っているのか、分からないっていうか……」

「人を好きになる気持ちって、そういうもんじゃん」

「そう、なの……？」

「そーそー。なんとなくのフィーリングってやつだよ」

　その言葉を耳にして、結衣はハッとする。

　もしかすると自分は、またしてもやってしまったのかもしれない。

　根拠のない〝なんとなく〟の気持ちを、ないがしろに……。

「それじゃ、恋愛マスターのオレが、結衣チャンにアドバイス」

　ヘラヘラと軽いトーンで話していた玉置だが、急に真面目な顔になり、

「誰かを好きになる気持ち。それを正確に把握できる人間なんていない。オレだってたくさん女の子と付き合ってきたけど、そういう時の気持ちって、未だによく分かんねーもん。いつの間にか好きになってたり、その逆で嫌いになってたり。自分の意思でそーいう気持ちをコントロールするのは無理だと、オレは思う」

　結衣はじーっと玉置を見つめて、受け取った言葉を整理する。

　誰かを好きになる気持ち──つまり恋愛感情と、自分の意思は別物である。その主張が正しいのだとすれば、自分の中にコントロール不能な部分があって、恋愛感情と呼ばれるそれに、誰しもが振り回されているということになる。それが恋愛に関する〝なんとなくの気持ち〟の正体だとしたら、何て厄介な代物なんだろう……。

「そして、アドバイスその二」

　玉たま置きの声にハッとして、結ゆ衣いは思考を中断する。

「恋愛は、友達に応援してもらったほうがいい。何故なら、自分の中にどういう気持ちが隠れてんのか、その友達が教えてくれるから」

「……なるほど」

　その意見に関しては、素直に納得することができた。

　たった今、玉置に自分の気持ちを言い当てられたばっかりだ。反論の余地がない。

「と、言うことで──」

　再びテーブルに身を乗り出した玉置が、結衣の目の前にすっと手を差し出して、




「お友達から、おなしゃーす！」




「…………」

　その申し出は嬉うれしいのだけど、彼の指輪のない手を見つめて結衣は、申し訳ない気持ちになってしまう。

　だって、たった今、指摘されたばっかりだ。

「私には、他に好きな人が──」

「応援する」

　玉置は頼もしい笑みを浮かべて、すぐにパチッとノリの軽いウインクをして、

「オレ、友達として恋愛を応援して、いつの間にかくっついてるパターンでワンチャン狙うから。このパターンって、結構イケる系なんだ」

　つまり、下心ありまくりの友人だ。

　結衣はさすがに呆れて、小さく苦笑してしまう。

「……玉置さんを見てると、お坊さんのイメージがどんどん悪くなっていくんだけど」

「いやいや、みんなそーだって。生なま臭ぐさい奴らばっかだよ、坊主とか」

　そんな軽口を叩きつつ、結衣と玉置は握手を交わして〝友達〟になる。

　そしてレストランの閉店時間まで、女子高生のように恋バナをしていたのだった。







　エピローグ　雨上がりの先に







『少しでも早く告白したほうがいい。すぐに良い返事をもらえなくても、男のほうから恋愛対象として見られるようになる』

　玉たま置きとデートをした翌日。

　結ゆ衣いは彼のアドバイスを思い出しながら、白はく城じよう結婚相談所へと足を向けていた。

　時刻はすでに夕方で、空一杯に広がっている雲から雨が降っている。

　本当はもっと早くに白城結婚相談所へ行っているはずだった。

　玉置と〝約束〟をしてしまったから。

『じゃあ結衣チャン。さっそく明日、告白しよっか』

　それは昨さく日じつの話。

　恋愛相談の締め括りとして、玉置からそんな提案をされた。

『たぶん結衣チャン、勇気が出なくて先延ばしにしちゃう系だから、強引に行動したほうがいい。何も考えずに明日告白。いいね？』

『よくないわ。だって、その……まだ本当に好きなのかどうか、分からないし』

『別にそれでいーんだって。オレだって、ちょっといいなって思ったら、すぐに気持ちを伝えちゃうし。とりあえず付き合ってみて、それから好きになればいい。好きになれなきゃ、別れてオレと付き合おう』

『……本当に下心を隠そうとしないのね、あなた』

　呆れ顔になってしまう結衣を見て、ノリの軽い笑い方をする玉置だが、

『でも、告白が早いほうがいいってのはマジだから。これは恋愛の基本だぜ』

　そう口にすると、珍しくテンションの低いため息をつく。

『どうして、そんなに早さにこだわるの？』

『そりゃあ、結衣チャン。恋愛ってやつは競争だからだよ』

　そして玉置は、辛い過去を笑い飛ばそうとするかのような、あっけらかんとした口調で、




『グズグズしてたら、誰かに先をこされるぜ』




　……おそらく彼は、実際にそういう経験があるんだろうなと、結衣は思う。

　恋愛マスターを自称するぐらいだから、色んな恋愛をしてきたんだろう。

　しかし今回の件に関して、それは無用な心配だ。

　──だって、彼を恋愛対象として狙っている女性は、他にいないから。

　まひると牡ぼ丹たんは、それぞれ交際している男性がいる。カレンはお金持ちにしか興味がない。

　他に候補がいる可能性もあるが、客観的に見て、焦る必要はどこにもない。

　──そ、それに私は、まだ自分の気持ちが、よく分からないし……。

　結ゆ衣いは決心ができずに気持ちを迷わせながら、それでも普段よりは丁寧に身支度を整えた。

　シャワーを浴びて、高級な化粧品でメイクして、玉たま置きとのデートよりも真剣に洋服を選ぶ。

　もし仮に、本当に仮にだが、告白をするのなら、どんな言葉を使うべきなのか？

　お気に入りのロッキングチェアーに揺られて、思考の海へダイブして……。

　そんなことをしていたら、夕方になってしまった。慌てて家を出る。

　きっと蒼あお梨りが学校から帰ってくるし、他の会員が相談に来ているかもしれない。

　──多分、二人きりにはなれないだろうから、告白は無理ね。

　そう考えて、ほっとしている自分がいた。

　勇気が出なくて先延ばしにしてしまうタイプ──という玉置の指摘は、あながち間違っていないのかもしれない。

　でも……。

　焦ることはない。

　明日も明後日もその次の日も、縁えん太た郎ろうは独身のままで待ってくれているはずだ。

　そう自分に言い聞かせているうちに、縁太郎の家に到着した。

　ドアを開けて傘立てに傘を入れ、並ぶ靴を見て〝おや？〟と思う。

　縁太郎の靴の隣に、カレンの靴がある。それは彼女が婚活をする時に履いている、とっておきの靴だ。婚活のない日のカレンは、もっとくたびれた靴を履いている。サンダルで来ていることもある。

　それなのにどうして、婚活用の靴なのか？

　違和感を覚えると同時に、妙なざわめきが胸の奥からやってきた。

　──きっとカレンは、このあと……。

　婚活パーティーへ行くとか、お見合いをするとか。そういう予定が入っているんだろう。

　それならば何もおかしくない。婚活用の靴を履いてきた理由として、論理的に納得することができる。

　結衣は一人で頷うなずいて、カレンの靴の隣に自分の靴を並べた。

　──カレンがいるなら、告白は無理ね。仕方がないから、別の機会に。

　そんなことを考えながら廊下を進み。

　閉ざされている居間のふすまに手をかけようとしたところで──。

「わたくし、玉たまの輿こし狙いの婚活は……やめようと思いますの」

　ふすまの向こうから、カレンの声がした。

「縁太郎の言う通り、わたくしは庶民の世界に染まっておりますわ。いまさらお金持ちの世界へ行っても、そこに順応することができるかどうか……。お金の使い方から、気の遣い方。物事に対する考え方や、何を楽しいと思うかどうかの基準まで。ありとあらゆる価値観が、庶民のわたくしとお金持ちの方々とでは、違いすぎておりますの。無理をして相手に合わせなければ、意見が衝突して喧けん嘩かになってしまいますし、そういう相手と結婚しても……」

　ふすま越しに聞こえてくる声は、とても真剣だ。

　驚いたことに、カレンは本気で、玉たまの輿こし狙いの婚活をやめようとしているらしい。

「そうだな。俺もそれがいいと思う。似た者夫婦って言葉もあるし、価値観が近い相手って、相性もいいからな。……じゃあ、早速そういう相手を探してみるか？」

「いえ。それには及びませんわ」

　きっぱりと言い切ったカレンの声に、居間の雰囲気が変わる。

　横やりを入れてはいけない二人の世界が構築されて、結ゆ衣いはふすまを開け放つことができない。

「わたくし、気付きましたの。お金の使い方にこそ、その人の人柄が表れるのだと。どんなことのために、どんなふうにお金を使うことができるのか？　その金銭感覚の一致する相手こそ、わたくしと相性が良い相手であって、生涯の伴侶として検討するに相応ふさわしい殿方なんですの」

「……なるほど。カレンらしい意見だな」

「そして、その……素敵なお金の使い方をする殿方を、わたくしは知っておりまして」

「ははーん、そういうことか。つまりカレンは、すでにめぼしい相手を見つけてんだな」

　縁えん太た郎ろうの指摘に対して、それを肯定するような沈黙があって。

　結衣は無意識のうちに息を殺して、一語一句を聞き逃すまいと身構える。

「その方は、適当でいい加減な感じで、要領が良いとは言えず、そのせいでお金を稼ぐのが下手で、貯金も少なくて」

　言葉を区切って、息継ぎをして。

　そしてカレンは、胸に秘めたる感情のほとばしりをそのまま口にするように──。

「でも、とても優しくて、わたくしのことを気にかけてくれて、結婚式で最高の笑顔になってほしいという理由で、わたくしのために──」

　もし、そこで邪魔が入らなければ、彼女が何を言っていたのか。

　恋愛経験に乏しい結衣でも、容易に理解できてしまった。




「ただいまー」




　玄関のドアが開ひらいて、蒼あお梨りの大きな声がした。

「あれー、結衣ちゃん。そんなところで何やってんの？」

　状況が分かっていない蒼梨が、ふすまの前で硬直している結衣を見て、不思議そうな顔になる。

　そしてスパっと、無遠慮にふすまを開け放つ。

「ねー、お兄ちゃん。やっぱりプラン変えてほしい。ティクトックやユーチューブ見てると、すぐにデータがなくなっちゃう」

　スマホをスクールバッグから取り出した蒼あお梨りが、不満げな声で月々のデータ不足を訴える。

「そういうのは家のパソコンを使えって言ってるだろ」

「だって、スマホで見たいんだもん。それにパソコンは、いつもお兄ちゃんが使ってるじゃん」

　蒼梨と口論をしている縁えん太た郎ろうは、いつも通りだ。

　蒼梨が何か言うたびに、その言葉が頭痛の引き金になっているのだといわんばかりの渋い顔になる。

　──もしかして、気付いてない……？

　結ゆ衣いがそうであるように、縁太郎だってカレンの話の行方を察したはず。

　そう思っていたのだが、縁太郎にそれらしい感情の痕跡は見られない。素直な彼が、上手に誤ご魔ま化かしているとも思えない。

「……話の続きは、また別の機会にさせていただきますわ」

　ずっとこちらに背を向けていたカレンが立ち上がり、結衣のほうを振り向いた。

　盗み聞きをしていた後ろめたさに、結衣は思わず目を伏せる。

　そのまま黙って古ぼけた畳を見ていると、カレンが近付いてきて、

「結衣。ちょっと来てくださいまし」

　ささやくような声であったが、有無を言わさぬ迫力があった。

　──こっそり話を聞いていたことを怒られるのかも……。

　カレンは会員の中でも古参で、頼れる姉のような存在であると同時に、悪いことをしたら叱られる母親のような一面も持っている。

　結衣は心細くなり、助けを求めるような気持ちで縁太郎のことを見るのだが──。

　縁太郎は居間から出て行くカレンに何か声をかけかけて、蒼梨から「ちゃんと話を聞いてよ！」と怒られている。

　カレンはそのまま廊下を歩いて玄関から出ていってしまう。後ろをまったく気にしない様子が逆に、付いていかなくてはいけないような雰囲気を出していて──結衣も廊下を歩いて玄関へと向かう。

　靴を履き、カレンに続いて外へ出て。

　軒先で横並びになった。

「──結衣。さっきの話、聞いてましたわね？」

　カレンの問いかけに、結衣はビクッと肩を震わせる。

「その……盗み聞きをするつもりはなかったんだけど、話の邪魔になるといけないと思って」

　雨でぬかるんでいる小こ路みちへ向けていた視線を、恐るおそるカレンのほうへ向ける。

　婚活用の服を着ているカレンは、別段怒っているような感じではなくて、

「別に、構いませんわよ。どのみち結ゆ衣いにも同じ話をするつもりでいましたから。手間が省けましたわ」

　──私にも同じ話を……？

　結衣は眉に力を込めてカレンのことを見る。

　どういう意図の発言なのかは分からない。

　しかし彼女の──青い瞳。

　自分を見据えるそれの中に、ある種の対抗意識がメラメラと燃えているような気がして結衣は身構える。

「わたくしの言葉に、答える必要はありませんわ」

　カレンは神妙な顔で言い置いて、軒先の向こう側へと目をやった。




「貴女あなた、縁えん太た郎ろうのことが好きなんでしょう？」




　雨はほとんどやんでいる。

　空を覆っている灰色の雲がぱっくり割れて、その切れ間から夕日が差し込んでいた。

「玉たま置きさんの時といい、結衣とは男性の好みが近しいのかもしれませんわね」

　結衣が言葉を失っていると、カレンは門に繋つながる小こ路みちへ目をやって──。

　おもむろに足を踏み出した。

　婚活用の綺き麗れいな靴で、浅い水溜まりになっている地面を、ぴちゃぴちゃりと踏みしめて進み。

　そして、悠然と振り返る。

　真正面から結衣を見て、金色の髪をかきあげて、

「──でも、玉置さんの時のようにはいきませんわ」

　その時初めて、結衣は本当の意味でカレンを見た。

　玉置の時に感じられた、親しげにふざけている気配はまるで無い。

　穏やかながら自信に満ちた様子で、一言。




「負けませんわよ」




　カレンは微笑んでいた。

　それは強気な笑みだった。

　ふふんと鼻を鳴らして、颯さつ爽そうと踵きびすを返し、結衣から遠ざかっていく。

　そんなカレンの背中に、結衣は──。

「…………」

　なにひとつ、言葉をかけられなかった。

　鉄格子の門もん扉ぴが閉まる音がして、軒先に一人残される。

　頭がまるで動いてくれない。

　何も言い返せなかったことが、悔しかったのかさえ分からない。




　自分の胸に渦巻く気持ちが、〝なんとなく〟でさえ見えなくなって──。




　結ゆ衣いは、ただ呆然と、その場に立ち尽くすしかなかった。




（了）
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　あとがき




　ご無沙汰しております、栗くりノの原はら草そう介すけです。

　どうにか無事に、結婚が前提のラブコメ二巻を刊行することができました。

　これもすべて、一巻を読んでいただけた皆様のおかげです。

　婚活ラブコメという馴染みの薄い作品に、手を伸ばしていただきまして、本当にありがとうございます。今一度、読者の皆様に、最大の感謝をさせていただきます！

　……さて。

　そんな、ラノベの定番からは少し外れている本作ですが、『婚活ラブコメというテーマが、新しくて良かった』という感想を、沢山いただいております。それはとても嬉うれしい感想です。そのような感想を目にするたびに、僕は喜びに打ち震えてしまいます。

　しかし同時に、一抹の罪悪感を覚えてしまいまして。

　それというのも、僕という人間は保守的で、新しい挑戦とは縁が薄いのです。

　同じ場所に何年でも住んでいられる。同じゲームをいつまででもプレイできる。

　小説を書くことだって、飽きることなく続けていることの一つです。新人賞投稿時代から通算すれば、十年以上は書いています。よく飽きずに続けているなと、自じ嘲ちようと誇らしさの混じった気持ちが込み上げてきてしまいます。

　そのことに関しましては、この性格で良かったと思います。

　しかし一方で、この性格の悪い点もありまして……。




　僕の高校時代の友人に、すごく飽きっぽい奴がいます。

　彼は僕とは正反対の性格で、何をやってもすぐ飽きる。半年に一回は〝気分転換〟と言って引っ越しをする。会うたびに違う趣味を持っている。

　そんな彼が、言うんです。

「オレ、そろそろ飽きてきちゃったな。──独身に」

　そして、その半年後。

　彼から届いたんですよ。

　結婚式の、招待状が……！

　実はこのパターン、そんなに珍しくはないようです。

　一人暮らしに飽きてしまって、結婚したい気持ちが強くなる。それをきっかけに婚活を始めて、ゴールインできる。

　……まあ、実際に飽きがくるとは思うんです。何年も独身で、一人暮らしをしていたら。

　しかし自分は、飽きるという衝動が鈍い人間です。

　率直に、今の気持ちを、白状させていただきますと──




〝独身に　飽きる気配が　まるでない〟




　どうしようもない心の俳句が、すっと出てきてしまいます。

　結婚できない理由が一つ、明らかになりました。

　これについては語り出すときりがなさそうなので、謝辞に移らせていただきます。




　担当編集、岩いわ浅あさ様。

　怒涛の赤字（原稿に対する指摘）によって、作品のクオリティを持ち上げていただきました。改稿前後の劇的ビフォー・アフター感に、いつもながら編集力の高さを痛感しております。次巻もよろしくお願いします！




　イラスト担当、吉よし田だばな先生。

　一巻に引き続き、超絶美麗なイラストの数々をありがとうございます。先生のイラストはまさに〝美しい〟という表現がぴったりです。表紙のカレンは、もはや絵画のレベルに達していると思います。次巻のイラストが、今から楽しみです！

（マンガワンにて連載予定の、弱キャラ友崎くんスピンオフ・コミック──『七海みなみは輝きたい。』も、楽しみにしています）




　そして最後に、このあとがきを読んでいただいている、読者様。

　一巻に引き続き、二巻も手に取っていただき、ありがとうございます。ほんのわずかでも楽しんでいただけておりますと、幸いでございます。

　次巻ではさらに、ラブコメの波動を強めていきたいところです。

　最後の展開からして、あの二人に熱いラブコメ・バトルをしてもらいたいですね。

　しかしメインを張るのは、〝上品なほうに属している〟あの子になるかもしれません。

　はたまた、甘えさせてくれるお姉さんが、甘えん坊お姉さんになってしまうとか？

　果たしてどういう展開になるのか。現時点では不確定なわけですが。

　次巻も〝絶対に結婚したい系ヒロイン〟たちによる婚活ラブコメを、全力で執筆させていただきます。

　引き続きお付き合い頂けますと、幸いです……！







　





栗ノ原草介

Sousuke Kurinohara




婚活ラノベ作家──を名乗りたいと思っているのですが、これだと〝婚活をしている作家〟だと勘違いされそうだなぁ、リアルで浮いた話なんて数年単位で──と考えたところで思考を断ち切りました。……結婚したい！
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